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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　それは七月二十日──明日から夏休みという日の正午だった。

　高校の裏庭にある桜の樹き。この木の下で告白したカップルは結ばれる。誰が言い始めたのか知らないが、そんな言い伝えのある場所に俺は誘い出されていた。

　俺の前にはクラスのアイドル、藤ふじノの宮みや白しら雪ゆきがいる。辺りに人影はなく、二人きりだ。

　藤ふじノの宮みやは長い黒髪に結ばれたふわふわのリボンを落ち着かなくいじっている。

　大人っぽい綺き麗れいな顔立ちで、切れ長の目が特に印象的だった。ともすれば冷たく見えそうな容姿だが、表情が豊かなため、お高くとまった雰囲気を微み塵じんも感じさせない。

　すらりとした長身で、夏服の胸元は嫌でも目が行くほど大きい。

　さらに彼女は成績もぶっちぎりの学年一位で、運動神経まで抜群ときた。

　文句の付けようがない。彼女に文句を言ったら俺はバチが当たるだろう。

　なんでクラスでも目立たない陰キャの俺が、才色兼備の彼女に呼ばれたのか本当に不思議なのだ。分不相応。まさしくその通りで、さっきから脳内ではもう一人の俺が「期待するなよ」と冷静に囁ささやいてくる。

　期待して落ち込むのは自分なのだ。絶望したくなければ、初めから希望など抱いだかなければいい。

　蟬せみが暑苦しく鳴いている炎天下で、俺は固かた唾ずを吞のんで彼女の言葉を待つ。桜の樹きはまだ若木で、俺たちに涼やかな木陰を与えてはくれない。

「……加か嶋しまくん」

　彼女の思い詰めた声に、俺の身体からだが小さく跳ねた。暑さからか緊張からか、汗が一筋、顎を伝う。

　頰を染めた藤ふじノの宮みやは俺を見つめ、言った。




「好きです。付き合ってください」




　──五分後、俺の夏休みが奪われると誰が予測できただろうか。

　これは、高一の夏休みを盗まれた俺が青春を取り戻す物語である。
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「何もない平凡な日常が欲しかった」なんて台詞せりふはフィクションの主人公だから言えることで、現実にそう言える人間はいないと俺は思っている。

　人は、ないものねだりなのだ。

　フィクションの人物は非日常の中にいるから日常を望むわけで、一方、つまらない毎日を繰り返している俺は非日常に飢えて、今日も教室の片隅でラノベを開く。この退屈な時間が早く過ぎればいいと思って。

　本を開いて自分の世界にこもる。周囲の時間は俺を置き去りにしてどんどん進み、教師や生徒の声もただの雑音にしか聞こえない。ふと気が付いて顔を上げればいつの間にか放課後で、俺はその段になって本を閉じて帰る。

　まるで早送りだ。

　毎日がそんな感じなので、今日も──高校一年生の一学期最終日、七月二十日も俺は夏休みに浮つく教室で独り静かに文庫本をめくっていた。

　いわゆる「ぼっち」だが、走馬灯のように過ぎる学校生活で友達がいなくて特に困ったことはないし、そもそも人は完全にはわかり合えないんだから友人のあるなしにかかわらず全員が孤独だと思う、といつしか持論を語ったらマコトに「それは逃げだろ！　ハヤテは屁へ理り屈くつをこねて、ぼっちの自分を納得させてるだけだ！」と怒られた。

　マコトは俺の一番古い友人である。

　家が隣同士だから家族ぐるみで付き合いがあって、幼稚園から高校まで同じ学校で、今も隣のクラスにいる、俺の唯一の親友オンリーワン。だけどマコトはサッカー部で交友関係も宇宙みたいに広いから、あいつにとって俺は大勢のうちの一人ワンオブゼムなのかもと思うときがある。

「本当はハヤテだって青春を送りたいんだろ？　高校生だもんな。サッカー部入ろうぜ」

「何をもって青春とするのか、それが問題だ。部活動に所属していれば青春か？　友達が百人いれば青春か？」

「友達百人は小学生だ！　……そりゃ、カノジョとかいれば青春なんじゃないのか？」

「はあー高校で可か愛わいい子に告白されないかなー」

「なんで受け身なんだよ。カノジョの前にハヤテは友達増やせよ。サッカー部入ろうぜ」

「はあー人間関係ってメンドくさいんだよなー」

「だからおまえは幼稚園も小学校も中学校も、ぼっちだったんだろ！　まったく、毎度グループ分けで一人あぶれたおまえを回収するこっちの身にもなれ」

「あのさあ」

「何だよ」

「俺、ぼっちじゃないよ。だって、おまえいるじゃん」

　はい、論破。

　そんな会話をしたのが四月の入学式前。黙ってしまったマコトはそれ以来、サッカー部の勧誘をしてこない。

　五段階評価で３ばかりが並んだ通知表を受け取り、終礼のチャイムが鳴っても俺は自席から動かなかった。家に帰っても暇なだけだ。教室はまだクーラーが効いているし、もう少しここで時間を潰していこう。

　教室から生徒がいなくなっていくのも構わず、俺は本のページをめくり──

　ふに、と頰を突かれた。

　誰だ、クラスで陸の孤島と化している俺にそんなことをする奴は。俺は自分の世界を中スト断ツプして視線を上げる。

　アーモンド形の大きな目があった。

　吐息がかかりそうな距離。めちゃくちゃ整った顔の女子が俺を覗のぞき込んでいる。彼女は指先で俺の頰をつつき、柔らかく笑いかけた。

「やっとこっち見てくれたねえ、加か嶋しまくん」

「……うわああああっ！」

　みっともない悲鳴を出して俺は立ち上がっていた。その拍子にイスが倒れ、ガタンッとうるさい音が響く。

　気付けば教室には俺たち以外いなかった。俺と、彼女だけ。

　俺の過剰反応に女子生徒もまた驚いていた。口元に両手を当てている。

「わわっ、驚かせちゃったかな？　ごめんねえ。何度呼んでも無反応だから、からかっちゃったの……」

「こっちこそごめん。俺、読書中は周りが見えなくて」

　動どう悸きが激しい。狼狽うろたえつつも俺はラノベを背中に隠した。

　クラス一の美少女、藤ふじノの宮みやだった。

　何社もの大手芸能事務所からスカウトされていて、思わず目で追ってしまうほどスタイルがよくて、成績は学年一位、バスケ部では一年なのにレギュラーに抜ばつ擢てきされている藤ふじノの宮みやだった。

　シャンプーのＣＭに出てきそうな艶つやのある黒髪。切れ長の目は長い睫まつ毛げに縁取られ、通った鼻筋も含めてすべてが芸術品みたいだ。彼女の髪の一房にはトレードマークのように、ふわふわのリボンが結ばれている。

　非の打ちどころがないクラスのアイドル。陽キャの代表格である。同じクラスなのに彼女と話したのは初めてで、俺はテンパってしまう。

「ええっと、それで何かな、藤ふじノの宮みやサン」

　途端にプフッと彼女は小さく噴き出した。

　何かヘンなこと言ったか、と俺はビクつく。

「やめてよおーもうっ、クラスメートでしょ。みんなと同じ『ユキ』って呼んで」

　ね？　と藤ふじノの宮みやは百点満点の笑顔で提案してくる。

　藤ふじノの宮みや白しら雪ゆきだからユキなんだろう。彼女の気さくな言葉と態度に、俺はハハと軽く笑った。

　いい子だな、と思った。クラスカーストの頂点にもかかわらず、最下位の俺にも分け隔てなく接してくれる。間違いなくいい子だ。

「ねえ、加か嶋しまくん」

　藤ふじノの宮みやがどこか真剣な目になる。小首を傾かしげて彼女は言った。

「今から少し、わたしと来てくれないかなあ」

　さらりと流れた髪からはとてもとても甘い香りがしていた。







　俺は藤ふじノの宮みやの後について教室を出た。

　別に何かを期待していたわけじゃない。だって、俺は顔も平凡で、成績は平均点以下だし、運動に至ってはできないほうで、人付き合いの苦手なぼっちである。

　一方で彼女はすべてがハイスペック。天は二物を与えずなんて噓うそっぱちだ。きっと彼女が交際する相手は、彼女に釣り合うだけのスペックを有している奴なんだろう。少なくとも俺じゃあない。

　身の程を弁わきまえている俺は、荷物運びでもさせられるのかな、と思っていた。雑用かもしれないのに断らなかったのは、相手がクラス一の美少女だったからだ。可か愛わいい女子の頼みならつい聞きたくなるだろ？

　誰もが一刻も早く夏休みをスタートさせたいのか、校舎に残っている生徒はいなかった。

「みんな、帰っちゃったね」と藤ふじノの宮みやは俺に優しく笑いかけてくる。俺は彼女の言葉に「ああ」と曖昧な相あい槌づちを打つことしかできない。緊張してるんだよ、わかってくれよ。

　放課後の廊下で、クラスのアイドルと二人きり。

　それだけで俺にとっては十分、特別なひとときだったのだ。

「よかったあ、食堂も誰もいないみたい」

　俺たちは一階の端まで歩いてきていた。

　現在時刻は正午に近い。

　今日は午前で学校が終わるため、食堂はがらんとしていた。食堂の片側はガラス戸になっていて自然光が射さし込んでいる。

　藤ふじノの宮みやはガラス戸を引き開けた。途端にミーン、ミーンという蟬せみの声が大きくなり、むわっと熱気が押し寄せる。あっちぃ、と俺は思わず洩もらした。

　ガラス戸の向こうは芝生が広がる裏庭だ。うちの高校の敷しき地ちは半円形で、四角い校舎を建てるとこうした余分なスペースがでてくる。生徒たちに人気の、ちょっとした穴場だ。

　屋外は七月の太陽がギラついていた。裏庭に出た藤ふじノの宮みやの背中で黒髪が輝いていて、俺は目を細める。

　くるりと彼女は振り向いた。

「こっちだよ、加か嶋しまくん」

「今さらだが、何しに来たんだ……？」

　手招きされて、俺は渋々、太陽の下に踏み出した。じりじりとした陽ひ射ざしを肌で感じる。

「何って、裏庭の言い伝え、知らないかなあ？」

　日光を浴びて藤ふじノの宮みやは健康的に微ほほ笑えむ。

「裏庭の大桜の下で告白したカップルは結ばれる。……うちの高校、進学校だけどこんなロマンチックな言い伝えがあるんだよ」

　へえ、と思った。初耳な気がする。マコトが話していたかもしれないが、聞き流した可能性が高い。

　でも──、と俺は周囲を見渡した。

「大桜なんて、どこにもないけどな」

　藤ふじノの宮みやの傍そばには、彼女よりも背丈が低い桜の若木があるだけだ。幹もヒョロくて心こころ許もとない。芝生には『ソメイヨシノ』と札が刺さっている。

「言い伝えの大桜は去年、寿命で切られちゃったんだって。それで同じ場所に新しい桜を植えたらしいんだ。でもやっぱり、ここはうちの高校の告白スポットなんだよ」

「〝告白〟スポット、だって？」

「うん……」と頷うなずいた藤ふじノの宮みやは躊躇ためらいがちに目を落とす。彼女のもじもじとした様子に、俺は激しく動揺した。

　ちょっと待ってくれ。さすがに俺も告白スポットに来たと言われれば、何かを想像してしまう。まさか、という期待と、そんなはずがない、という現実が脳内でグルグルする。

　彼女はトレードマークのリボンをいじっていた。ふわふわした可か愛わいらしいリボンが夏の風に揺れている。

「加か嶋しまくんは、言い伝えとか信じるかなあ？」

「いや、俺は特に……」

「そっかあ。わたしはね、信じたいと思うんだ。だって、もしその言い伝えが本当なら素敵じゃない？」

　とびきりの笑顔を向けられ、はっ、と息が洩もれた。

　蟬せみの声が遠い。藤ふじノの宮みやが豊かな胸元でぎゅっと手を握るのを見た。

「……加か嶋しまくん」

　一陣の風が吹き抜け、彼女の頰が紅潮する──。




　そして、冒頭へと戻るわけだ。




「好きです。付き合ってください」

　人生で初めて告白をされた俺は、驚きすぎて何も反応できなかった。そりゃ、可か愛わいい子に告白されないかなーなんてマコトには言っていたが、まさか本当にされるとは思わないだろ？　しかも相手はクラスのアイドルだぜ？

　魂が抜けたみたいに立ち尽くす俺に、藤ふじノの宮みやが瞬またたいた。

「あ、れ……？　もしかして、いきなりで戸惑っちゃったとか……？」

「はい……」

「そう、だよねえ。加か嶋しまくんとわたし、今日まで話したことなかったもんねえ」

　それっきり彼女は深く俯うつむいてしまう。彼女の困った様子に俺は慌てた。何か言わなければと思った。

「えーっと、なんで俺なのかな？」

「………………それ、言わないとダメかなあ……？」

「一応聞いておきたいっていうか……」

　しばしの沈黙。

　やがて蚊の鳴くような声がした。

「教室でずっと本を読んでいるところとか、いつも一人で遠くを見てるのとか、大人っぽくてカッコいいなと──」

「あ、うん、ありがとう！　もう大丈夫！」

　身体からだが芯から熱くなり、俺は急いでストップをかけた。藤ふじノの宮みやの顔からも湯気が出ている。プシューという音が聞こえてきそうだ。

　マジか。藤ふじノの宮みやが俺を好き？　こんな奇ミラ跡クルってある？

「本当はね、ずっと加か嶋しまくんと話したかったんだよ……？　でも、加か嶋しまくんいつも読書してるから、話しかけたら悪いかなと思って、遠慮してて……」

　目を落としたまま藤ふじノの宮みやは一生懸命に言葉を紡ぐ。その瞳が微かすかに潤んでいて、俺は罪悪感に苛さいなまれた。誰だ、彼女をこんな表情にした奴は。俺だ。

　藤ふじノの宮みやはいじらしく両手の指を突き合わせている。

「いきなりカノジョにしてって、ダメかなあ……？」

　ちら、と上目遣いが俺を射抜いた。

　想像する。

　俺が藤ふじノの宮みやと付き合う。ということは二人で映画館に行ったり、ショッピングモールで雑貨や服を見たり、カラオケに行ったり、ファミレスで飯を食べたりするんだろ？　しかも、これから夏休みじゃないか。花火大会や海にも行ってキャッキャウフフするかもって……ヤバい。何それ、青春じゃん！

　藤ふじノの宮みやと付き合うのが急速にリアリティを帯びてきた。

　ドッドッと自分の心音が痛いくらいに高鳴っている。

　目の前の藤ふじノの宮みやはすっかりしょげて、リボンをいじくっている。

「そっかあ、夏休みは加か嶋しまくんと過ごしたかったんだけどなあ……。お祭りとかプールとか、楽しいこといっぱいしたかったのに……そっかあ、ダメなのかあ。残念だなあ──」

「ダメじゃないよ！　付き合おう！」

　勢いよく俺は言っていた。

　千載一遇のチャンスだ。ここで彼女を逃したら、きっと俺は一生後悔する。

　藤ふじノの宮みやが驚いて俺を見上げる。不誠実にならないよう俺は必死で言葉を選んだ。

「い、いきなりでびっくりしたし、俺は藤ふじノの宮みやのこと何も知らないけど、それは付き合っていくうちに知っていけばいいかなって……」

　ぱああっ、と彼女の表情が明るくなっていく。しおれていた花が満開になったみたいだ。守りたい、この笑顔。心からそう思った。

「ほんと!?　わたし、カノジョでいいの!?」

「ああ、俺でよければ──」

「やったあ、嬉うれしい……！」

　急に藤ふじノの宮みやが抱きついてきて俺は心臓が止まりそうになった。柔らかい感触が当たってるんだけど！　メッチャいい匂いもするし、間近で見ると藤ふじノの宮みやは本当に綺き麗れいで、マジでこの子が俺の初カノジョ!?　生きててよかったあああ!!

　完全に舞い上がっている俺は、そのとき自分の胸から何かが現れるのを見た。

　真っ赤な林りん檎ご。

　──何だこれ……？

　一つの林りん檎ごが宙に浮いている。瞬まばたきをするが消えない。手を伸ばして触れようとしたが、手は空を切った。

　幻覚か？　興奮のあまり俺は頭がおかしくなったのか？

　禍まが々まがしいまでに赤い林りん檎ごは、ゆっくりと回転しながら自動的に縦へ割れていく。八等分、いや十六等分か。果肉の部分は眩まばゆい金色で何かの花みたいだ。櫛くし状じように開いた林りん檎ごから、虹色に煌きらめく粒子が花粉のごとく飛んでいく。その様を俺は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　耳元を吐息が掠かすめる。

「ありがとう、加か嶋しまくん。これからよろしくね」

「──っ!?」
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　背筋がぞくりとしたのは、吹きかけられた息のせいか、どこか冷たい声音のせいか──。

　え？　と思って藤ふじノの宮みやを見下ろすと、自分の身体からだが消えかけていた。

　いやマジで冗談でも比喩でもないから。腰から下が完全に見えなくなっていて、は？　どうなってんのこれ？　感覚はちゃんとあるんだけど、見えないってどういうこと!?　と思っている間にも俺の身体からだはどんどん消えていって。

「藤ふじノの宮みや……!?」

　危機感とか恐怖とかを覚えて声を上げたときには俺の視界は白に塗り潰された。

　最期に目にしたのが藤ふじノの宮みやの笑顔でよかった……じゃねーよ。全然よくないよ！　俺の青春はこれからだってときにこれはないだろ！　彼女できた瞬間に死ぬとか何のフラグ回収だよ！　と胸中で喚わめいた俺は目ま蓋ぶたを開ける。

　あれ？　俺生きてる？

　場所はさっきと同じ裏庭だった。

　藤ふじノの宮みやはいなくなっていたが、俺の立っている位置は変わっていない。それはすぐそこにある桜の若木が証明してくれる。

　だが、俺は違和感を覚えていた。同じ風景だけど、さっきまでと違う。どこが、と問われれば答えられないが、違うものは違うのだ。

　ブブ、とポケットでスマホが震え、俺はびくりとした。

　スマホを見た瞬間、俺は違和感の正体を知った。「は!?」と素っ頓狂な声が出る。




　現在の日時は九月一日の午前八時だった。




　　　　　　　＊＊＊




　ありのまま今起こったことを話すぜ！

　俺は七月二十日正午に高校の裏庭でクラスのアイドル藤ふじノの宮みやに告白された。ＯＫしたら林りん檎ごの幻覚が見えて、目の前が真っ白になった。気が付いたら俺は一人で裏庭にいて、四十二日と二十時間後の九月一日の朝八時になっていたんだ！

　何を言っているのかわからねーと思うが、俺も何をされたのかわからなかった。そういうわけで、ごめん。夏休み中は電話出れなかった──

「ねーわ。これはヒドい。噓うそならもっとマシな噓うそをつけ！　と違った意味であいつにキレられそうだ」

　俺は頭を搔かきむしり、マコトに打ちかけたラインを消した。文面全削除。ああぁー、なんでこんなことになっちまったんだ？

　高校の裏庭で俺は混乱していた。

　スマホには四十二日と二十時間の空白に相応ふさわしい量の着信履歴と未読ラインがあった。そのほとんどがマコトからである。あいつの色素の薄い癖毛が逆立つのが容易に想像できた。無視されてさぞかし怒ってんだろうな……。

　マコトのラインに目を通した後、俺は現在日時でググってみた。

　二〇二一年九月一日水曜日。……スマホの表示と同じだ。俺のスマホが壊れたんじゃないらしい。

　ニュースサイトを見てみると、八月三十一日に起きた火災や、お盆に起きた交通事故が報道されていた。つまり何だ？　七月二十日から九月一日までワープしたのは俺だけなのか？

「夢なら覚めろおぉっ！」

　誰も見てないのをいいことに、俺は食堂のガラス戸に頭突きしてみた。こんな不可解な現象が起こるはずがない。夢オチという線もある。

　結果、ゴチンと額を打っただけだった。何の情景も変わってくれない。夢じゃあないんだよなあ。

「わけわかんねえ……」

　ボヤくとチャイムが鳴った。予鈴だった。

　そうだ！　九月一日ってことは始業式の日じゃないか。

　全校生徒が体育館へ行く前にと、俺は急いで自分の教室へ向かった。教室では日焼けしたクラスメートが仲良しグループで集まり、夏休みの思い出話に花を咲かせていた。

　俺の席には普通に自分のカバンがあった。たぶん七月二十日からかかっていたのだ。通知表も文庫本もちゃんと入っている。

　藤ふじノの宮みやの姿を捜すと、いた。一際、派手な女子グループの輪に加わっている。

　清せい楚そな容姿の藤ふじノの宮みやだが、華やかなオーラがあるため派手なグループにいても全然埋もれない。むしろ周囲がゴテゴテしているため藤ふじノの宮みやのナチュラルな綺き麗れいさが際立っている……って観察している場合じゃない。俺は今、どうしても藤ふじノの宮みやに確かめたいことがあるのだ。

　派手な女子とかマジ怖いのだが、俺は勇気を振り絞って女子の輪へ近付く。

「ねえねえ、さっき早乙女さおとめ先輩に挨拶しちゃった！　マジカッコよかったあ」「ぁ、あの」

「もう、そんなに好きなら告っちゃいなよー」「ぇっと、すみません」

「無理無理！　だって、早乙女さおとめ先輩って今までＯＫしたことないんだよ!?」「あの、俺……！」

「文句なしのイケメンだからねえ。身長高いし、バスケ上う手まいし」「は、話を聞いて……」

「それでいて性格もめっちゃいいから人気があるのも頷うなずけるっていうか」「くっ、なんで聞こえないんだよ……！」

「そういやユキ、早乙女さおとめ先輩と同じ予備校なんでしょ？　前に予備校で見かけたって」「ああもう、なんで俺がこんな目に……」

「えへへ、実は夏期講習でばったり会ったら、お昼奢おごってもらっちゃった」

「ああああのさ、藤ふじノの宮みやッ!!」

　叫んだ。女子たちがようやく俺を認める。

「ちょっと話したいんだけど」

　外野の女子たちの目が突き刺さった。

　沈黙。

　俺の背を冷や汗が伝った。女子たちの「何こいつ」みたいな視線を受けて萎縮する俺を、藤ふじノの宮みやはじっと見ていた。

　やがて彼女は「いいよ」と優しく微ほほ笑えむ。クラスのアイドルは誰にでも笑いかけてくれる。そのお手本みたいだった。







　俺は藤ふじノの宮みやを屋上へと連れ出した。屋上にしたのは、ここなら誰にも話を聞かれないと思ったからだ。

　打ちっぱなしのコンクリートが午前中の陽光を反射している。九月になってしまった空はこれから夏本番だったときと違って、どこか遠い。

「それで、話って何かなあ？」

　藤ふじノの宮みやは人当たりのよい笑顔を浮かべたまま言った。その声音や表情に、あれ？　と思う。告白してきたときとはなんか微妙に態度が違う……？

　藤ふじノの宮みやは手持ち無沙汰にリボンをクルクルといじっている。

「男子に呼び出されてしばらく帰ってこなかったら、クラスのみんなに噂うわさされちゃうよ。用件は早めにしてくれると嬉うれしいなあ」

「あ、ごめん」

　そうだよな、と思った。藤ふじノの宮みやはクラスのアイドルなのだ。クラスカースト最下位の俺と関係があるなんて周囲には知られたくないだろう。

「なあ、一つ確認したいんだけど……俺たちって付き合ってるんだよな？」

　藤ふじノの宮みやの変化に戸惑いつつも、俺は単刀直入に本題を切り出した。

　幻覚だとか時間を越えただとかブッ飛んだ事象は後回しだ。俺にちゃんと初カノジョがいるかどうかのほうが、よほど大事だった。幻覚が見えたのは告白直後である。なら、告白までは現実だったと信じたい。

　だが、俺が「付き合ってる」と口にした途端、藤ふじノの宮みやの顔が強こわ張ばった。

「……加か嶋しまくん、まだカレシのつもりでいるの？　わたしたち別れたよね」

「わ、別れた……？」

「昨日、話し合ったよねえ。別れるのに加か嶋しまくんも納得してくれたと思ってたんだけどなあ」

「ええっと、ちょっと待って。昨日って何月何日？」

「寝ぼけてるの？　八月三十一日に決まってるよね」

　当然とばかりに言われて愕がく然ぜんとした。八月三十一日を俺は過ごしていたのか？　だとしたら、俺は記憶を失っただけ……？

　気まずい空気が流れ、俺はうなだれた。

「……ごめん。記憶がないんだ。藤ふじノの宮みやに告白された直後から昨日までの記憶がごっそりないんだよ」

「ふうん、そっかあ。それはきっと心因性の記憶喪失だよ」

　藤ふじノの宮みやは可哀想かわいそうなものを見る目をしていた。

「わたしと別れたのがよっぽどショックだったんだねえ。強いストレスがかかると、脳は原因の記憶を消しちゃうっていうよ。ごめんね、お大事に」

「ま、待ってくれ！　まだ教えてもらいたいことがあるんだ！」

　リボンを揺らして、屋上から去ろうとする藤ふじノの宮みや。

　その前に慌てて回り込む。

「藤ふじノの宮みやと付き合ってたときのこと、本当に何も憶おぼえてないんだ！　二人でいたとき何があったのか教えてほしい。俺たちってデートとかしたのかな……？　付き合ったんだからデートくらいしたよな!?　ていうか、その、ぶっちゃけ藤ふじノの宮みやと俺ってどこまで……」

　しょうもない期待感から質問を重ねる俺を、藤ふじノの宮みやが一いち瞥べつした。切れ長の目がすっと細められる。

「──浅ましいゴミクズね」

　!?　!?　!?

　俺の脳内がエラーになった。

　今、今なんつった……？　すげえ冷たい目で、クラスのアイドルにあるまじき罵倒が聞こえた気がしたんだが……？

　瞬まばたきをすると、藤ふじノの宮みやはいつもの柔らかい表情をしている。

「一か月ちょっと付き合っただけだから、そういうことはなかったかなあ……。手、繫つないだくらいだよ？」

　頰を赤らめる可か愛わいらしい彼女に、俺は目を擦こすった。今のは幻覚と幻聴か？　俺にはもう何が現実なのか自信がない。

「じゃ、じゃあ俺たち、夏休み中デートはしたんだよな？」

「三回だけね」

　俺は自分の腕に目を落とした。ほとんど日焼けしてない腕がそこにあった。

　警鐘が鳴る。

「ちなみに、その三回の内訳は……？」

「一回目は街でデート。映画館へ行って、その後ショッピングモールで雑貨や服見て、カラオケでちょっと休憩して、ファミレスで夕飯食べて解散だったなあ」

　うわーやりそー。てか、俺が想像したデートそのまんまじゃん。

「二回目は花火大会。河か川せん敷じきでレジャーシートを敷いて一緒に見たよねえ。加か嶋しまくんは花火じゃなくて浴衣のわたしをずっとチラチラ見てたけど」

　そりゃそうだろ。花火より浴衣の藤ふじノの宮みやに目が行くのは当たり前じゃね？

「三回目は市民プール。暑い日が続いてたから、プールに行こうってなって」

　俺は眉をひそめた。藤ふじノの宮みやは気付かずに続ける。

「水着は恥ずかしかったけど、加か嶋しまくんはすごく喜んでくれたよ？　二人で流れるプールに入って──」

「待った」

　俺は掌てのひらを突き出した。

　遮られた藤ふじノの宮みやがきょとんとなる。けれど、俺はもう惑わされなかった。

「ダウトだ、藤ふじノの宮みや。俺はプールには入らない」

　低い声を出した俺に、彼女の表情が揺れた。

「……どういうことかなあ？」

「恥を忍んで言おう。俺は幼少期に溺れたトラウマで、プールに入るとパニックになる。学校のプールもそれを理由に常に欠席している。断言してやろう。泳がずに砂浜で楽しめる海ならともかく、俺がデートでプールへ行くなんてありえないんだよ！」

「……」

「……」

「……あ、間違えちゃった。加か嶋しまくんと行ったのはプールじゃなくて海だったよねえ」

　しれっと言ってのけた藤ふじノの宮みやに、俺は顔を歪ゆがめた。

「おい、藤ふじノの宮みや。もうボロは出たんだ。俺とデートしたなんて白々しい噓うそをつくのはやめろ。八月三十一日に俺と別れ話をしたのも噓うそだ。何な故ぜなら、俺は八月三十一日を過ごしていないんだからな！」

　日焼けしてない腕、スマホに溜たまった着信履歴、藤ふじノの宮みやの明らかなごまかし。証拠はもう十分だ！

　藤ふじノの宮みやは頰に手を当てて、小首を傾かしげている。可か愛わいらしくしていれば俺を欺けると思うなよ。

「言っている意味がよくわかんないなあ。加か嶋しまくんは昨日わたしにフラれたショックで、夏休みの記憶を全部失っちゃったの。間違いなくそうなんだよ」

「いいや、違うな。俺は記憶喪失じゃない。七月二十日から九月一日に跳んできたんだ。そうだ、時間タイム跳躍リープだ！　もう何を言われても騙だまされないぞ！」

「フィクションの読みすぎだよ。タイムリープなんて、誰にも言わないほうがいいんじゃないかなあ。クラスのみんなにヘンな目で見られちゃうよ？」

「余計なお世話だよ！　それより、なんで藤ふじノの宮みやはそう決めつけるんだ？　どうして俺を記憶喪失に誘導する？　まるで俺が時間を越えていたら困るみたいだ」

「非現実的なことを言って困るのは加か嶋しまくんだよねえ？　記憶喪失だったらみんな納得してくれるし、同情もしてくれるよ。なら、そういうことにしちゃえばいいんじゃない？」

　ふい、と藤ふじノの宮みやは俺を避けて行こうとする。

「待てよ。勝手に決着をつけるな。俺の話はまだ──！」

　逃がすものか、と俺は腕を伸ばしていた。掌てのひらが壁を打ち、ペチと鳴る。意図せず壁ドンになっていた。

「……」

　行く手を阻まれた藤ふじノの宮みやが上目遣いで俺を見る。

　屋上で男女が二人きり。壁ドン。恋が始まりそうなシチュエーションだ。

　俺がそんなことを考えてしまったとき、藤ふじノの宮みやが悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「だったら加か嶋しまくん、試してみよっか？」

「試す……？」

「言ったでしょ？　ショックなことがあると脳は簡単に記憶を手放しちゃうんだよ」

　藤ふじノの宮みやが俺の首に両腕を回す。待ってくれ。この体勢はマズいだろ。藤ふじノの宮みやの顔が近すぎる。俺も彼女を抱き締めていいんだろうか？

　彼女の大きな瞳には俺が映っている。

　藤ふじノの宮みやが甘く囁ささやいた。

「特別だよ。一回だけね」

「一回だけ……？」

「そう。恥ずかしいから、目を閉じて」

　俺は素直に目ま蓋ぶたを閉じた。もう俺の両手は彼女の腰を捕まえていた。

　廊下で騒ぐ生徒たちの声が遠くで聞こえる。シャンプーのいい匂いが微かすかにしていた。唇に彼女の吐息を感じる。

　マジか。屋上で藤ふじノの宮みやとキス。こんなことがあっていいのか。

　ありえないことが立て続けで、頭がバグりそうだった。時間跳躍も記憶喪失もすっかり意識の外にやって、俺はそのときを待つ。

　……。

　…………。

　………………まだかな。

　いつまで経たってもそのときがやって来ない。やがて、するりと両手から藤ふじノの宮みやの感触が消えた。

　目を開けた俺が見たのは、真紅の林りん檎ごだった。

　まただ！　幻覚の林りん檎ごが割れていて、キラキラと輝く粒子が放たれている。その向こうで藤ふじノの宮みやが笑っていた。俺の身体からだは下半身どころか腕まで消失していて。

「じゃあねえ、加か嶋しまくん。わたしのことは忘れてねえ」

　楽しげに言った藤ふじノの宮みやが屋上のドアへ手をかける。それを止める術すべはない。

　俺は抗あらがうこともできず、白へ吞のみ込まれ──。




　目ま蓋ぶたを開ける。今度はすぐにスマホで日時を確認した。

　九月二日の午前八時だった。




　　　　　　　＊＊＊




　なるほど、そうか。俺は彼女とキスできなかったショックでまた一日、記憶喪失になったんだなあ……って、騙だまされるかよっ！

　九月二日の朝、屋上を出た俺は平常通りの時間割になった校舎を走った。

　解は出ていた。さっき白に吞のまれたとき俺の頭は計算を終えていた。あとは藤ふじノの宮みやと答え合わせをするだけだ。

　教室のドアをスパンッと開け放つ。何事かとクラスメートの数人がこっちを見たが、俺だとわかると、すぐに興味を失って視線を戻す。

　俺は迷わず藤ふじノの宮みやへ近付いた。例のごとく派手な女子どもといるが、躊躇ためらわない。

「昨日さ、裏庭で早乙女さおとめ先輩が三年の先輩に告られてるの見ちゃった」「おい、藤ふじノの宮みや」

「マジか！　それでどうなった!?」「はあ、またかよ。聞こえてんだろ」

「いつものパターン。女の先輩泣いてたよ」「そっちがそうなら俺だって考えがあるぞ」

「うわあ、二学期最初の犠牲者がもう出たとは……」

「藤ふじノの宮みや、元カレは無視かよ……!!」

　ガタンっバサバサ、と机の倒れる音がした。藤ふじノの宮みやが倒したのだ。

　床に散らばった教科書を彼女は拾う。周囲の女子たちが「ユキ、大丈夫ー？」とか言いながら手伝っていた。

　俺の叫びは藤ふじノの宮みやが机を倒したことで完全に打ち消されていた。

　机を元に戻した藤ふじノの宮みやは「お手洗い行ってくるねえ」と言って教室を出て行く。その際、俺に意味ありげな一いち瞥べつを投げた。

　よほど俺との関係をクラスメートに知られたくないらしい。

　ああそうかよ、と思いつつ、俺は彼女のふわふわしたリボンを追った。







　再び屋上へ戻って、藤ふじノの宮みやと対たい峙じする。

　よく藤ふじノの宮みやと話す『一日』だ。七月二十日から九月一日、九月二日と暦だけは過ぎているが、俺にとってはまだ夏が始まったばかりの七月二十日の気分なのだ。

　九月二日は曇り空で、蒸し暑さも控えめだった。夏はもう名残しかない。

　藤ふじノの宮みやは弱りきった様子でため息をつく。

「わたしのことは忘れてって昨日言ったのになあ……加か嶋しまくんってもしかして、一度付き合ったら別れさせてくれないタイプなの？」

「ふざけるなよ。俺は告白されてＯＫしたが、おまえと付き合ってはいない。詐欺に遭ったようなもんだ」

「ひどいなあ。確かにわたしたちは長く続かなかったけど、詐欺は言いすぎだと思うよ」

「どっちがひどいだ。俺は付き合った期間が短いから詐欺だと言ってるんじゃない。話をすり替えるなよ。いや、おまえとしては話を逸そらしたいだけなのか。とにかく端的に俺の要求を言わせてもらうぞ」

　俺は伸びた前髪を払うと、藤ふじノの宮みやを見据える。

　クラスのアイドルにして、完全無欠の美少女。その正体を暴くべく告げる。

「──俺の夏休みを返せ、藤ふじノの宮みや」

　朝のＨＲ開始を知らせるチャイムが鳴った。校内に響く鐘の音が初秋の風に乗り、屋上にまで聞こえてくる。

　けれど、藤ふじノの宮みやも俺も動かなかった。

　互いを探り合うように視線が絡まる。

「最初は単純に七月二十日から九月一日に俺の時間が跳んだと思った。俺からしたら、そうとしか思えないからな。おまえは記憶喪失説を主張していたが、それはない。記憶喪失なら夏休み中、俺が親友であるマコトの連絡を全無視したのに説明がつかないし、俺が日焼けしてないのも不自然だ」

　何がショックで記憶を失うだ。キスできなかったくらいで記憶が飛んでたまるかっ。

「かといって、それだとおかしな点があるんだ。この現象は二回とも、藤ふじノの宮みやといるときに起きている。おまえがしつこく記憶喪失に誘導していることからも、おまえがこの件に関わっているのは疑いようがない。──でも、この事象をおまえが引き起こしたとして、俺の時間をわざわざ跳ばして、おまえに何の得があるんだ？」

　告白した直後に相手の時間を跳ばし、再会したら別れたことにする。まったくもって意図が理解不能だ。

　俺はトントンとこめかみを叩たたく。

「実はおまえが未来予知者で、好きな人の俺が夏休みに死ぬ未来を見たから時間を跳ばして救った、とかならともかく、俺がおまえに時間を跳ばされる理由がないんだよな。もしそうなら、別れるわけがないし」

「面白いこと言うんだねえ、加か嶋しまくんって。さすが教室でずっとラノベを読んでいるだけあるなあ」

「ああ、言われなくても自覚してるさ。俺はとにかく女の子にモテまくるラノベの主人公じゃない。おまえが俺の時間を跳ばしたのは、決して俺のためなんかじゃない。何かおまえにとって都合のいい理由があるんだ」

「ふうん。で、加か嶋しまくんの考えた『理由』を聞かせてほしいなあ」

　藤ふじノの宮みやは柔らかく微ほほ笑えんで俺を見つめている。その表情に追い詰められた感はない。

「俺は夏休みをすっ飛ばした。それはつまり、時間を失ったようなものだ。俺が時間を失って、おまえが得すること。考えたら、一つしか思いつかなかった」

　静まり返った屋上。

　深呼吸した俺は、導き出した解を口にする。

「──盗まれたんだ。俺はおまえに時間を奪われていた。記憶喪失と誤解させたかったのは、自分の犯行を隠したかったからだろ？　四十二日と二十時間。いや、さっきのを含めて四十三日と二十時間か。俺はいいカモにされたってわけだ」

　そのとき突風が吹きつけた。

　藤ふじノの宮みやの長い髪が虚こ空くうへ躍る。砂すな埃ぼこりを含んだ向かい風に俺は目をつむっていた。

　突風は彼女の黒髪を乱し、その一房に結ばれている可か愛わいらしいリボンを解ほどく──。

　フッと冷笑が聞こえた。

　それが藤ふじノの宮みやの声だと認識するのに、俺は数瞬を要した。それくらい、その笑い方は彼女らしくなかったのだ。

　目ま蓋ぶたを開けた俺は度肝を抜かれる。

　黒い。

　トレードマークのリボンを失い、ストレートの長い髪を風になびかせた藤ふじノの宮みやはドス黒いオーラを纏まとっていた。あまりに邪悪。あまりに不遜。顔に浮かぶのは凄絶な、見る者すべてを圧倒する笑みだ。

　パチ、パチ、と空虚な拍手が屋上に響く。藤ふじノの宮みやが余裕たっぷりに手を打っていた。

「名推理だったわ、加か嶋しまくん。まさかあなたに泥棒と暴かれるとは思わなかったわよ」

　艶つやのある大人びた声がかけられる。

　っ、と俺はたじろいでいた。

　こいつ、猫をかぶっていやがった……！

　表情も仕草も声音までも。何もかもがこれまでの彼女と一変していた。愛あい嬌きようがあって気さくなアイドルの面影はまるでない。

　藤ふじノの宮みやは手を下ろすと、獲物を見つけた蛇みたいな視線を俺に注ぐ。

「オール３の成績だからって、少しナメ過ぎたかしら。どうしようかしらね」

　俺はごくりと唾を飲み込む。膝の震えを気け取どられないよう必死だった。

「……なんで俺の通知表、知ってるんだよ」

「そんなの、あなたのカバンを見たからに決まっているじゃない」

「七月二十日に俺が消えた後でか。さすが泥棒だな。他に何を盗んだ？」

「勘違いしないで。わたしは時間泥棒。盗むのは時間だけよ」

　正体を明かした藤ふじノの宮みやは漆黒の髪をはためかせ、俺との距離を詰めてくる。

「っと、もうやられないぞ！　これ以上、時間を盗まれてたまるか！」

　慌てて飛び退すさった。

　どうやって時間を盗んでいるのか知らないが、二回とも、藤ふじノの宮みやとゼロ距離のときに被害に遭ったのだ。傍そばに寄られると危険だ。

　警戒する俺を見て、藤ふじノの宮みやは足を止めた。人差し指を紅あかい唇に当てる。

「それで、加か嶋しまくんはわたしの正体を突き止めて、どうするつもりなのかしら？」

　どうする？　意味がわからず俺は首を捻ひねる。

「わたしの正体を黙っているのを条件に何か取り引きでもするつもり？　下劣なゴミクズが考えそうなことよねえ」

「っ！　ゴミクズって……！」

　九月一日の罵倒は幻覚でも幻聴でもなかったのだ。

「何かしら？　違うって言いたいの？　下心だけで付き合おうとしたゴミクズでしょ？」

　せせら笑う藤ふじノの宮みやに、俺は拳を握った。冗談じゃない。取り引きをするならもっと相手を選ぶぞ。

「俺はただ、二度と俺から時間を盗まずに、盗んだものを返してくれればそれでいい」

「いかにも小物なゴミクズらしい回答ね。断るわ」

　はあ!?　と俺は藤ふじノの宮みやを見つめた。

「断るって、俺の夏休みを返さないつもりか!?」

「ええ、そうよ。わたしが正体を明かしたからって、素直に返すと思って？」

　堂々とした返答に呆あきれた。盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはこのことである。

「それに、わたしは疑問なのよね。そもそもあなたに夏休みは必要だったのかしら？」

　とんでもないことを言い始めたぞ、こいつ。

「必要に決まってるだろ。なんで俺だけ夏休みがいらないとかいう発想になるんだよ」

「ふうん、必要だったと断言するわけね。それなら、あなたにはどんな夏休みの予定があったのかしら？」

　俺は眉を寄せた。

「四十二日と二十時間。その時間であなたは何をするつもりだったの？　あなたの夏休みの予定を教えてちょうだい」

　挑むような眼まな差ざしに俺は口ごもった。

　予定なんて、何もなかった。

　普通はあるのかもしれない。部活に入っている奴なら夏休み中の活動や合宿が、予備校へ通っている奴なら夏期講習が。お盆に両親と田舎へ行く奴もいるだろう。長い夏休みだ。友達と遊びに行く約束の一つや二つ、あるのが高校生じゃないのか。

　だが、俺は彼女に答えられない。

　誰との約束もなかった。部活も予備校も何もない。夏休みの予定が、夏休みにしたはずのことが何一つ思い浮かばない。

「夏休みは必要だったと断言するんだもの。さぞかしやりたいことがあったんでしょう？　こんなにたくさん予定が詰まっていたのにどうしてくれるんだと加か嶋しまくんがわたしをなじれば、わたしも罪の意識を覚えて夏休みを返したくなるかもしれないわ」

「……学校の宿題をするつもりだった」

「何それ。最初に出てくることが、それ？」

「……マコトと遊びに行った、かも……」

「かも、ってことは約束してなかったのよね？　そんな不確定で曖昧なもので、わたしの良心に訴えかけられるとでも？」

「ソシャゲのログボが──！」

「自や棄けになったわね」

　それ以上、何も言えなくなった俺に、藤ふじノの宮みやは鼻を鳴らした。芝居がかった仕草で両手を広げる。

「思った通りだわ。大した予定も計画も目標もない。加か嶋しまくん、あなたに夏休みがあっても無駄だったのよ。四十二日と二十時間を無為に浪費しただけ。それなら、わたしに盗まれても同じだと思わない？」

　俺は俯うつむいていた。

　反論したい。だけど、藤ふじノの宮みやの意見にどこかで納得している自分もいた。

　あのまま夏休みが訪れたとして、たぶん俺はロクな時間の使い方をしなかったんだろう。学校にいるときと同じだ。つまらない時間を漫然と過ごしただけ。

「沈黙は肯定と見なすわ。夏休みをありがとう、加か嶋しまくん。お礼だけは言っておくわ」

　藤ふじノの宮みやは颯さつ爽そうと屋上から出て行こうとする。

「なっ、待て！　俺は夏休みをおまえにやるなんて言ってないぞ。もし返さないなら、おまえの正体をクラスのみんなにバラす！」

　完全に口から出まかせだったのだが、藤ふじノの宮みやはぴたりと動きを止めた。効果てきめん！　と思いきや、振り向いた藤ふじノの宮みやは黒いオーラ三割増しの笑顔を浮かべていた。あれ？　ヤバい感じに煽あおっちゃった？

「加か嶋しまくん、みんなにバラすと言っているけれど、一体、誰に言うのかしら？　加か嶋しまくんと会話しているクラスメートの顔がわたしには思い浮かばないんだけど？」

　で、ですよね。それは俺もわかってたんだけどさ。

　半笑いになった俺へ、藤ふじノの宮みやはずんずんと近付いてくる。俺はそろそろと後退する。

「わたしは当然シラを切るわ。加か嶋しまくんがわたしを時間泥棒だと言い張ったとして、クラスメートはどちらの言い分を信じるでしょうね。いつも独りでいる加か嶋しまくん？　それとも、みんなと良好な関係を築いているわたし？」

「いやあ、そうはっきり対比されると困っちゃうな……」

「それに時間泥棒なんて荒唐無稽な話、誰がまともに聞くかしら？　加か嶋しまくんの残念な頭が生み出した妄想として片付けられるのがオチだと思わない？」

「被害者の会とかないのかな……？　藤ふじノの宮みやによる時間盗難被害者の会があったら俺は迷わず入会するんだけど」

「お生あい憎にく様さま、同級生の時間を盗んだのはあなたが初めてよ。加か嶋しまくん、わたしの初めての人になれて嬉うれしい？」

「はは、できれば違うことで初めてになりたかったなあ、なんて」

　俺の背に屋上のフェンスが当たった。

　藤ふじノの宮みやとの距離はあと数歩だ。ヤバい。追い詰められた。

　どうする？　「来るなあぁ──！」と腕を振り回して叫んでみるか？　パニくった俺が血迷い始めたときだった。

「……ほんとはね、加か嶋しまくんならいいかなあ、って思ってたんだよ……？」

　躊躇ためらいがちに出された甘い声。

　え、と俺は藤ふじノの宮みやを見た。

　そこにいるのは正真正銘、クラスのアイドルだった。

　いじらしくて、愛あい嬌きようがあって、誰もが一目で心を奪われてしまう美少女。黒いオーラなんかどこにもない。いつの間にかふわふわのリボンは結ばれ、雲の隙間から射さし込んだ陽光がスポットライトのように彼女を照らしていた。

　不安げに睫まつ毛げを震わせて藤ふじノの宮みやは言う。

「初めてってやっぱり怖いし、加か嶋しまくんなら優しくしてくれるかなあって」

「っ……！」

　そうだ。藤ふじノの宮みやだって女の子なんだ。守ってあげたくなるような彼女の佇たたずまいを見て、俺はそんな当たり前のことを思う。

「ね、いいよ……？」

　気付けば藤ふじノの宮みやと俺の距離はなくなっていた。上履きの爪先がトン、と触れ合う。

「いいって、何が──」

「加か嶋しまくんにわたしの初めて、あげる」

　──かつて、これ以上に甘美な台詞せりふを聞いたことがあるだろうか？

　彼女の手が俺のネクタイに伸びる。完全に頭が茹ゆだっている俺は動けなかった。

　あまりに呆あつ気けなく、ネクタイが解ほどかれる。

　自ら積極的な行動に出たのに藤ふじノの宮みやの頰は真っ赤だった。彼女の視線が俺のシャツを掠かすめていて、彼女の恥じらいや戸惑いが感じられる。この後どうすればいいのか困っているみたいだ。ちょっと可か愛わいすぎやしないか？

　やがて藤ふじノの宮みやは意を決したように息を吸うと、今度は自身の胸元に指先をかけた。

　ぷちり、と第二ボタンが──。

「まっ、まま待ってくれ！」

　わずかな思考力を取り戻した俺は急いで顔を背けた。彼女のボタンが外れて、その向こうを見てしまえばきっと後戻りはできない。俺は自制心を総動員して顔を横に固定する。

　と、彼女の手が優しく俺の胸に置かれた。

「ねえ、加か嶋しまくん……女の子が勇気出してるんだよ？　応えてくれないのは、ひどくないかなあ……？」

　藤ふじノの宮みやの拗すねた声がする。

　甘い誘惑に理性がずぶずぶに溶けそうだった。呼吸が荒くなる。
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「だ、だけど、ここじゃマズい……」

「ダイジョーブ、ダイジョーブ。誰も来ないからダイジョーブだよ。こっち見てほしいなあ」

　ダイジョーブ。

　魔法の呪文みたいだった。理性を崩された俺はそっと横目を向けて。

　例の林りん檎ごを見た。

　あああああくそ、わかってたよ！　わかってたのに、なんで、ああああああ……！

　地団駄を踏む足は既に消えている。俺は歯は嚙がみすることしかできない。

　林りん檎ごの向こうで藤ふじノの宮みやは黒い笑みを浮かべていた。第二ボタンは留まったままで、彼女の胸元なんか見えやない。

　してやったり、とばかりに藤ふじノの宮みやは嘲あざ笑わらう。

　身体からだの大部分が消えてしまって文字通り手も足も出ない俺に、彼女は紅あかい唇を寄せた。

「三回も時間を盗とったのは加か嶋しまくんが初めてよ」

　悪いた戯ずらっぽい囁ささやきを最後に、俺は頭まで消失し──







　そんな初めてもいらなかった。

　目蓋を開けた俺は周囲が真っ暗でびっくりした。背中に当たるフェンスの感触でここが高校の屋上だと知る。彼女は時間泥棒なのだ。時間を盗むだけで場所の転移はできない。

　スマホを出す。日時は九月三日の午前一時だった。

「午前一時かよ……」

　げんなりした。最悪だ。終電もねえよ。

　はあ、と肩を落とした俺は屋上の出口へ向かう。ドアノブを回そうとして、ガチ、と硬い感触がした。

　え？

　ノブが回らない。鍵がかかっているのだ。ドアをガチガチやって当然開かなくて俺は啞あ然ぜんとした。

　……そうだ。マコトに連絡してみよう。俺の今の状況を話して頼み込めば、あいつならきっと助けに来てくれるはず！

　焦ってスマホを操作する。マコトへ電話をかける。呼び出し音が数回鳴り、それがぷつりと切れる。

「あ、マコト!?　こんな時間に悪わりい。連絡くれたのにずっと無視しててごめんな。実は俺、今学校の屋上にいるんだけどさ」

　電話の向こうが死んだような沈黙で、俺はスマホを見た。電源が切れていた。

　噓うそだろ!?　俺はスマホの電源を入れようとするが、電池残量がありませんってこんな非常時に何言ってるんだよ!?

　終わった……。

　七月から九月に飛んだときには電池があったので、盗まれた時間内は電池を消費していないらしい。が、限界が来たようだ。

　もはや何の役にも立たないプレートとなり果てたスマホを放り、俺は打ちっぱなしのコンクリートに座り込んだ。ひんやりとした壁へ背中を預ける。

　冬じゃないだけマシだった。一晩中屋外にいても死にはしないだろう。

　どっと疲れが込み上げてきて、俺は遠くを見つめた。

　ぽつぽつと住宅街の灯が見える。真夜中の静寂を埋めるように、虫の声にも似た蟬せみが鳴いてていた。生なま温ぬるい風が白髪混じりの前髪を揺らし、鬱陶しい。

「夏休みがあっても無駄だった、か……」

　藤ふじノの宮みやに言われたことを思い返す。

　頭ではわかっている。彼女の言うことは正論なんだろう。

　だからってこのまま諦めたくはないんだよなあ、なんでだろ、と思いながら俺は目ま蓋ぶたを閉じた。




　　　　　　　＊＊＊




「ここまで粘着質なゴミクズとは思わなかったわ」

　九月三日、午前八時すぎ。藤ふじノの宮みやが不愉快を顔中に浮かべている。

　もう俺の前ではアイドルの仮面をかぶるのをやめたのか、最初から黒いオーラ全開だ。リボンを結んでいないストレートの黒髪が広がり、威圧感がすごい。

　性しよう懲こりもなく、俺はまた屋上で藤ふじノの宮みやと対たい峙じしていた。

　今日は下げ駄た箱ばこで待ち伏せしてやった。朝一に来た先生が鍵を開けてくれたおかげで屋上から脱出はできたけど、一回家に帰るのは面倒だと思った俺は藤ふじノの宮みやの登校を待つことにしたのだ。ああ、身体からだ痛い。風呂入りたい。何より腹減った。

「まさか無気力の塊みたいな加か嶋しまくんがここまで食い下がるなんてね。あなたはもっと淡白で、盗まれたなら仕方ないで済ませるものと思っていたわ」

　大仰に肩を竦すくめて、藤ふじノの宮みやは首を振る。なんだ、そのまるで俺の性格をわかっているみたいな物言いは。

　違和感を覚えたが、反発が先に立つ。

「四十三日と二十時間……じゃないか。昨日盗られた十七時間を合わせて、もう四十三日と三十七時間だ。一日くらいならまだしも、それだけ盗まれて泣き寝入りできるか！」

「でも、あなたは時間があっても有効活用できなかったでしょう？」

「どうしてそう決めつける？　おまえは未来からやって来た時間旅行者タイムトラベラーなのか？」

　思わぬ反撃だったのか、藤ふじノの宮みやが怯ひるんだ。

「俺はずっと待ってたんだ。俺のつまらない人生を劇的に変えてくれる青春イベントを」

　青春。なんて魅惑的な響きだろうか。

　それが一体、具体的に何を指すのかわからない。だが、そこに身を置けばきっと毎日が楽しく、キラキラと輝いた学校生活になるんだろう。

　俺がつまらないと思いながらも日々、学校に通っていたのはそのためだ。

　今日こそは何かあるんじゃないか。青春と呼べる出来事に遭遇するんじゃないか。自席で一人、ラノベを開いていながらも、心の中ではどこかでそう期待していた。

　夏休みだってそうだ。

　一学期は何もなかったけれど、さすがに夏休みになれば何かあるだろう。だって、高校生だぜ。世間で高校生といったら、青春真っただ中だろ!?　高校生になったら自動的に青春イベントに遭遇するもんじゃないのかよ!?

　拳を握り、俺は思いを吐き出す。

「高校生になって初めての夏休み、何があったっておかしくないじゃないか！　終業式の日に予定が立ってないから何だよ。どうして四十二日の間に何もイベントが発生しないと言い切れる？　俺はおまえに青春イベントに遭遇する機会を奪われたんだよっ！」

　諦めきれないのはそこだった。

　夏休みに俺が青春を送れた保証はない。だけど、送れなかった保証もないのだ。可能性がゼロではない以上、俺は夏休みをすっ飛ばしたくなかった。

　俺の叫びを藤ふじノの宮みやは目を眇すがめて聞いていた。俺は伸びすぎた髪をかき回す。心の裡うちを吐露したのが今になって恥ずかしくなってきていた。

「それに、俺がいかに時間を無駄にしても、おまえが俺の時間を盗んでいい理由にはならない。そうだろ？」

　羞恥心を隠して俺は早口で続ける。

「俺の時間は俺のものだ。おまえが盗とる権利はない。盗まれるのは理不尽だ」

　藤ふじノの宮みやが顎に手を当てた。「理不尽……」と小さく呟つぶやく。

「そうね。わたしも理不尽は嫌いだわ」

　一瞬、目元に落とした影はもうない。わずかな引っかかりを覚えた俺に追及を許さず、藤ふじノの宮みやは漆黒の瞳に強い光を宿す。

「それなら加か嶋しまくん、わたしとゲームをしましょう。あなたの夏休みをかけて」







[image: 二章　ワーミーアップルブレイクアウト]







　知恵の実って知ってる？　神様が人間を創ってエデンの園に住まわせていた聖書の話。

　神様は最初の人類、アダムとイヴに知恵の樹きの実を食べるのを禁じていたのに、蛇に唆そそのかされた二人は食べてしまった。それによって善悪の知識をつけた人間は神様の怒りに触れて、エデンの園を追い出されてしまう。そのとき二人が食べた果実は一説によると林りん檎ごだったと言われているの。

　……もう気付いたようね。

　そう、あなたが見た林りん檎ごの幻覚はあなた自身の〈知恵の実〉よ。アダムとイヴが食べた知恵の実が、わたしたち人類には脈々と受け継がれているのよ。

　ところで、どうして神様が知恵の実を食べるのを二人に禁じていたと思う？　それは知恵の実を食べたら必ず死ぬようになるからよ。逆に言うと、それを食べなければ人間は永遠に生きられたのね。

　人間は善悪の知識を手に入れた代償として、自らの命に制限をかけてしまったの。時間という制限をね。

〈知恵の実〉に詰まっているのは時間よ。その人が世界に存在できる時間。それは心臓が脈打つごとに少しずつ消費されていく。

　自分の時間をすべて消費したら、その人間は消えてしまうわ。身体からだがいくら元気でも、〈知恵の実〉の中身がなくなってしまえばおしまい。ここまでＯＫ？




　九月三日の放課後、俺は何な故ぜか屋上で藤ふじノの宮みやからレクチャーを受けていた。いや、何な故ぜかはわかっている。俺も藤ふじノの宮みやも譲らないから、俺の夏休みをかけて藤ふじノの宮みやとゲームをすることになったのだ。

　ぶっちゃけ俺それどころじゃないんだけどな。だって、本来四十二日かけてやる夏休みの宿題が一つも手つかずで、先生には提出しろとうるさく催促されているし、俺もいつまで「持ってくるの忘れました」で通用するかわからないし。そうか！　藤ふじノの宮みやから夏休みを取り返せばいいのか！　よし、頑張るぞ。

「それで俺は藤ふじノの宮みやと何のゲームをすればいいんだ？」

「焦らなくても順に言うわ。まだ基本説明の途中よ。まあ、いつもナマケモノの真ま似ねをしている加か嶋しまくんがやる気になってくれたのはいいことだけど」

　ふっ、と藤ふじノの宮みやは鼻で笑う。

　ナマケモノの真ま似ねって、おい。

　ツッコもうとしたが、思おもい止とどまった。他人から俺はそう見えているのかもしれない。それより、藤ふじノの宮みやが俺を観察しているみたいな言い草が気にかかった。

　藤ふじノの宮みやはスカートのポケットから何かを取り出す。

　砂時計。かと思ったけど、砂時計じゃない。瓢ひよう簞たん型の部分に肝心の砂が入っていないのだ。

「あなたに一時的にこれを貸してあげるわ」

「それは……？」

「携帯型第四次元物質維持装置。通称、人ア工ダ林ム檎ズよ」

　また、意味不明な単語が出てきたな。

　俺がヘンな顔になっていると、藤ふじノの宮みやは掌てのひらに収まる小さな砂時計をクルクルと操る。

「アダムズの平らな面を持って、他人へ反対の面を当てるの。そうすると、〈知恵の実〉を開いて時間を取ることができるわ。〈知恵の実〉から〈時〉が零こぼれていく様を、あなたも見たんじゃないの？」

　言われて俺は思い出す。

　幻覚の林りん檎ごが〈知恵の実〉。

　割れた林りん檎ごから放たれていたキラキラした粒子が〈時〉か。

「当てるだけ？　場所はどこでもいいのか？」

「ええ、素肌である必要もないわ。脈に反応しているから素肌のほうが取りやすいけど、衣服の上からでも十分よ。現に加か嶋しまくんから夏休みを盗とったときはシャツ越しだったわね」

　ニヤリと藤ふじノの宮みやが嘲笑する。

　ああ、それは十分過ぎだろうよ。

「ただし、一つ留意点があるわ。アダムズは、どっちが取るほうか当てる面では決まっていないの。脈の遅いほうが取る側になるわ。浸透圧みたいな原理ね」

「浸透圧……どっかで聞いた覚えが」

「生物の授業でしょ。脈が速いとそれだけ〈知恵の実〉から流れる時間も多い。人ア工ダ林ム檎ズは多いほうから時間を吸い取り、少ないほうへ渡そうとするのよ」

「ん？　どっちが取る側か固定されてないなら、取ろうとして逆に取られたりしないのか？」

「いいところに気付いたわね。自分の脈が相手より速かった場合そうなるわ。だから、相手の脈が確実に速いときにしか使わない。それが鉄則よ」

　俺は最初に時間を盗まれたときを思い出していた。

「まさかおまえ、俺に告白してきたのは……！」

「加か嶋しまくんの心拍数を上げるため。それだけよ」

　俺はくずおれそうになった。藤ふじノの宮みやが俺を好きなわけがないって知ってたよ……知ってたよ……。

　澄まし顔で藤ふじノの宮みやは続ける。

「取る時間の量は、自分と相手の脈拍の差で決まるわ。差が大きいほど、取れる時間の量も多くなるの。それにしても夏休みが丸ごとだなんて──」

　そこで区切って藤ふじノの宮みやは俺を見た。揶や揄ゆするような眼まな差ざしだ。

「わたしに告白されて、どれだけ胸を高鳴らせていたのかしら？」

「つっ、通常はどれくらいなのかなあ？」

「せいぜい二、三日よね。一か月以上取れるなんて、想定外すぎて逆に驚いたわ」

　つまり、それだけ俺は、藤ふじノの宮みやに告白されてドキドキしていたわけで。

　ぷークスクスと笑う彼女に、俺はまたしてもくずおれそうになった。いっそのこと地面に埋まりたかった。

「……じゃあ昨日、午前一時に俺を屋上へ置き去りにしたのは……？」

「あなたがいけないのよ。わたしの誘惑にしっかりドキドキしてくれれば、ちゃんと二十四時間盗とってあげたのに」

「おまえが盗とらなければよかった話なんだがなあ」

「お互いの脈を正確に測らない限り、どれだけの時間を取れるかは蓋を開けてみるまでわからないわ。アダムズを当てている最中に脈拍が変われば、取る量も変化するしね」

　藤ふじノの宮みやは人ア工ダ林ム檎ズを俺へ突き出すと「それで、ゲームの内容だけど」と言った。

「わたしとデートをしましょう」

「は？」

　俺は藤ふじノの宮みやをまじまじと見た。

　彼女の顔つきは至って真面目で、冗談を言っている風ではない。俺がじっと視線を注いでいると、藤ふじノの宮みやはついと顔を背けた。

「二度も言わせないで。あなたがわたしとデートをして、時間を取るのよ。名付けるなら、これは時間盗とりゲームね。わたしから時間を奪えたらあなたの勝ち」

「何な故ぜ、デートする必要が……？」

　はあ、と藤ふじノの宮みやは呆あきれたため息を洩もらした。

「時間を盗とる方法はさっき説明した通りよ。自分より相手の心拍数が高い状態でアダムズを使うの。つまり実質、これはどっちが相手の心拍数を上げられるか競うゲームなのよ」

「だからデートが都合いいのか。ドキドキさせればいいんだからな」

　俺は手の上で人ア工ダ林ム檎ズを転がした。ガラス製っぽいそれは、予想以上に軽い。

「……なあ、でもデート中にこれを使ったら、デート相手が消えちまわないか？」

「そうよ。それがどうかしたの？」

　デートの途中で相手が突然消えることに彼女は何の感慨も抱いだかないらしい。なるほど、これは完全にゲームというわけだ。

「デートが終わるまでに、わたしから時間をほんの少しでも奪えていたらあなたの勝ち。夏休みを返してあげるわ」

「もし奪えなかったら？」

　真っ赤な夕焼け空をバックにして、藤ふじノの宮みやは不敵に笑った。

「もちろん、加か嶋しまくんの夏休みはわたしのものよ。簡単でしょ？」




　　　　　　　＊＊＊




　九月四日は土曜日だった。

　学校は休みで、俺と藤ふじノの宮みやはその日にゲームをすると決めた。

　待ち合わせは朝十時、県内でも一番都会な駅の改札前で。

　とりあえずスマホと財布、人ア工ダ林ム檎ズをテキトーなジーンズのポケットに突っ込み、履き古したスニーカーをつっかけたところでスマホが震える。

『着信　マコト』

　あーすまん。俺、今おまえに謝罪とか説明とかしてる暇ないんだわ。夏休みを取り返したらゆっくり話すから許せ、と心の中で手を合わせて俺は着信を無視した。最寄り駅へ急ぐ。

　電車に揺られながら、俺は藤ふじノの宮みやのレクチャーを思い返していた。

　簡単でしょ？　と藤ふじノの宮みやは言ったが、このゲームには大きなリスクが伴う。

　俺がさらに時間を奪われてしまう可能性だ。

　人ア工ダ林ム檎ズはどっちが取るほうか決まっていない。ということは、だ。俺が安易にそれを使用すれば、藤ふじノの宮みやに時間を与えてしまう。

　既に四十三日と三十七時間盗とられているのに、これ以上奪われてどうすんだよ。俺は藤ふじノの宮みやの黒い嘲笑を脳裏に浮かべ、今日の必勝を誓った。

　俺の時間盗とりゲームの作戦はこうだ。

　──鉄の意志で平常心を保つ！

　これに限るだろう。

　藤ふじノの宮みやはきっと恋愛的に俺を落とそうとしてくる。これまで三回、彼女に時間を盗とられているが、すべて同じ手管だった。あいつは可か愛わいらしいアイドルの仮面をかぶり、俺の純情を弄もてあそんでくるのだ。許せねえ……！

　だが、初めからそう来るとわかっている以上、もう騙だまされない。俺はアイドル藤ふじノの宮みやの誘惑を所詮、演技だろと軽くあしらい、平常心を保てばいいのだ。

　問題は、逆にどうやって藤ふじノの宮みやをドキドキさせるかだが、これは半日一緒にいれば必ずチャンスがあると思っている。

　心拍数とは実に様々なときに高くなるものだ。例えば少し運動しただけでも上がるし、驚いたときや大笑いしたときだって脈は速くなっている。何も恋愛で相手をドキドキさせる必要はない。

　デート中、俺は修行僧のように何事にも動じず平静でいればいい。あとは藤ふじノの宮みやが笑ったときとかに人ア工ダ林ム檎ズを当てればいいだけ。この作戦、我ながら完ペキじゃね？

　ブブ、とポケットでスマホが震えた。

　藤ふじノの宮みやからラインが来ていた。

『駅で会ったときからゲームスタートね。いつでも好きなときにアダムズを使っていいわよ』

　ほほう。いつでも、とな。

　完ペキな作戦を立てている俺は、フッと鼻を鳴らした。

『おう、了解』

　返信したところで目的の駅へ到着した。




　～時間盗とりゲーム、開スタ始ート～




　改札を抜けた俺は切符売り場の脇へ佇たたずんだ。まだ藤ふじノの宮みやは来ていないようだ。

　作戦通り平静を保つべく、俺は無心でソシャゲのログボを回収する。と、不意打ちでトン、と誰かが俺の腕に摑つかまってきた。

「おはよっ。待たせちゃった？」

　顔を向けた俺は固まった。

　ポニーテールの美少女が俺の腕を取っていた。

　誰このオシャレで明るくて可か愛わいい子。藤ふじノの宮みやだ。藤ふじノの宮みやだけど、制服姿しか見たことがなかった俺にとって、私服の藤ふじノの宮みやは別人みたいだった。また髪をポニーテールにしているのがポイント高い。トレードマークの可か愛わいらしいリボンは今日は後ろで結ばれている。

　柔らかく微ほほ笑えんで俺を見つめる黒髪の美少女に、俺の胸はトゥンクと──

　──騙だまされるな！

　脳内で警鐘が鳴る。

　いやいやトゥンクじゃねえよ。バカなのか俺。

　鉄の意志が聞いて呆あきれる。早速、作戦が崩壊しかけていた。俺はすぐさま顔を横向け、視界から藤ふじノの宮みやを強制的にシャットアウトする。

「い、いや別に。おはよう」

「そっかあ、ならよかった。身支度に少し時間かかっちゃって」

「ああ、うん」

「颯はやてくんの私服、初めて見たなあ。なんか新鮮だね」

　名前っ！

　クラスの女子に初めて下の名前を呼ばれた。俺の名前、ちゃんと知っててくれたんだ、少し感動した……って、ちょっと待ってくれ。まずいぞ、完全に藤ふじノの宮みやのペースだ。自分の心拍数がぐんぐん上がっていくのがわかる。

「な、なあ、このゲームにタイムってあるのかな……？」

　俺は横目で藤ふじノの宮みやを窺うかがう。一度、落ち着いて態勢を立て直したかった。

　が、アイドル藤ふじノの宮みやは無敵の笑顔で俺を迎え撃つ。

「タイムはなしだよ。颯はやてくんとの初デートで緊張してるのは、わたしもだからね？」

　そっかあ、藤ふじノの宮みやも緊張してるのかあ。それはなんか嬉うれしいっていうか、こそばゆいっていうか………。

　──騙だまされるな!!

　俺は再び顔を背そむけた。緩みかけた表情を引き締め、駅の無機質な柱を睨にらむ。

　おい、しっかりしろ俺。これは俺の夏休みをかけたゲームなんだぞ。アイドル藤ふじノの宮みやの演技に騙だまされてんじゃねえ。

　ジーンズのポケットに手を突っ込むと、指先が人ア工ダ林ム檎ズに触れた。ゲームという現実を思い出し、心拍数が落ち着いてくる。よし、この調子で──

「そうだ、颯はやてくん。今日のわたしの恰かつ好こうどうかなあ？　感想聞かせてほしいなあ」

　藤ふじノの宮みやが俺の視界に回り込んできた。

　彼女はその場でくるりと一回転してみせる。ふわりとラズベリー色のスカートが上品に広がった。レースをあしらったカスタードクリーム色のカーディガンも、スタイルのよさを際立たせる踵かかとの少し高い靴も、俺好みだった。彼女から目が離せない。

「えへへ、今日はねえ、颯はやてくんのことを考えて服とか選んできたんだよ？」

　ふわふわのリボンを揺らし、藤ふじノの宮みやははにかんだ様子で耳に髪をかけた。よく見ると、学校のときとはメイクも違うようだ。

「今日は颯はやてくん好みの女の子になれてたらいいなあ」

　ズキュ───ン。

　胸でそんな音がしていた。

　鼓動が痛いくらいに速い。ドキドキは最高潮だった。

　駅の切符売り場の脇で、俺は藤ふじノの宮みやと見つめ合う。

　もはや周囲の雑音も駅の放送も耳に入らない。

　え、絶対この子、俺のこと好きだよな……？　だって、こんなに気合い入れてデートに来てくれたんだぜ。どう考えても俺を好きだよな……!?

　ごくり、と俺が生唾を飲み込んだとき。

　藤ふじノの宮みやがさっと顔を伏せた。その指先がリボンの端を捉える。

「……はあ、チョロすぎるわよ。少しは骨のあるゴミクズを期待していたのに、まったく張り合いが感じられないわ」

　絶対零度の声がしてリボンが解ほどかれた。

　──へ？

　いつの間にか彼女の周囲には漆黒のオーラが漂っている。アイドル藤ふじノの宮みやは消え、ブラック藤ふじノの宮みやが降臨していた。

　彼女は顎を上げると、軽蔑した目で俺に告げる。

「そんな体ていたらくでわたしから夏休みを取り返せると思ってるのかしら？　真面目にやらないなら、わたし帰るわよ？」

「っっ!?」

　騙だまされたああああああああ───っっ!!

　内心で絶叫して俺は蹲うずくまった。このまま石になりたかった。

　俺はまんまと時間泥棒の策略に嵌はまっていた。これはゲームだって、藤ふじノの宮みやのアイドルは演技だって、わかってたはずなのに……！

　ショックのあまり、しゃがんだままグズグズしていると、頭に温かい何かが触れた。どうやら優しく撫なでられている。

「もーっ、帰るなんてジョーダンだよお。颯はやてくん、泣かないでよお」

「……泣いてねえよ」

　噓うそです。ちょっと泣きました。

　顔を上げると、アイドル藤ふじノの宮みやが最高に可か愛わいい笑顔で俺を見つめていた。リボンはしっかり結び直されている。これが演技だなんて信じられねえよ……。

「颯はやてくん、映画行こうよ」

　気を取り直すように藤ふじノの宮みやは言った。

「映画……？」

「わたし観みたいのあるんだ。颯はやてくんに付き合ってほしいなあ」

　ゲームの作戦は考えたが、デートプランを考えてなかった俺にとって、その提案はありがたかった。

　彼女は俺に手を差し出す。

「デートだから手、繫つないでくれる……？」

　ちら、ちら、と藤ふじノの宮みやは俺に思わせぶりな視線を送ってくる。

　……そうか。デートなんだし、手を繫つないでもいいのか。もしかして俺、女子と手を繫つなぐの初めて……？

　記憶を辿たどりつつ、俺は藤ふじノの宮みやの手を握る。小さくて柔らかい。すべすべだ……。その感触に俺の心臓は否いや応おうなく速くなり。

　藤ふじノの宮みやがクスっと笑った。

「颯はやてくん、いつでもアダムズ使っていいからね♡」

　その一言で気付く。また騙だまされたっ！

　咄とつ嗟さに手を離そうとするが、藤ふじノの宮みやは俺の手をぎゅっと握って離さなかった。

「くっ、藤ふじノの宮みや、離せ……！」

「やーだよっ。颯はやてくんの手、男の人って感じがする……ドキドキしちゃうなあ」

「それ本心!?　ねえ、マジで言ってる!?」

「ホントだよ？　わたし、ウソつかないよ？」

「どの口が言うんだよおおおお──！」

　楽しそうに笑いながらアイドル藤ふじノの宮みやは俺の手を引く。

　他人から見たら、俺たちは青春真っただ中の高校生カップルなんだろう。ふと、そう思ってしまった。俺は今、青春を疑似体験している──。

　その代償とも言うべきか、映画館までの道のり、俺は一秒たりとも平常心を保てなかった。

　結果：俺の完敗。







　藤ふじノの宮みやの観みたい映画は意外にもアニメの劇場版だった。

　映画館のカップルシートに俺たちは座っている。藤ふじノの宮みやがこの席をチョイスしたのだ。

　二人掛けのソファー席。肘掛けの横には仕切りがあり、カップルがイチャついても周囲には見えない仕様だ。

　スクリーンだけが光源の映画館で、俺のすぐ横にはアイドル藤ふじノの宮みやがいる。彼女は理想的な恋人みたいに俺の腕を抱えていた。柔らかさが腕を包んでいる。

「……」

　映画ではちょうどヒロインが主人公に同じことをしている。ヒロインに惚ほれている主人公は完全にデレていた。

　──平常心、平常心、平常心……。

　俺はスクリーンを睨にらみつつ、同じ単語を嚙かみ締しめる。

　実は藤ふじノの宮みやがこの映画を選んだとき、俺は内心でガッツポーズをしていた。これが公開されてすぐ、俺は一度、観みに行っていたのだ。原作はラノベで、俺はこのシリーズを全巻持っている。

　観みたことがあるため、どこで盛り上がるかのリサーチはばっちりだ。藤ふじノの宮みやが映画に夢中になってくれれば、きっとクライマックスでは大興奮してくれるだろう。俺はした。

　藤ふじノの宮みやの心拍数はこれで上げられる。となると、問題は俺だ。

　さっきから藤ふじノの宮みやは俺にぴったり寄り添っている。肩には彼女の頭が乗っていて、シャンプーのすげえいい香りがする……じゃねえんだよ!!

　──騙だまされるな。

　俺がいつでも人ア工ダ林ム檎ズを当てられるなら、彼女は常に俺をドキドキさせておかねばならない。

　藤ふじノの宮みやのアイドルは演技だ。積極的なボディタッチは時間泥棒の策略だ！

　……ここまで言い聞かせても、藤ふじノの宮みやが身じろぎする度に「あ、太ふと腿ももが当たってる……」と考えちまうのが哀かなしい。藤ふじノの宮みやの思惑通り、俺の心拍数はずっと速いままだ。

　映画のクライマックスまでに俺は平常心を取り戻さねばならなかった。

「……なあ、藤ふじノの宮みや」

　そっと囁ささやくと、彼女がちらりと目を向ける。

「なあに？」

「俺たち、少しくっ付きすぎじゃないか？」

「カップルシートだからねえ、これがフツーだよ」

　鼻にかかった声で返され、思わず「そうか、普通か……」と引き下がりそうになる。だから、そうじゃねえんだってば！

「俺が言ってるのは普通かどうかじゃなくてだな、絶対評価として俺たちの距離が──」

「颯はやてくん。今映画、いいとこだよ」

　めっ、と可か愛わいらしく怒られてしまった。

「……」

　まあ、よい傾向だろう。なにせ、藤ふじノの宮みやの心拍を上げるのは映画頼みなのだ。彼女がちゃんと観みてくれなければ、俺の作戦は破綻してしまう。

　それなら──、と俺は藤ふじノの宮みやの脇の下に手を差し入れた。

「っ──！」

　ぴくん、と彼女の身体からだが跳ねる。お、いい反応。

　そのまま俺はコショコショと藤ふじノの宮みやをくすぐってみる。

「……ひっ、ひゃめ、んふぅんんんんん～～～っっ」

　藤ふじノの宮みやは笑い出しそうになるのを懸命に堪こらえていた。引き結んだ唇をプルプルと震わせ、頰をヒクつかせている。

　これは彼女の弱点を発見したかもしれない。今、人ア工ダ林ム檎ズを当ててみるか？　いや待て、彼女をくすぐっている俺自身の心拍も高たけえじゃねえか。くすぐるには身体からだに触れないといけないんだぜ？

　ソファー席で藤ふじノの宮みやは懸命に身を捩よじり、俺から距離を取る。

　はあっはあっ、と息を整えると、彼女は涙目で俺を見た。

「いきなり何するの、颯はやてくん！」

　俺は手をワキワキと動かし、ニヤリと笑った。

「映画をちゃんと観みたかったら、俺にひっ付くのはやめるんだなあ」

　──藤ふじノの宮みやの引き剝がしに成功！

　俺は内心で快かい哉さいを叫ぶ。ふははは、これで俺の平常心を乱すものはなくなったぞ。俺の勝利は目前だ！

　盛り上がる俺に対し、藤ふじノの宮みやはいじけた表情をしていた。心なしかリボンにも元気がない。

「ひどいよお。わたしは颯はやてくんとイチャイチャしたかっただけなのに」

　グサッ。

「せっかく恋人みたいだなあって思ってたのになあ。ぐすん、颯はやてくんのイジワルっ」

　グサグサッ。

　ぷい、と藤ふじノの宮みやはスクリーンに顔を戻してしまった。もうひっ付いては来ないらしい。

　……いや俺だってゲームじゃなかったら、こんなことしないよ？　女の子とイチャついて映画観みたいよ？

　心に傷は負ったが、平常心は保たれた。

　さあ、あとは映画のクライマックスを待つだけだ。頼むぜ、主人公！

　人ア工ダ林ム檎ズを握って俺はスタンバイする。藤ふじノの宮みやと離れたといっても、すぐ隣だ。手を少し伸ばせば余裕でアダムズは届く。

　俺はそのときに備えて、横目で藤ふじノの宮みやを窺うかがい──

「そういえば颯はやてくん。この映画、颯はやてくんが読んでるから選んだんだけど面白いね」

　──は？

　全身から嫌な汗が噴き出した。え、ちょっと待って。どういうこと？　なんで藤ふじノの宮みやが俺の読んでるラノベを知ってるの？　これはまだそんなに過激なシーンがないけど、中には肌色多めのイラストだってあるんだぜ？

　動どう悸きが激しい。いつの間に藤ふじノの宮みやに見られていたのか。一体、どこまで彼女に見られていたのか。思考がグルグルと巡り、ゲームどころじゃない。

　藤ふじノの宮みやは俺に顔を向けた。

　何もかも知っているみたいに彼女はにっこりと笑う。

「おっぱい大きい黒髪ヒロインが好きなんだよねえ？」

　思わず俺は彼女の双丘に目を遣やってしまう。顔から火が出るかと思った。

　やがて映画はクライマックスを迎える。藤ふじノの宮みやは俺の手をぎゅっと握って大興奮していた。

　性癖バレによる大ダメージから立ち直れない俺は、虚うつろな目でスクリーンを眺める。

　誰か俺を殺してくれ……。

　結果：俺の敗北（恥死）。







　映画館を出ると、ちょうど昼時だった。

　青空の真ん中では太陽がギラギラ輝いている。映画館の空調が快適だったこともあって直射日光が堪こたえた。土曜日の人混みも暑さを助長させる。

「この後どうする？　昼、どっかで食べるか？」

　シャツの胸元を摘まみ、俺は訊きく。

　隣のアイドル藤ふじノの宮みやは手提げバッグを持ち上げた。

「じゃじゃーん！　実はわたし、お弁当作ってきたんだあ」

　え、と俺は驚く。確かにデートにしてはカバンがデカいなとは思ってたけどさ。

　彼女はリボンを揺らし、得意げに胸を張った。

「晴れてよかったねえ。向こうに公園があるから、そこで食べようよ」

　ということで、俺たちは近くにあった自然公園のベンチを陣取った。

　広い園内には大きな池があってカルガモなんかが泳いでいる。池の対岸にはジョギングをする人がまばらに見えた。俺たちの周囲には誰もいなくて、鳥の囀さえずりだけが平和に聞こえてくる。

　自販機でペットボトルのお茶を二つ買った俺は、ベンチに戻る。お弁当を準備している藤ふじノの宮みやに一つを差し出した。

「はい、これ」

「わあ、気が利くねえ。ありがとう！」

「おまえほどじゃないけどな」

　俺は藤ふじノの宮みやの隣に腰を下ろした。弁当持参は最強レベルの「気が利く」といえた。土曜の昼はどこの飲食店も混んでいて、席に着くまで待たないといけなかったり、ガヤガヤと騒がしかったりする。

　というか、そんな場所で時間盗とりゲームはできない。

　人ア工ダ林ム檎ズを使うと、俺か藤ふじノの宮みやのどちらかが消えてしまうのだ。ファミレスで隣の席の人間がいきなり消えたら、ちょっとした騒ぎになってしまう。それは時間泥棒を秘密にしておきたい藤ふじノの宮みやにとって望ましい展開ではないはずだ。

「颯はやてくん、準備できたよ。はい、どうぞ」

　冷たいお茶を一口飲んだところで、お弁当を差し出された。

　おー、純和風だ。玉子焼き、唐揚げ、きんぴらごぼう、根菜の煮物……。そのとき、俺に微かすかな違和感が走る。

　……ああ、ニンジンが入っていないのか。

　きんぴらにも煮物にも俺の嫌いなニンジンが入っていなかった。珍しい。この手の料理には必ず入っているのに。まるで俺が食べないのを見越しているみたいだ。

　違和感を脇にやった俺は「いただきます」と両手を合わせた。箸を取った俺は唐揚げを口に入れ、

「っ!?」

　齧かじった瞬間、電流が走った。

　何だこれは……ウマい！　ウマすぎる!!

　見た目は冷凍食品の唐揚げと大差ないのだが、味はまったく別物だ。冷めているが、そのハンデを覆しても余る圧倒的な旨うまさ。ザクッとした衣に、嚙かみ締しめるごとに口中に広がるジューシーな鶏もも肉の旨うま味みと、そこにしみ込んだ複雑で豊かな香りのタレが、俺の唐揚げの常識を塗り替えていく。ベースの味は香ばしいたまり醬しよう油ゆに、ショウガとニンニクの絶妙なハーモニーだ。食欲を無性にかき立てるのはゴマ油の風味。おそらく揚げるときにゴマ油を混ぜたのだろう。だが、この唐揚げはそれだけではない。何かもう一工夫が施されている。俺は食べかけの唐揚げを凝視した。茶色っぽい粒が見える。その瞬間、気が付いた。山さん椒しようだ！　山さん椒しようが隠し味になっているのだ！　鼻を抜けるスパイシーな香りがアクセントとなって、揚げ物なのに後を引く爽やかさが──

「って、ちょっと待て！」

　グルメ漫画になりかけていた自分に盛大なツッコミを入れて、俺は藤ふじノの宮みやを見た。彼女は興味津々で俺の反応を窺うかがっている。

「……何だ、これは？」

「鳥の唐揚げだよ？」

「んなことはわかってる！　なんで唐揚げがこんな規格外にウマいんだよ。どこの唐揚げ専門店だ」

「それ、お店で買ってきたんじゃなくて、わたしの手作りだよ」

「は」

　俺は呆ほうけた顔で藤ふじノの宮みやを凝視した。

「今、何と……？」

「ん、だから手作りだよ……？」

　──手作りいいい!?

　暴露しよう。家庭科の授業で女子が調理実習とかするだろ？　それで作ったお菓子を男子にあげる青春イベントが発生するわけなんだが、あれ、めちゃくちゃ羨ましかったんだよなあ。女子の手作りって、それだけで特別感あるだろ？　しかも、藤ふじノの宮みやの手作りって、クラスの男子全員が欲しいやつじゃないか。

　それを今、俺が食っている。

　ドキドキが止まらなくなった。これはドキドキ不可避だろ！　対抗策が見事に何も思いつかない……。

　ぐぬぬ、と唸うなる俺を藤ふじノの宮みやが覗のぞき込む。

「どうかなあ？　頑張って作ってみたんだけど、感想聞きたいなあ？」

「めっちゃウマいです……唐揚げの常識が今変わりました……。俺、次から、好きな食べ物は？　って訊きかれたら唐揚げって答えるよ」

「あはは、よかったあ。他のも自信作だからねえ、いっぱい食べてね」

　嬉うれしそうな藤ふじノの宮みやに俺は硬直した。

「え、他……？　自信作……？」

「お弁当に入ってるの、ぜーんぶわたしの手作りだよ」

　ぶわっと心臓が疾走した。

「ええええええええ」

「颯はやてくん、壊れないで」

「マジ、そんなことある!?　全部、手作りって……！」

　俺ははっとした。

　唐揚げがこんなにウマかったんだ。他のおかずの出来はどうなっているのか──。

　俺は玉子焼きへ箸を伸ばした。震えそうになる箸で黄色いそれを摘まみ、口に入れる。

「っ!!」

　新たな電流が走った。

　いまだかつてこんな玉子焼きを食べたことがあるだろうか。いや、ない。玉子焼きは甘いか甘くないかで個人の嗜し好こうが分かれるところだが、これは嗜し好こうなどという次元を軽く超越している。ウマい。とにかくウマい。これだけでご飯三杯はいける。嫌味のない上品な甘さの中に、しっかりとした白ダシが感じられ（以下略）。

　血相を変えた俺は次々と弁当箱のおかずに手をつけた。その度に電流が走る。なんだ、この激ウマな弁当は。本当に素人の作ったもんなのか!?

　全種類おかずを制覇した俺は箸を止めてしまっていた。放心していると、藤ふじノの宮みやが窺うかがってくる。

「どうしたの、颯はやてくん？　何か食べられないものでもあった？」

「……ない。人生で最高に美お味いしい弁当だった……」

「もう大おお袈げ裟さなんだからあ」

「本当だよ！　冗談抜きにこれ世界一ウマいって。藤ふじノの宮みやがこんなに料理上手だったなんて知らなかったよ。すげーな、どんな魔法使ったんだ？」

「料理に魔法なんてないよ。下ごしらえを丁寧にしただけ」

「下ごしらえ？」

「そうそう、一晩漬けると美お味いしくなったりするんだよ」

　照れくさそうに言って藤ふじノの宮みやはバッグを開けた。「はい、颯はやてくんの好きなシャケおにぎり」とラップに包まれた三角形のおむすびを出す。

　思わず俺は訊きいていた。

「なんで、こんな弁当を作ってきたんだ？」

　アイドル藤ふじノの宮みやがきょとんと瞬またたく。

　俺は弁当に目を落とした。味だけではなく、盛り付けにも気が遣われているのがわかる。

「これはゲームだろう？　弁当なんか冷凍食品やコンビニで売っている惣そう菜ざいを詰めればよかったじゃないか。わざわざ手作りしなくてもいい」

　藤ふじノの宮みやが弁当を用意したのは、ファミレスで時間盗とりゲームはできないからだ。

　もし冷凍食品だらけの弁当でも、俺はウマいと言ってありがたく食べた自信がある。男子高生の食事は質より量だ。

　手作りで俺をドキドキさせたかった？

　だとしても、だ。

「俺もたまに料理するからわかる。この料理は全部、短時間で手軽に作れるレベルじゃない。手作りでも、もっと手抜きできたはずだ。なんでここまでするんだ？　俺なんかのために、どうして──」

「その理由、ほんとにわかんないの？」

　自分の分の弁当を広げ、藤ふじノの宮みやは言った。

　そよ風がふわふわのリボンを揺らす。

「美お味いしい料理を作ってきたのは、わたしをアピールしたかったからだよ……？　だって、颯はやてくんにもっとわたしを好きになってもらいたかったから……」

　言いながら彼女の目線と声はだんだんと落ちていく。完全に俯うつむいたときには、藤ふじノの宮みやは真っ赤になっていた。

　頭がぼーっとするほど、心拍数が速くなっていた。

　ゲームに慣らされた俺はそれを警告と認識する。

　──演技、なんだよな……？

　そのはずだ。俺たちは時間盗とりゲームをしているんだ。何度俺は騙だまされた？

　俺は彼女から視線を逸そらした。策略のはずなのに嬉うれしさが止まらない。

　公園のベンチに二人で並び、彼女の手作り弁当を食べる。控えめに言って最高だった。

　結果：俺の敗北（白旗）。







　弁当を完食した俺たちは、次にどこへ行くか話し合う。

「チョコパフェ食べに行きたいなあ」

　藤ふじノの宮みやの第一声で行き先が決まった。話し合うまでもなかった。

　どの喫茶店のパフェを食べに行くか、藤ふじノの宮みやは真剣な顔でスマホと睨にらめっこしている。

　その隙に、俺は「ちょっとトイレ」と公園の端へ向かった。ゆっくり歩きながら超高速でスマホを操作し、「女子　ドキドキする場所」で検索だ！

　このまま藤ふじノの宮みやのペースでは負けてしまう。自分が優位に立てる場所を何としても探さなければならなかった。

　ドキドキする場所っつってんのに、ドキドキするシチュエーションが検索に上がってくるのはどうしてだろうな。ついでだから少し見てみる。




・壁ドン　　　　　　屋上でやったが、効果なしだったな……。

・股ドン　　　　　　これってどんな状況でするの？

・手を繫つなぐ　　　　　さっきしたよ。俺がドキドキしたよ。

・ボディタッチ　　　右に同じ。

・突然のキス　　　　ハードル高たけえよっ!!




　何の参考にもならなかったサイトを閉じて、俺は目的の「女子がデートでドキドキする場所　５選！」とかいうページを開く。




・映画館　　　　　　一方的に藤ふじノの宮みやにやり込められました。

・水族館　　　　　　近くにあるなら行くんだけどな……。

・テーマパーク　　　どうせ行くなら午前中から行きたかったやつだ。

・夜景　　　　　　　あーいいねー。藤ふじノの宮みやって家の門限あるのかな？

・スーパー銭湯




「なんでやねんっ!!」

　関東生まれ関東育ちなのに関西弁でツッコミを入れてしまった。最後だけおかしくね!?　なんで銭湯!?　男女別じゃん！　男女一緒に水着で入れるとこがあるって、そりゃ女子もドキドキするかもしれないけど、俺のドキドキも止まらないよ！

　心こころ許もとないが基礎知識は仕入れた。あとはどうやってそれを活いかすかだ。

　トイレから出た俺はベンチに戻ろうとして、あれ？　と思った。

　ベンチに座っている藤ふじノの宮みやの前に三人組の男がいる。

　服装からして二十代だろうか。茶髪に金髪に赤髪と見るからにチャラい。俺的にはあまり近付きたくない人種だ。

　歩み寄ると会話が聞こえてくる。

「マジでお茶するだけだからさあ、行こうよ。俺らが奢おごるし」

「困ります。彼氏を待っているので」

「じゃあ、番号交換しようよ。それならいいっしょ？　ラインしようよ」

「うーん、ごめんなさい……」

　どうやらナンパのようだ。藤ふじノの宮みやはリボンの端をいじって困り顔になっている。

「藤ふじノの宮みや！」

　三人組の後ろから俺は声をかけた。一斉に振り向くカラフルな頭たち。俺を認め、顔面ピアスだらけの彼らはあからさまに鼻白んだ。

「……え、まさか彼氏ってこいつ？」

「なくねー？　マジで付き合ってんのー？」

　三人は俺に疑いの目を向けてくる。うるせーな、釣り合ってないのは知ってるよ。

　イラっとしたが、俺は三人を無視して藤ふじノの宮みやへ足を踏み出す。

「行こう、電車の時間に遅れるよ」

「おいおい、俺らは無視かよ」

　茶髪の脇を抜けようとしたとき、肩を摑つかまれた。茶髪はいけ好かない表情で俺の前に立ち塞がる。完全にナメられていた。

　金髪と赤髪が藤ふじノの宮みやに言う。

「なあ、あんな彼氏なんて置いて、俺らと遊びに行こうぜ」

「あっちに車あるからさ、ドライブ連れてってあげるよ」

　男たちの手が藤ふじノの宮みやへ伸びる。俺は咄とつ嗟さに叫んでいた。

「彼女に触るな！」

「何カッコつけてんだよ、ガキが」

　茶髪に突き飛ばされ、俺は尻もちをついていた。

　瞬時に視線を周囲に走らせる。助けてくれそうな人を捜すが、誰もいなかった。閑静な自然公園が仇あだとなり人目はない。

「ええー、ドライブ行きたいなあ！　ほんとに連れてってくれるの？」

　一際高い声がして、俺ははっとした。

　藤ふじノの宮みやがベンチを立っている。彼女は眩まぶしい笑顔を男たちに向けていた。すっかり乗り気の様子だ。

　──は……？

　地面で呆ぼう然ぜんとする俺に、藤ふじノの宮みやは素っ気ない一いち瞥べつを投げる。

「そういうわけだから、ごめんねえ、颯はやてくん。バイバイ」

　それっきり彼女はチャラい男たちに寄り添った。

　茶髪の鼻を鳴らす音が降ってくる。

「フラれてやんの、ダッサ」

　三人の男たちは藤ふじノの宮みやを囲んで去っていく。藤ふじノの宮みやは振り返らない。彼女のふわふわしたリボンが遠ざかっていくのを俺は放心して見つめる。

　冗談、だよな……？

　知らない男たちの車に乗ったら、どんな目に遭うか。それを彼女が理解していないとは思えない。だが藤ふじノの宮みやは彼らについて行くのを選んだ。何のために？

　──俺のために。

　俺では彼らを追い払えない。それを悟ったから彼女は演技で俺をフったのだ。藤ふじノの宮みやのアイドルは演技。彼らに向けている笑顔は本心じゃない。

「っ、てめえら待てよ！」

　気付けば叫んでいた。拳を握り、地を蹴る。

　三対一だとか、彼らのほうが体格がいいだとか、どうでもよかった。

　藤ふじノの宮みやに身体からだを張って庇かばわれて、俺は無事に帰る？　やめてくれ。そうなったら俺は藤ふじノの宮みやに何をしても償いきれない。藤ふじノの宮みやは別に恋人でも友達でもないし、なんなら俺の時間を盗んだ泥棒だけど、クラスで唯一話した女子なんだ。このまま見捨てられるかよっ。

　一番後ろにいた茶髪に摑つかみかかる。と、目前に拳が迫った。茶髪が振り向きざまに拳を繰り出したのだ。俺は躱かわすこともできない。

　こめかみにガツンと衝撃が走り、頭蓋が揺れる。視界で火花が散った。それでも俺は茶髪のジャケットを離さなかった。

「こいつ……！」

　茶髪の二発目が俺の頰を直撃する。唇が切れて血の味がした。

「おーい、やりすぎんなよ……ってうわああああああっ!!」

　突如、絶叫が響き渡った。

　俺と茶髪が目を遣やると、金髪と赤髪の身体からだが消えかけている。チャラ男二人はピアスだらけの顔を恐怖に歪ゆがませ、恐慌状態になっていた。

「助けてくれ！　身体からだがっ！　俺の身体からだがああっ！」

「嫌だ、死にたくない！　ひいいいっ、何なんだよこれ！」

　喚わめく彼らの膝から下は既にない。空中でもがくものの、彼らの腰、腹、腕はみるみるうちに消失していく。ああ、なんてデジャヴ。

「まったく、うるさいゴミクズたちね」

　極寒の声音がした。

　消えかけている男たちの傍そばにはブラック藤ふじノの宮みやがいた。

　ドス黒いオーラ全開だ。彼女の両手にはそれぞれ小さな砂時計があって、そこにキラキラとした粒子が吸い込まれていく。

　はっ、と近くで荒い呼吸音がした。

　茶髪だ。仲間が消えていくのを見て顔面蒼そう白はくになっている。これ、真相を知らないと死ぬのかと思うからな。ビビるのも無理はない。

　金髪と赤髪が完全に消えた。

　藤ふじノの宮みやの目が、残された茶髪へ留まる。凍いてつく黒曜石の瞳に、ひっ、と茶髪が顔を引きつらせた。

「す、すみませんでしたっ！　俺は帰りますんで、見逃して……」

　さっきまでの余裕はどこにもなく、茶髪はガクガクと震えて後退する。

　が、時間泥棒は無情だった。彼女の紅あかい唇が不敵に歪ゆがむ。

「ダメよ、ゴミクズは一つ残らず始末しないとね」

　人ア工ダ林ム檎ズを繰り、漆黒の髪をなびかせた藤ふじノの宮みやは踏み込む。

　背を向けて逃げ出す茶髪。しかし、彼の脚はもつれて使い物にならなかった。難なく藤ふじノの宮みやは彼に人ア工ダ林ム檎ズを当てる。

「あああああああああああああっっっ!!」

　絶望に塗まみれた断末魔の声を上げて茶髪は消えた。

　後には公園の静寂が訪れる。

　砂時計に溜たまった〈時〉を太陽に翳かざして確認していた時間泥棒は、俺を見た。

「早く別の場所へ移動しましょう。彼らが現れたら厄介だわ」

　大人っぽい微笑を浮かべる彼女に、俺は頷うなずくことしかできなかった。







「加か嶋しまくん、大丈夫？　痛くない？」

「ああ、平気。髪が頭を保護するためにあるってマジなんだな。伸びすぎてたおかげで全然ダメージなかったわ」

「よかったのか悪かったのかよくわからないわね。でも、殴られたときに怪け我がをしていたように見えたのだけど、わたしの目の錯覚だったのかしら」

　水で濡ぬらしたハンカチを俺のこめかみに当て、藤ふじノの宮みやは目を細める。俺の顔には痣あざも傷もない。藤ふじノの宮みやの視線が唇付近を撫なでているのに気付き、俺はそっと顔を背けた。

　現在地は自然公園から数駅離れた喫茶店だ。客層は女子率が高く、年齢層も少し高めである。店内はコーヒーの芳かぐわしい香りがしていた。

　シックな色調の壁を背に、ブラック藤ふじノの宮みやは神妙な顔になる。

「反省しているわ。あなたがこんな目に遭うなら、もっと早くアダムズを使うべきだったわね。彼らの興奮を最大限に高めて、一人一週間は盗めるかしらと思っていたわたしが浅はかだったわ……」

　随分、余裕で彼らについて行くなと思ったらそういうことかよ。

「気にしないでくれ。もし藤ふじノの宮みやがアダムズを持っていなかったら、俺にはどうにもできなかった……」

「正直、意外だったわ」

　ハンカチを収めて、藤ふじノの宮みやはテーブルに肘を載せた。漆黒の瞳が俺を射抜く。

「陰キャで冴さえない加か嶋しまくんが、わたしを助けようとしてくれるとは思わなかったもの」

「ディスるか、褒めるか、どっちかにしてくれ。リアクションに困る」

「褒めてるわよ。いつもぼーっとしてて、他者とのコミュニケーションを放棄し、意欲や情熱を欠片かけらも持ち合わせていない加か嶋しまくんが負け犬らしく尻尾を巻いて逃げなかったのは驚きだわ。ゴミクズ呼ばわりしたのを謝罪してもいいくらいよ。これからはゴミに昇格してあげるわ」

「ディスりが三倍になって返ってきたんだが！　ゴミとか昇格してねえだろ!?」

　てか、なんでおまえが俺の様子をそんなに知ってるんだ？

　喫茶店の控えめな照明を受けて、藤ふじノの宮みやのネックレスがキラ、と輝く。俺は真正面を見ていられなくて視線を落とした。

「……あのさあ、これって一応デートなんだろ？」

　藤ふじノの宮みやは形のよい眉を持ち上げた。

「ええ、間違いなくデートよ」

「デートしてるときに女の子が危なくなって、助けられない男にはなりたくないんだ」

「──」

「なんつーか、それだけは嫌なんだ。俺は特に取り柄もない人間だから、俺と関わってくれた数少ない人には何かいいことがあればいいと思っている。誰かが俺と一緒にいて不幸に見舞われるのは、俺が嫌なんだよ」

　藤ふじノの宮みやは少し驚いた表情で俺を見つめていた。

　仕切りの向こうの席では賑にぎやかな声が聞こえる。俺はお冷やに手を伸ばした。きんきんに冷えた水を喉に流し込む。

「……いや、ここで黙らないでほしいんだが」

「ごめんなさい、ぼっちでモテない加か嶋しまくんの台詞せりふにしては意外すぎて絶句していたわ」

「おまえはディスらずに俺を呼べないのか？　俺を呼ぶときは枕まくら詞ことばを付ける決まりなのか？」

「枕まくら詞ことばじゃないわ。六文字以上だから序じよ詞ことばよ」

「どっちでもいいよ！　そういう問題じゃねえだろうが！」

　藤ふじノの宮みやはクスクスと愉たのしそうに笑っている。

　そこで注文したアイスティー二つとジャンボチョコパフェが運ばれてきた。

「デカっ」

　パフェはメニューの写真よりはるかに迫力があった。チョコソフトが塔のようにグラスにそびえ立っている。その周囲をチョコブラウニーが鉄壁のごとく囲い、四方にはバナナが丸ごと砲台みたいに配置されていた。製作者の食いきれるものなら食ってみろ、という強い心意気を感じる。

　完全に圧倒されている俺の向かいでは、藤ふじノの宮みやがキラキラと瞳を輝かせていた。ブラック藤ふじノの宮みやのくせに「ほわぁ～」という歓声を上げ、スマホでひとしきり撮影している。それから彼女は細長いスプーンを取った。

「いただきまーす」

　幸せそうな笑顔だった。

　俺はチョコパフェには一ミリも興味がないが、ここに来てよかったな、と思った。彼女のこの笑顔を見られただけで、今日のデートは十分価値があったと言えるだろう……って、ちげーだろ！　すっかりゲームのこと忘れてたわ！

　俺はアイスティーをストローでカラカラしながら、藤ふじノの宮みやを窺うかがい見た。

　彼女は夢中になってチョコソフトをパクついている。これは今がチャンスなんじゃないか？

　俺はそっとジーンズのポケットに手を伸ばす。

　と、藤ふじノの宮みやが顔を上げた。

「颯はやてくんも食べる？　あーん、してあげようかあ？」

　げっ。アイドル藤ふじノの宮みやに戻りやがった！

　頰を引きつらせた俺に、彼女はリボンを揺らしてソフトクリームを掬すくう。

「はい、あーん」

　スプーンを差し出し、藤ふじノの宮みやはにっこりと微ほほ笑えんだ。
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　──ふっ、なんと安直。わかりやすすぎるぞ、藤ふじノの宮みや！

　これは時間泥棒の策略だ。ここで俺が食いつけば、ドキドキが止まらなくなるのは必至！　俺は人ア工ダ林ム檎ズを当てられなくなるというわけだ。だが、策略と見抜いた俺はその手に乗らない。俺は藤ふじノの宮みやの「あーん」を毅き然ぜんと拒否するのだ……と思ってたのに、俺の身体からだは前のめりになって口を開けていた。おっかしいなー。

　甘い甘いチョコレートソースのかかった悪魔的なチョコソフトが口に入ってくる。

「……」

「どう、美お味いしい？」

「ドキドキが止まりません……」

「颯はやてくんのわかりやすいところ、好きだよ♡」

「おまえの追い打ちをかけてくるところは嫌いだ」

　ああああ藤ふじノの宮みやと間接キスッッ──！　俺が内心で悶もだえていると、藤ふじノの宮みやは得意げな顔になる。そのままグラスに目を落とし、そこで固まった。

　藤ふじノの宮みやの視線がスプーンから動かない。

　顔に笑顔を貼りつけたまま、彼女は手にしたスプーンをチョコソフトに近付ける。ギギ、と擬音が聞こえてきそうなぎこちなさで、だ。

　おや、と思う。

「……もしかしておまえ、意識してるの？　それ食べたら、おまえも俺と間接──」

　指摘している途中で藤ふじノの宮みやがばっと顔を上げた。ものすごい目で俺を睨にらむ。

「そんなわけないじゃない！　これは次、どこを食べようか迷ってただけよ！」

「アイドルモードが剝がれてるのは指摘してあげるべきだろうか……」

「聞こえてるわよ！　もう黙ってて！」

「むぐ」

　バナナを口に突っ込まれた。

　藤ふじノの宮みやはもうスプーンのことなんてどうでもいいくらい一心不乱に食っている。……これは引き分けだろうか。俺も藤ふじノの宮みやも鼓動が速くなってる気がする。

　バナナを食べ終えた俺は、ポケットにある人ア工ダ林ム檎ズを確かめて言う。

「つーか、人ア工ダ林ム檎ズ、俺に預けた以外に持ってたんだな。てっきりこれ一個しかないものと思ってた」

　ブラック藤ふじノの宮みやはパフェを掬すくう手を止めない。

「アダムズは医療品だから量産されているわ。もし替えが効かない大事なものなら、あなたに預けないわよ」

「それもそうか。でも、これは一体、どこでどうやって手に入るんだ？」

「ナイショよ。〈知恵の実〉や〈時〉の仕組みは本来、厳重に秘匿されているわ。人ア工ダ林ム檎ズの存在もごく一部の人しか知らないもの」

「そうだな……現に俺は十六年間知らなかったわけだし」

「あなたがアダムズを入手できると思わないほうがいいわ。入手したところで、それを犯罪に使えば社会的制裁を受けるわよ」

　時間泥棒が何言ってんだ。

　俺の表情で考えを察したのか、藤ふじノの宮みやはふっと艶あでやかに笑う。

「わたしはね、ゴミクズの時間しか盗まないの」

　カラン、と藤ふじノの宮みやはパフェのグラスにスプーンを置いた。ジャンボチョコパフェは綺き麗れいに平らげられていた。

「さっきのナンパ男たちがいい例よ。わたしにしつこく迫って、車へ連れ込んだら何するつもりだったのか知らないけど、どうせ下半身でしか物事を考えていなかったに違いないわ」

「辛辣……」

「真実よ。男の人がどういう目でわたしを見るか、よくわかっているつもりだわ。それとも、加か嶋しまくんは違うって言いたいの？」

　すみません……と、俺は藤ふじノの宮みやから顔を背けた。彼女の自己主張の激しい場所をチラ見しないためだ。

　藤ふじノの宮みやは余裕の笑みを浮かべる。

「謝らなくていいわよ。そういう対象にされるのは慣れているもの。時間泥棒をするには好都合だし、悪いことばかりではないわ」

　問答無用で男をドキドキさせられるんだから、藤ふじノの宮みやの泥棒稼業はまず失敗しないんだろう。

「ナンパや援交を持ちかけてきたゴミクズがわたしの標的なの。彼らにゲスな下心があるから、わたしも時間を盗むのに罪悪感がないし」

「さっきの三人組とかは正当防衛みたいなもんだしな」

「見ず知らずの他人なのも重要よ。こちらの身元が知られていなければ、時間を奪われた後、彼らがわたしを捜し出すのはほとんど不可能。わたしの被害者の大半は、白昼夢を見たとでも思っているはずよ」

　納得する。

　俺も藤ふじノの宮みやを問い詰めなければ真相に辿たどり着つかなかっただろう。三回も時間を盗んだ人は初めてと言っていたし、おそらく藤ふじノの宮みやは見知らぬ人から一回ぽっきりしか盗まないのだ。

　なら、何な故ぜクラスメートである俺の時間を盗んだ？　しかも、三回も──。

　疑問を口にするより早く、藤ふじノの宮みやは続ける。

「もう一つ、わたしの泥棒が公にならない理由は、盗んだ時間をすぐ使うからね。証拠は残らないというわけ」

　は、と俺は間の抜けた声を洩もらした。

「すぐ使うって……俺の夏休みは……？」

「とっくに使用済みよ」

　な──！　と俺は腰を浮かしかけた。

「心配いらないわ。あなたがゲームに勝ったらきちんと返すわよ」

「……どうして、四十何日をそんなにすぐ……？」

　俺には理解できない。

　藤ふじノの宮みやは背もたれに身体からだを預け、視線を遠くに投げる。

「わたしがどんな夏休みを過ごしたか、特別にあなたに教えてあげようかしら」

　すう、と息を吸うと、彼女は淀よどみなく言った。

「大手予備校の夏期講習英数国三教科それぞれ二時間×十日間。個別指導の塾で毎週二日、学校の授業進度より早い範囲を先取り学習。予備校の予習復習と学校の宿題を合わせて毎日三時間。近所のカフェで六時間のバイトを週四日。クラスの友達と三回花火大会へ行って、プールへは五回行ったわ。バスケ部の練習は平日の午前中にあって、その前に自主練を三時間──」

「待った待った待った！　おかしい、時間がおかしいよ！　それを全部するには、身体からだがいくつあっても足らない……」

「身体からだは増やせないけど、時間は増やせるわ。わたしにどうして時間が必要か理解してくれたかしら？」

　啞あ然ぜんとした。

「……いくら何でも予定を詰め込みすぎだ。なんでそんなことになるんだ」

「わたし、国立の医学部に行きたいのよ。できれば現役で」

　その台詞せりふには強い意志が感じられた。

「難しいことだってわかってるわ。勉強時間は確保しないといけないし、うちはそんなに裕福じゃないから予備校代は自分で出さないといけないの。だからといって、三年しかない高校生活を勉強とバイトだけで終わらせたくもないのよね」

　トン、トン、と藤ふじノの宮みやはテーブルに指を打ちつける。物憂げな表情で、彼女の瞳は真摯な色を宿していた。

　本気なのだ、と思う。

　高一でこんなにも真剣に将来を考えている同級生がいることに俺は驚きだったし、人生イージーモードに見える藤ふじノの宮みやが悩んでいるのもまた意外だった。

「わたしだって女子高生らしく友達とも遊びに行きたいし、部活もしたいわ。勉強、部活、バイト、友人関係……どれも切り捨てたくないって言うと、我わが儘ままになるのかしら」

　ひっそりと息をついた藤ふじノの宮みやは、俺に目を留める。

「あなたは将来の夢とか目標とか、ないの？」

　返答に詰まった。

　氷が溶けて薄まったアイスティーへ視線を落とし、俺は必死で答えを探す。藤ふじノの宮みやはどこか自嘲気味に笑った。

「……意地悪な質問だったかしら。それが普通の高校生かもしれないわね」

　おまえは普通じゃないのか、と追及はできなかった。

　結果：引き分け？？







　喫茶店を出ると、空は綺き麗れいな茜あかね色いろに染まっていた。タイミングはばっちりである。

　俺は藤ふじノの宮みやの先を歩いた。

　藤ふじノの宮みやはどこへ行くの？　とも訊きかずについて来てくれる。余裕なのは彼女が時間泥棒だからだろう。俺が「ゴミクズ」に堕おちれば、いつでも彼女は俺の時間を奪って世界から消すことができる。

　歩くことしばし、目的地へ到着した。

「これに乗りたいんだけど」

　提案すると、藤ふじノの宮みやは顔を上向けた。その拍子にふわふわのリボンが揺れる。

　夕焼け空をバックにカラフルなゴンドラがゆっくりと回っている。大観覧車だ。日が落ちればイルミネーションが点つくみたいだが、まだそれには早い。

「わあ、ロマンチックだねえ」

　ゴンドラに乗り込み、係員の人にドアを閉められたところで藤ふじノの宮みやははしゃいだ声を上げた。アイドルのような笑顔も忘れない。

　俺は彼女の向かいで腕を組む。

「そりゃ、観覧車とかデートの定番だからな」

　と言いつつ、観覧車を思いついたのはついさっきである。サイトで検索した「テーマパーク」と「夜景」からヒントを得て、ようやくこれに辿たどり着ついた。

「ふふっ、それで実際に観覧車を誰かと二人きりで乗った経験は？」

「……あるぞ」

「へえ、誰と？」

「それを訊きくかあ……マコトとだ」

「あらら残念。デートって言えないねえ」

　からかうように笑われ、俺は口をへの字にする。悔しいが、その通りである。

「そう言うおまえはカレシと観覧車に乗ったことあるのかよ」

「ないよ。デートをしたのも颯はやてくんが初めてだもん」

「は!?」

　思わず前のめりになった。藤ふじノの宮みやを凝視する。

「そんなに驚くことかなあ？　高一でまだ恋人がいたことがないって、遅いと思う？」

「俺もそうだから遅いとは思わないけど……藤ふじノの宮みやにカレシがいたことないってのは驚きだよ。てっきり、いろいろ経験あるのかと思ってた」

「ふうん、颯はやてくんはわたしをそんな風に見てたんだあ。元カレがいっぱいいるビッチだと思われてたなんて、ショックだなあ」

「違うよ、そんな意味じゃないって！　だって、藤ふじノの宮みやは人気あるじゃないか。明るくてキレイで、成績もいいし、スポーツだってできるし、欠点なんて何もなくて──」

「今日わたしとデートした感想が、それ？」

　藤ふじノの宮みやの顔が近くにあった。

　試すみたいに彼女は真摯に俺を見つめてくる。

　俺は目を落とし、ゆるゆると首を振った。違う。それは藤ふじノの宮みやの表面だ。彼女が作り上げたアイドルの仮面でしかない。

「……ずっと誤解していたのかもしれない。おまえが何でもできるのは、クラスでキラキラしてるのは、俺と違って容姿や才能に恵まれてるからだと思っていた」

　俺みたいな平凡な陰キャからは、そう見えるのだ。

　藤ふじノの宮みやのような高みにいる人間は特別だと。自分とはまったく別次元の存在で、どう足あ搔がいても自分には追いつけないのだと。

　彼らの眩まばゆさに目がくらんで、その本質を見極めることができない。

「藤ふじノの宮みやとデートして、意外と地道で努力家なのかなって思った。準備とか欠かさないし、めっちゃ勉強してるみたいだし。あと、おまえでも悩むこととかあるんだな。なんか親近感が湧いたよ。いや、俺に親近感抱かれても、藤ふじノの宮みやは不快かもしれないけど──」

「いいと思うよ、颯はやてくん」

　藤ふじノの宮みやは柔らかく微ほほ笑えんでいた。

「今日、デートしてよかった。颯はやてくんに本当のわたしを知ってもらえて嬉うれしいよ？」

　黄金こがね色いろに輝く陽ひ射ざしが彼女を照らす。すべてを受け入れてくれそうな笑顔を見て、俺は自分の中で燻くすぶっていた違和感を確信に変えていた。

　──肚はらは決まった。

　観覧車に乗った目的を果たすため、俺は藤ふじノの宮みやの隣に移動した。ゴンドラが揺れる。

「俺も今日はなんか、青春を味わった気がした。初デートの相手が藤ふじノの宮みやでよかったと思う」

「初めて同士だったからねえ。上う手まくいったほうじゃないかなあ」

「このデートがちゃんと成立したのは藤ふじノの宮みやのおかげなんだ」

「わたしの？」

「ああ」と返した俺は一つ深呼吸をした。ジーンズのポケットに手を入れ、人ア工ダ林ム檎ズを手に収める。

「──おまえが日頃、俺を観察して俺の性格と嗜し好こうを完璧に把握していたからなんだよ」

　戦いの火蓋は切られた。

　横並びに座る俺たちはどちらも微動だにしなかった。

　ゴンドラが緩やかに上昇し、微かすかな振動を運んでくる。決定的なことを言ったはずなのに、藤ふじノの宮みやはアイドルのままだった。彼女のリボンは解ほどかれていない。

「おまえといて不思議だったんだ。俺の教室での様子。俺がどんなラノベを読んでいるか。食べ物の好き嫌いまで藤ふじノの宮みやは何な故ぜか知っている。おかしいと思わないか？　おまえと俺はクラスのアイドルとぼっちだ。何な故ぜ、おまえが俺なんかを把握している？」

「……わたしがずっと前から、颯はやてくんの時間を盗もうと思って観察していた。そうは考えられないかなあ？」

「だとしても、やりすぎだろ。何人もの男から時間を盗んできたおまえが、女子に慣れていない俺ごときを相手に、どれだけ周到な準備をしたんだ？　俺の嗜し好こうに合わせた服装をして、俺の好きそうな弁当を作る。俺の趣味から映画をチョイスする。俺の時間を盗とるためだけに、本当にそこまでやる必要があったのか？」

　俺は告られただけで夏休みを丸ごと盗まれたカモだ。チョロさには自信がある。

「おまえの行動はゲームにしては入念すぎるんだよ。そこまで俺を観察して俺好みにしなくても、俺の時間は盗とれるよな。それが読めないおまえじゃないだろ？」

　藤ふじノの宮みやは困惑したようにリボンをいじっていた。

「……それで、颯はやてくんは何が言いたいのかなあ？　わたしが颯はやてくんを見てたこと怒ってる？」

「怒りはしないさ。それどころか俺は嬉うれしく思ってる。藤ふじノの宮みや、そろそろ本音で言ってもらいたいな」

　俺は人ア工ダ林ム檎ズをきつく握り締めた。

　堪こらえろ、俺。ここで俺もドキドキしたら意味がないぞ！

　正面の空っぽのイスを見つめ、俺は平静に言う。

「──ほんとはおまえ、俺のこと好きなんだろ？」

　九割五分。

　それが俺の計算した勝率だった。

　まず藤ふじノの宮みやの好意は九十九パーセント間違ってないと思うのだ。ていうか好きじゃなかったら、なんで俺を仔し細さいに観察していたんだよ。ラノベの推しヒロイン属性まで知ってるって相当だぞ？　どんだけ毎日俺を見てたんだ。

　この時点で俺の勝利はほぼ確定だが、残りの五分は俺が自爆する確率だ。こんな自意識過剰な発言、まったくもって俺のキャラじゃないんだぜ……。

　だけど、俺にはもうこれしか策がなかった。

　好意を意中の相手に当てられたら、絶対にドキドキする。いくら藤ふじノの宮みやが鋼の心臓を持っていたとしても、この衝撃には耐えられないはずだ。

　──さあ、藤ふじノの宮みやはどうなった？

　俺は自分の心拍が落ち着いているのを確かめ、そっと隣を見た。

「──っ」

　藤ふじノの宮みやは頰を真っ赤にして、口元を隠していた。逸そらした目には、想いを読み取らせまいとする最後の抵抗が感じられる。

「気付かれちゃったかあ……」

　藤ふじノの宮みやの恥ずかしそうな声。

　トクン、と胸が跳ねた。

　ヤバい。これ以上、彼女を見つめるのは危険だ。さっさと勝負を決めろ！

　俺は動く。時間を奪う砂時計が藤ふじノの宮みやに触れるというとき、

「──なーんてねえ。ちょっと勘違いさせすぎちゃったかなあ」

　彼女が口元を隠していた手を外す。

　アイドル藤ふじノの宮みやはプルプルと唇を震わせていた。口をしっかり閉じて、噴き出すのを懸命に堪こらえている。

　あああああああああああああっっっ───!!

　ゴンドラのドアが開かないのは幸いだった。もし開けられたなら俺は瞬時に身を投げていただろう。グッバイ、俺の人生。ウソだろ、マジで誰かこの状況をウソだと言ってくれ！

　俺は声にならない悲鳴を上げて頭を抱える。人ア工ダ林ム檎ズは辛かろうじて当てずに済んでいた。

　藤ふじノの宮みやのクスクスと笑う声が降ってくる。

「ごめんねえ、颯はやてくんの気持ち、嬉うれしいよ……？」

　なんで俺が告白してフラれたみたいになってんだよっ！

　俺は恐る恐る顔を上げた。藤ふじノの宮みやは人懐っこい目で俺を見ている。これでこの子、ほんとに俺のこと好きじゃないの……？

「本当に勘違い、なのか……？」

「ふふっ、颯はやてくん、期待しすぎだよーもう」

「だって……だって、そうとしか思えないだろ！　どこからがおまえの思惑だったんだ!?」

「うーん、一つだけ誤算があったよ。颯はやてくんが慎重だったことかなあ」

「慎重？」

「勘違いした颯はやてくんが、人ア工ダ林ム檎ズを使ってくれるのをずーっと待ってたのに」

　彼女の笑顔が歪ゆがむような錯覚を覚えた。

　──騙だまされたのだ。

　最初から、七月二十日に藤ふじノの宮みやが俺に声をかけたその瞬間から、すべては彼女の掌てのひらの上だった。デート中、俺が考えることも言い出すことも全部が藤ふじノの宮みやの想定内で。

　俺は歯を食い縛る。頭の中が一瞬で沸騰した。

「……俺だって時間泥棒が相手なら慎重にもなる」

「守りに徹するのは賢明じゃないと思うなあ。人ア工ダ林ム檎ズを当ててわかることもあるんだよ」

「わかるのは、おまえが俺から時間を毟むしり取とろうとしている魂胆だけだろ」

「怒っちゃったかな、颯はやてくん？　時間盗とりゲーム、最後まで頑張ってみてほしいなあ？」

　煽あおられた俺は感情に任せ、勢いよくゴンドラの壁に手をつく。狭い空間に藤ふじノの宮みやを閉じ込めた。

「なら藤ふじノの宮みや、キスしていいか？」

　スマホで調べた、ドキドキするシチュエーション。役に立たないと切り捨てたそれが頭をよぎった末の問いかけだった。

　言ってから、自分のアホさを悔やむ。それは禁じ手だ。藤ふじノの宮みやをドキドキさせられるかもしれないが、俺ももれなくドキドキする禁じ手。だが、俺は既に「俺のこと好きなんだろ？」なんて失笑もんの発言をかましてしまった身だ。もはや何も怖くないね。

　藤ふじノの宮みやに斬られるのを大人しく待っていると、彼女は優しく微ほほ笑えんだ。

「いいよ。人ア工ダ林ム檎ズを当てている間なら」

　そして、彼女の目ま蓋ぶたが下りた。

　無防備に目をつむって口づけを待つ藤ふじノの宮みやに、俺は震えた。

　ゴンドラに備え付けられているスピーカーから「まもなく頂上になります」と音声がした。

　正気か……？

　時間を盗とるためならキスすら厭いとわないのか、それとも、俺がキスできるわけがないとタカを括くくっているのか──。

　どちらにせよ、俺をナメているのに変わりはない。

　ごくりと俺の喉が鳴った。そっちがそうなら、俺だって引き下がれない。

　汗ばんだ手に人ア工ダ林ム檎ズの存在を確かめ、もう片方の手で彼女の肩を摑つかむ。藤ふじノの宮みやがびくりとした。

　沈みゆく夕ゆう陽ひに照らされ、ゴンドラの中は燃えるような赤に彩られていた。

　彼女の長い睫まつ毛げも滑らかな頰も艶つややかな唇も綺き麗れいに染められていて、夢みたいな情景だった。誘おびき寄よせられるように俺は顔を近付ける。

　人ア工ダ林ム檎ズを当てようとして、俺は一ひと欠片かけらの理性が耳元で囁ささやくのを聞いた。

　──忘れたか？　彼女は時間泥棒だ。

　忘れちゃいない。これでたぶん俺は終わる。彼女に時間を奪われて気が付いたらいつなのかわからないけど、藤ふじノの宮みやとキスできるなら俺の時間くらいくれてやろう。ゲームには負けるが、デートでは勝ったようなものだ。

　また冷静な声がする。

　──バカか。相手に嫌われて、それでデートで勝ったと言えるのか。

　人ア工ダ林ム檎ズを当ててなら、というのは、返答としてはノーだ。本当によければそんなことは言わない。

　西日がじりじりと照りつけてくる。暑い。空調のないゴンドラは強烈な陽ひ射ざしと二人分の熱がこもり、すべてを融とかしてしまいそうだった。至近距離にいる藤ふじノの宮みやは目ま蓋ぶたを閉じたまま動かない。

　ゴンドラが最高点に達する──。

　自分の首筋を汗が一筋伝い、俺は彼女から手を離した。

　藤ふじノの宮みやの向かいへ移動すると、気配で気付いた彼女が目を開けた。

　臆病な俺を嘲わ笑らえばいい。夕闇に侵食されていくビル群を憮ぶ然ぜんと眺める俺に、藤ふじノの宮みやはひっそりと唇を動かした。

　──いくじなし。

　結果：俺の惨敗。







　ゴンドラを降りると、日は落ちていた。

　観覧車の降り口から少し離れたところで、藤ふじノの宮みやはトレードマークのリボンを解ほどく。

「もうゲームは十分かしら？」

　ブラック藤ふじノの宮みやだった。

　彼女の眼まな差ざしは俺が万策尽きたのを見越しているようだった。実際そうなので俺は頷うなずく。

「そう。それなりに楽しかったわ。一度もアダムズを使われなかったのは残念だったけれど」

　淡白に言われ、俺は言葉もない。

　負けたのだ。

　手て酷ひどい負け方と言えるだろう。俺は彼女に人ア工ダ林ム檎ズを当てることすらできなかったのだ。

「ゲームは終わりだから、人ア工ダ林ム檎ズを返してもらえないかしら」

　ああ、と俺はポケットに手を入れた。空っぽの砂時計に触れたところで動きを止める。

「なあ、最後に一つ教えてくれ。なんで俺だったんだ？」

　訊ききそびれていた質問をした。

　夏休みを丸ごと奪われたんだ。それくらい知る権利はあるだろう。

「おまえにとって顔見知りの俺を標的にしたのはイレギュラーだろ。どうして俺を狙った？」

「夏休みを有意義に過ごすために、まとまった時間を盗みたかったのよ」

　藤ふじノの宮みやはドライに言う。

「行きずりの男から欲張って一気に時間を奪おうとすれば、わたしもそれなりのリスクを負うわ。そうすると、わたし自身の心拍も否いや応おうなく上がって、結局大して盗めないの。その点、クラスメートなら暴行される危険性も低いし、ドキドキさせやすいでしょう？」

「それだけじゃ納得がいかないな。おまえに告白されて浮かれるクラスの男子なら俺以外にもごまんといる。その中でも何な故ぜ、俺だったんだ？」

「ずっとあなたのことが気になっていたのよ」

　それは口調が違えば告白の台詞せりふだった。

　ドキリとした俺の内心など知らずに、藤ふじノの宮みやは糾弾するような調子で続ける。

「教室でいつもつまらなさそうに本を読んでいるわよね。クラス全体が盛り上がっていても、あなただけは無反応で本から目を離さない。まるで案か山か子しみたいに固まっていることから、あなた、クラスで何て呼ばれているか知ってる？　カカシマって陰で言われているのよ」

　ああ、上う手まいこと言ってるなあと思った。そんなあだ名、初耳だけど。

「休み時間だけじゃないわ。授業中も昼休みも放課後もそう。あなたは学校にいる間、ほとんど心ここにあらずで微動だにしない。皆が勉強なり部活なり自分のやりたいことを限られた時間で懸命にやって、高校生活を謳おう歌かしようとしているのに、あなたはそれをバカにしてるみたいに毎日を無為に過ごしているのよ」

　俺は否定できない。

　藤ふじノの宮みやは俺の目を見て、はっきりと言った。

「──加か嶋しまくん、わたしはあなたが嫌いだわ」

　胸が鈍く痛んだ。

　そのことに俺自身少し驚いていた。もし七月二十日にそう言われても、きっと俺は何も感じなかっただろう。ふうん、そっか、くらいに流せたと思う。

　だけど、藤ふじノの宮みやの正体を知って、藤ふじノの宮みやとデートして、藤ふじノの宮みやという女の子の魅力を存分に知ってしまった今、それを言われるのはキツかった。

「わたしは毎日を本気で生きているわ。時間がいくらあっても足りないほどにね。ゲームの準備が周到すぎるとあなたは言ったけど、それがわたしなの。わたしはやると決めたら何事も全力で取り組むわ。だって、そうでなければ時間がもったいないし、何より楽しくないもの」

　ぱっと観覧車のイルミネーションが点ついて、辺りで小さな歓声が上がった。

　鮮やかな人工色の光を明滅させながら、巨大観覧車はゆっくりと回転する。藤ふじノの宮みやの白い顔にそれが映っていた。

「一方であなたは何？　青春したいと言いながら、授業は聞かずに通知表は３だらけ。教室では自分の世界にこもって、友達はマコトくん一人だけかしら？　今日だってデートなのに服も髪もおざなりで、すべてにおいてやる気が感じられないのよ」

　何もかもを見抜いているみたいに藤ふじノの宮みやは非難する。

「そうして怠惰で無気力に生きていたら、あなたの毎日はそれは退屈だと思うわ。あなたに青春がやってこないのは自業自得なのよ。だって、あなた自身が努力してないんだもの」

　夏の名残を孕はらんだ風が俺と彼女の間を吹き抜けていった。

　昼と夜の境目で、ノスタルジックな観覧車を背景に藤ふじノの宮みやは佇たたずむ。

　その姿に俺は釘くぎ付づけになった。アイドルでもブラックでもない。そのとき初めて彼女の素顔を見た気がした。

　どこか哀かなしそうな、等身大な女の子。

　苦しい──、と思った。

　なびくポニーテールを優美な仕草で押さえ、藤ふじノの宮みやは遠くを見る。

「わたしからしたら、あなたの生き方はとても不愉快なの。あなたは時間を冒ぼう瀆とくしている。それが標的にした理由よ。毎日を大切にしないゴミクズなら、時間を奪ってもいいと思ったから」

　クラスのアイドルは生まれながらにアイドルだったわけじゃない。

　努力を積み重ねたからこそ、今の藤ふじノの宮みやがあるのだ。

　それは彼女の夏休みの過ごし方を聞いただけで理解していた。

　俯うつむくと、自分の長い前髪とよれたシャツが目に入る。

　藤ふじノの宮みやが俺を好きなんじゃないかと一時でも思ったのが恥ずかしかった。教室での俺を見ていたならなおさらだ。俺のどこに惚ほれる要素があったというのだ。

　青春イベントをただ漫然と待っているだけの俺を、どうして都合よく女の子が好きになってくれるのか──。

「わかったなら、人ア工ダ林ム檎ズを返してもらってもいいかしら」

　藤ふじノの宮みやが手を出す。

　叩たたきのめされた俺は空っぽの砂時計を取り出し、

「待ってくれ」

　手を握り締めた。

　藤ふじノの宮みやの眉が寄るが、俺は怯ひるまなかった。頭の中で計算して答えを出す。

「……今から二時間後、高校の校門前に来てくれないか」

「何を言っているの？　ゲームはもう終わったでしょう？」

「いいや、まだだ。まだ終わっちゃいない！」

　俺の強い声に、藤ふじノの宮みやが戸惑った。スマホを見る。

「二時間後に学校って……夜八時じゃない。そんな時間まで付き合わせる気？」

「俺が一体、何時間おまえに奪われたと思ってるんだ？　それくらい付き合ってくれたっていいだろ」

　はあ、と藤ふじノの宮みやが首を振った。

「いいわ。二時間後に学校で。ただし、これで最後よ」

「ああ、わかった。またあとで」

　言うなり俺は駅へと駆け出した。

　成功する確証はない。でも、一つ言えることがある。

　俺はまだ彼女に本気を見せていないのだ。







　きっかり二時間後に藤ふじノの宮みやはやってきた。さすがだ。

　閉まっている校門の脇。街灯の下にいる俺を認め、藤ふじノの宮みやはぱちぱちと瞬またたいた。

「あれ、制服に着替えてきたんだあ。髪も切ってあるし」

　アイドル藤ふじノの宮みやはさっきと同じ服装だった。ポニーテールを翻して寄ってくると、俺を覗のぞき込む。あざとい仕草だ。

「ほんとは私服がよかったんだが、家にある一番マシな服が制服だったってオチだ」

「颯はやてくんらしいなあ。それで、こんなとこにわたしを呼び出して、どうするのかなあ？」

　彼女は後ろで手を組み、何かを期待するような視線を向けてくる。

　俺は校門の可動式フェンスを薄く開いた。学校の敷しき地ちへ入る。

「まあ、来てくれ」

「夜に学校に侵入してダイジョーブ？」

「さっき一回入ってみたけど、特に問題なかった」

　夜八時の学校はひどく閑しずかだった。闇にそびえる校舎は日中に見るのと違って、どことなく不気味だ。真っ暗な窓や昇降口に無用な恐怖をかき立てられる。

「ねえねえ颯はやてくん。もしかして……肝試しなんてしないよね……？」

　藤ふじノの宮みやは俺の袖をギュッと握っていた。彼女の顔は完全に青ざめている。落ち着かなく視線が彷徨さまよっていて、これはもしや演技ではないのだろうか？

「意外だなあ。藤ふじノの宮みやってお化け屋や敷しきとか苦手なのか？」

「に、苦手じゃないよお！　慣れてないだけで……！」

「安心してくれ。俺が用意したのは肝試しじゃない。おまえもよく知ってる言い伝えだ」

　言い伝え？　と返した藤ふじノの宮みやの顔色はマシになっている。

「ああ。おまえが俺に教えたんだろ。裏庭の大桜の下で告白したカップルは結ばれるって」

　俺と藤ふじノの宮みやは校舎に入らず、学校の敷しき地ちをぐるりと囲む木々を辿たどっていた。そうすれば、施錠されている校舎を通らなくても裏庭に着く。

　俺たちは校内の告白スポット、すべてが始まった場所に向かっていた。

　それに気付き、藤ふじノの宮みやは笑みを深める。

「なあに、今度は颯はやてくんから告白してくれるの？」

　その問いに俺は応えなかった。

　俺たちの足が芝生を踏む。裏庭に着いたのだ。

　開けた視界。

　中央には件くだんの桜がある。それを目にした途端、藤ふじノの宮みやは息を吞のんだ。

　裏庭にあるのは俺たちが知る若木ではなかった。

　立派な幹は高く伸び、枝は天を覆うように大きく広がっている。まるで何十年もそこにあるみたいな大樹だった。さらに、あろうことかその枝には零こぼれんばかりの花まで咲いている。

　それはそれは見事な満開の夜桜。

「……どういうことなの……？」

　掠かすれる声を洩もらし、藤ふじノの宮みやは桜の樹きへ踏み出した。

　はらはらと舞い落ちる淡い色の花か弁べんを掌てのひらで受け、それが幻でないのを確かめた彼女は顔を驚きと歓よろこびに綻ばせる。

　ざわっ、と夜風が吹いた。

　解ほどけたリボンと無数の花びらは星々の光を反射し、虚こ空くうに躍る。桜吹雪で裏庭はすっかり幻想的な舞台になっていた。闇夜に咲き乱れる桜の下、魅せられたように少女は季節外れの花を受け止める。

　やがて両手に花びらを溜ためた藤ふじノの宮みやが我に返った。

「……何をやったの？　どうしてここに大桜があるの？」

　そう俺に問いかけた彼女は、すっかりアイドルの仮面を失っていた。

「これが俺の本気だ。桜の大樹を探して植え替えたって言ったら信じるか？」

「そんなこと二時間でできるわけない！　そもそも九月に桜が咲くなんておかしいわ！」

「桜も空気を読んだんじゃないか？　ここで葉桜じゃ情緒がないだろ」

「ふざけないで！　そんな理由でこの桜は説明できない……！」

「ふざけてはいないさ。俺は本気だって言ったろ？」

　俺は手を伸ばし、空中に漂う花を捉える。本来、咲くはずのない花を。

「考えたんだ。七月二十日、俺は言い伝え通りに告られたのに、何な故ぜ、俺たちは結ばれなかったのか真剣に考えた」

　藤ふじノの宮みやが愕がく然ぜんとした顔になる。

　花びらの絨じゆう毯たんを踏み、俺は近付いた。

「結ばれるってことは、おまえも俺を好きになってなきゃおかしいだろ？　こんな一方的な結果は違うはずだ」

「あなた……あの言い伝えを信じて……？」

「『信じたいと思うんだ』。とびきりの笑顔で七月二十日にそう言ってくれたのはおまえだったよなあ。責任を持って信じてもらうぞ」

　藤ふじノの宮みやの唇が震える。

　彼女の足がずり、と後退した。俺は悠然と距離を詰める。

「だが残念なことに、肝心の言い伝えはそのとき不完全だったんだよ。言い伝えはやっぱりすべての条件が揃そろわないとダメなんだ。欠けていたのは何か？　──『大桜』だ」

　下がっていた彼女の背に、何かがぶつかる。

　弾はじかれたように藤ふじノの宮みやは振り向いた。その目が捉えたのは桜の太い幹。

「だから俺が用意した！　大桜がある今、言い伝えは完璧だ！　これで告白すれば、俺とおまえは結ばれる。つまり、おまえは俺を好きになってくれる。そうだよなあ？」

　大桜の下、俺たちは向かい合った。

　頭上には満開の桜。制服姿で身なりを整えた俺は藤ふじノの宮みやを見つめる。デート用のオシャレな私服を着た彼女は、桜の幹を背に立たち竦すくんでいた。

　俺がすっと息を吸う。途端に藤ふじノの宮みやの上ずった声がかぶった。

「ば、馬鹿馬鹿しい……！　そんなっ、人の気持ちがそう簡単に変わるわけ──」

「変わるんだよ。それが言い伝えだろ？」

　っ、と藤ふじノの宮みやが言葉を失う。

　俺は艶つややかな黒髪に触れる。ポニーテールの結び目に止まった花か弁べんを取ると、花の色が移ったみたいに彼女の頰が染まった。

「正直、今日おまえのポニーテールを見たとき、俺は浮かれたよ。おまえがあまりにも俺の理想通りだったからな。デートできるのが嬉うれしくて仕方なかった」

　彼女の視線はグルグルと定まっていなかった。激しく動揺しているらしい。

　俺は真摯に呼ぶ。

「白しら雪ゆき」

　藤ふじノの宮みやの身体からだがびくっ、と跳ねた。

　大きな瞳で見つめてくる彼女に、俺は囁ささやく。




「──俺の夏休みを返してもらうぞ」




　素早く人ア工ダ林ム檎ズを出した。

　藤ふじノの宮みやが「あっ」と身を捩よじるが、遅い。俺は藤ふじノの宮みやの腕を摑つかみ、砂時計を当てていた。ここで逃がしてたまるかよっ。

　彼女のカーディガンの胸元がぐにゃりと歪ゆがむ。ちょうど心臓の位置だ。

　異次元に通じるブラックホールが開くようだった。

　藤ふじノの宮みやの胸から、ずるり、と林りん檎ごの上部が覗のぞく。

　それは、人類が得た〈知恵の実〉。時間を制する禁断の果実。

　──勝った！

　彼女から林りん檎ごが出て歓喜したのも束つかの間ま、宙に浮かぶそれを認め、俺は困惑の声を上げていた。

「なっ、何だよ、それ……！」

　藤ふじノの宮みやの〈知恵の実〉には、直径一センチほどの歪いびつな穴がいくつも空いていた。まるで何匹もの芋虫に食い荒らされたみたいな虫食い林檎ワーミーアツプル。
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「……見られてしまったなら仕方ないわね。わたしは先天性時間欠乏症なの」

　藤ふじノの宮みやは観念した声で言った。

「先天性時間欠乏症……？」

「生まれつき〈知恵の実〉が不良品で時間を溜ためておけないの。世界でも数件しかない、極めてレアな疾患よ。わたしの〈知恵の実〉に収められる〈時〉は二十四時間だけ。生まれたときにわたしの時の砂は一日分を残して、すべて流れてしまったのよ」

「待て。それじゃあ、時間泥棒をしているのは……！」

　何な故ぜ気付かなかったのだろう。どうして藤ふじノの宮みやが医療品である人ア工ダ林ム檎ズを持っているのか。どうして世間一般の人は知るはずのない〈知恵の実〉について詳しいのか。

　わかっていたはずだ。

　人は、ないものねだりなのだ。

　生まれながらに時間を理不尽に奪われたから、彼女は時間に執着した。手に入れた時間を誰よりも大切に有意義に使っていた。無駄にするのは絶対に許せなかった。

　俺が嫌われるわけだ。彼女が二度と取り返せないものを、俺はドブに捨ててきたのだから。

　虫食い林りん檎ごが展開する。

　穴だらけの〈知恵の実〉からキラキラした〈時〉が放出され、それは俺の手にある砂時計に吸い込まれていく。同時に虫食い林りん檎ごが真っ黒く変色していき、俺は慌てた。マズい。よくわからないけど直感的にこれはマズい！

「どうすんだこれ……どうやったら止まるんだおい、藤ふじノの宮みやっ！」

　もうアダムズは藤ふじノの宮みやから離れているのに、虫食い林りん檎ごから〈時〉は流れ出続けている。

「加か嶋しまくん、遠慮はいらないわ。ゲームに勝ったのはあなた。わたしの境遇に同情せず、時間を奪いなさい」

「んなことできるか！　だって、この時間を奪われたらおまえは──!?」

「消滅するわね」

　鼻で笑うように。あまりに軽い物言いに絶句した。

　頭が真っ白になった俺に、藤ふじノの宮みやは他ひ人と事ごとみたいに続ける。

「それでも時間病院へ行けば、もしかしたら──」

「時間病院なんざ俺は知らねえよ！　俺のせいでおまえが消えるとか冗談じゃない！」

　叫んだ俺は藤ふじノの宮みやの膝から下がないのに気付いた。アダムズは無情に藤ふじノの宮みやの時間を奪っていく。

　俺は咄とつ嗟さに人ア工ダ林ム檎ズを手で覆った。〈時〉が砂時計に入らないよう試みたが、無駄だった。〈時〉は〈知恵の実〉と同じで俺の手を透過する。くそっ、藤ふじノの宮みやの時間を奪うのを止められない。なんで藤ふじノの宮みやも、嫌いな俺にドキドキしてんだよ！

「落ち着きなさい、加か嶋しまくん。ゲームに負けたらこうなるのはわかっていたわ。あなたを見くびっていたわたしが悪いのよ」

　散りゆく桜の下、藤ふじノの宮みやは儚はかなげに微ほほ笑えんだ。もうすぐ消えてしまいそうな彼女はとんでもなく綺き麗れいで。

　俺はぎり、と奥歯を嚙かみ締しめる。

「……ごめん」

「謝らないで。わたしはあなたを責めてないわ」

「違う。ごめん、これしか思いつかなかった」

　言うなり、俺は藤ふじノの宮みやへ唇をぶつけた。

　至近距離にある彼女の目が見開かれる。

　人ア工ダ林ム檎ズは浸透圧と同じだ。心拍数の多いほうから少ないほうへ〈時〉が渡される。当てている最中に心拍が変化しても、その法則は変わらない。

　俺は藤ふじノの宮みやにアダムズを当て、抵抗できない彼女へ口づける。

　唇の感触が柔らかくてヤバい。快感が全身に走る。危機的状況も忘れるほどの多幸感が溢あふれ、興奮した俺の心臓は早馬のように疾走し──

　俺から〈知恵の実〉が現れた。

　目もく論ろ見み通りだ。俺の心拍数が藤ふじノの宮みやのを上回り、〈時〉の流れが逆転したのだ。

　藤ふじノの宮みやがどれだけドキドキしているか知らないが、好きな子とファーストキスしてる俺の心拍に敵かなうわけがないだろ。童貞をナメるな！

　人ア工ダ林ム檎ズはもう藤ふじノの宮みやからではなく、俺から時間を奪い始めている。

　首しか残っていなかった藤ふじノの宮みやは映像を巻き戻すみたいに姿を取り戻していき、今度は逆に俺が消えていく。

「颯はやてくんっ……！」

　藤ふじノの宮みやの唇の感触がなくなり、彼女が切なげに俺を呼ぶのを聞いた。

　とぷん、と俺は白に吞のまれる。

　よかった。藤ふじノの宮みやは怒ってなさそうだ。これでもう二度と口もきいてくれなかったら嫌だからな。あ、そういや観覧車で、人ア工ダ林ム檎ズを当ててるときならＯＫって言われてたんだった。今思い出した。




　　　　　　　＊＊＊




　目ま蓋ぶたを開けると真っ昼間で、ついでに柔らかい感触が顔に当たっていた。

「早乙女さおとめ先輩、ずっと好きでし……きゃあああっ！」

　突如、耳元で響く女子の悲鳴。原因は俺だ。

　裏庭の大桜の下。校内の告白スポットで、いきなり現れた俺はどうやら告白中に乱入してしまったらしい。

　しかもちょうど女子の胸に顔を埋うずめる形で。

　不可抗力なんだから仕方ないじゃん、と思っている間に女子生徒は逃げてしまった。変質者とかいろいろ喚わめいている。マズいな。早くここから立ち去ろう。俺はそそくさとその場を後にしようとして、

「えっとキミ、待って」

　告白相手である男子に呼び止められた。

　随分なイケメンだった。羨ましいくらいの長身にサラサラストレートな枯葉色の髪。シュッと整った顔立ちをしていて、これならクラスの女子が騒ぐのも納得だよな、と思う。

　じっと早乙女さおとめ先輩とやらを見つめていると、彼は温厚な笑顔を浮かべる。

「俺にはさっき、キミが何もないとこから現れたように見えたんだけど……」

　その通りです。と言うわけにはいかないから、

「気のせいです。俺、急いでますんで」

「あ、待って！」

　再度、呼び止められる。

「これ、ついてたよ」

　早乙女さおとめ先輩が優雅な仕草で俺の肩から花びらを取って見せる。

「桜の花かな？　おかしいね。もうこの樹きは葉っぱだけになってるのに」

　頭上を見れば、大樹の枝には新緑の葉が芽吹いていた。花の跡はどこにもない。

「そうですね。だから、きっと違う花びらですよ」

　早乙女さおとめ先輩の手から花か弁べんをひったくり逃げた。

　その最中、スマホで日時を確認する。月曜日の正午だった。二週間後の月曜な。失った時間は十五日と十六時間である。童貞をナメるな。

　廊下を歩いてたら運悪く担任に見つかって、俺はそのまま生徒指導室へ連行された。無断欠席のお𠮟りと欠席が多すぎて単位がヤバくなりかけていること、夏休みの宿題はどうした、提出してないのはおまえだけだぞ、など諸もろ々もろの注意を受けて解放されたら昼休みが終わっていた。すげえ時間を無駄にした気分。

　生徒指導室を出ると、ドアのすぐ横に藤ふじノの宮みやがいた。びっくりする。同時に唇の感触を思い出して俺は赤面した。藤ふじノの宮みやにとってあのデートは十六日前なのだろうが、俺にとってはつい一時間前の出来事である。

「バカだわ。わたしを救うために、自分の時間を盗とらせるなんて」

　藤ふじノの宮みやはブラックだった。

　だけど、黒いオーラは見あたらない。彼女は告白してきたときみたいに髪をいじって、もじもじしていた。俺と目を合わせようとせず、妙にいじらしい。学校でポニーテールしてるの初めて見たな。

「どう使ったっていいだろ。俺の時間なんだから」

　途端に藤ふじノの宮みやがくしゃりと顔を歪ゆがませる。

「っ、どうして……！　わたしはっ、あなたの夏休みを盗んだのに……！」

　泣き出しそうな叫びはそこで止やんだ。首を振った藤ふじノの宮みやは赤い頰のまま、俺に砂入りの人ア工ダ林ム檎ズを押しつける。

「……十五日と十六時間は返すわ。わたしを救うために奪った時間なんて受け取れないもの」

「その時間は貸しにしてくれないか」

　え、と藤ふじノの宮みやが目を上げる。

　十五日と十六時間の入った人ア工ダ林ム檎ズを押し戻し、俺は真顔で言った。

「それより俺の夏休みの宿題を手伝ってくれ。マジでヤバいんだ」
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　かくして俺たちの時間盗とりゲームは幕を閉じた。

　総合結果：俺の敗北（オウンゴール）である。

　俺の夏休みは返されず、さらに追加で二週間以上を藤ふじノの宮みやに貸してしまった。

　それでも悔いはない。

　先天性時間欠乏症という藤ふじノの宮みやの病気を知った今、俺は彼女の時間泥棒が遊びではないと理解している。

　彼女には泥棒をする切実な事情があるのだ。




　　　　　　　＊＊＊




　藤ふじノの宮みやは俺の頼み──夏休みの宿題の手伝いに快く応じてくれた。

　彼女のせいで手つかずなんだから当然といえば当然なんだけど。それでも放課後に図書室でクラス一の美少女に勉強を教えてもらえる日が来るなんて、人生、何があるかわからないものだ。

　うちの高校は県内でも有数の進学校なので、夏休みの宿題量は鬼である。とりあえず解答がついている数学ⅠＡの青チャートと現文、古文の問題集は後で全部写すとして、答えのついていない英語の問題集と生物のプリントの束から取りかかる。

　早速、英語でわかんないとこがあるんだけど。助けてー、藤ふじノの宮みや。

「その問題は助動詞の個別の意味を覚えてないと解けないわ。参考書にまとまって載っているから、これを見るといいわよ。あとは時制の一致に気を付けて……」

　図書室だからお喋しやべりは厳禁だ。藤ふじノの宮みやが教えるときは自然と俺に身体からだを寄せ、耳元で囁ささやいてくる。

　……うん、これは想像以上に刺激が強いぞ。ブラック藤ふじノの宮みやだけど全然ブラックじゃない。教え方は懇切丁寧だし、めっちゃいい匂いするし、吐息も耳にかかってるし、なんだかデートのときみたいだ。助動詞？　ああ、それを見て解けと。

　参考書を引き寄せようと手を伸ばしたとき、ちょうど藤ふじノの宮みやの手と重なった。

「っ！」

　途端にびくっとする藤ふじノの宮みや。

　ものすごい勢いで手を引っ込められてしまった。

「ん、すまん」

　謝るが、藤ふじノの宮みやは無言でふいと顔を背ける。その耳が真っ赤になっていた。そんなに怒ることだろうか？

　デート中は普通に手を繫つないでくれたのになあ、と俺は寂しくなる。

　もしかしたら、藤ふじノの宮みやを救うためとはいえあんなことをしたんだから、彼女の中で俺は「嫌い（手くらいなら繫つないでもいい）」から「大嫌い（絶対触りたくないんだけど）」へ降格してしまったのかもしれない。そのうち「超嫌い（半径二メートル以内に近付かないで）」にならないよう気を付けないと。

　さて、ここに当てはまる助動詞は──。

　俺が英語の問題集を解き始めたときだった。

　カタン、と微かな音がした。藤ふじノの宮みやが砂の入った人ア工ダ林ム檎ズを俺たちの間に置いたのだ。

「少しだけ時間を使いましょうか。約一時間だから二人でシェアして三十分ね」

　砂時計の瓢ひよう簞たん型の部分から時の砂が落ちていく。それは落ちるなりキラキラと煌きらめいて虚こ空くうに消えた。

　砂がどんどんなくなっていく不思議な砂時計を俺は凝視する。と、教科書とノートを開いている藤ふじノの宮みやに言われた。

「それを見ていたって宿題は終わらないわよ。せっかくのロスタイムなんだから、有意義に使ったら？」

　ロスタイム？　と俺は藤ふじノの宮みやのほうを見て驚きよう愕がくした。

　世界が停とまっていた。

　歩いている途中の不安定な姿勢で静止している生徒。本を戻そうとして背伸びしたままの図書委員。窓からはためくカーテンは風に弄もてあそばれた形で固まり、校庭の野球部はキャッチボール中に止まっている。いくつものボールが宙で留とどまっていた。

「うおおおっ!?」

　俺は興奮のあまり叫んで立ち上がる。

「しっ、静かに。わたしたちは今、時間の流れに余剰時間を挿入する形で存在しているの。世界から消えているわけではないから、あなたが発した大声は時間が動き出したら、皆の耳に入るわよ」

「え、マジですごいって、藤ふじノの宮みや……！　だって今、この場で動けるのって俺と藤ふじノの宮みやだけなんだろ!?　あのカーテン、どうなってんの!?」

「あ、颯はやてくん、それ以上ここから離れると──」

　窓に近付いた俺は、九月の風を顔に受けて瞬またたいた。

　カーテンが動いている。周囲は本をめくる音やシャーペンを走らせる音が微かすかにしていた。俺の声に反応したのか、近くに座っていた生徒がちら、とこっちを一いち瞥べつする。

　時間が動き出していた。

　俺は藤ふじノの宮みやを振り返る。

　ポニーテールの美少女は黙々と勉強していた。俺が戻ると、彼女はじろりと目を向ける。

「バカなの。人ア工ダ林ム檎ズの範囲外に出たら〈時〉は使えないわ。さっきの時間はわたしが一人で使ったから」

「え？　えーっと、つまり藤ふじノの宮みやは既に一時間勉強したってこと……？」

「そうよ。颯はやてくんが静止している間にね」

　彼女の手元には予備校のテキストがあった。学校の予習復習は終わったのだろう。

　どうやら人ア工ダ林ム檎ズの周囲だけが一時間余分に時間が流れたらしかった。そして、その一時間は、範囲外にいる人間には感知できない。

　知らない間に時間を使われてしまい「ええー」と落胆する俺に、「仕方ないわね」と藤ふじノの宮みやはもう一時間、セットしてくれる。藤ふじノの宮みや優しい。

　再び時が止まった世界で、俺は大人しく席に着いて周囲を見渡した。

「すげえ、完全に時間停止してる。これ、何しても誰にも気付かれないんじゃ──」

「ゴミが一体何をするつもりなのか、詳しく聞かせてもらってもいいかしら」

　据わった目を向けられた俺は、はは、と半笑いになった。別に俺はナニをしようなんて考えてないよ……？

「時間をこうやって使うこともできるんだな。てっきり例の林りん檎ご……〈知恵の実〉に補充するだけなのかと思っていた」

「この場合、実際の時間は進んでいないから、一人でできることにしか使えないわ。それでも、勉強や睡眠をするにはちょうどいいわね」

　静かだし、と続けられて俺は耳を澄ます。

　時間停止した世界は怖いほど無音だった。

「……なんとなく、〈時〉にまつわる情報が秘密にされている理由がわかった気がする。これはチートだもんな」

　テストや部活の試合など。時間を止められたら最強だ。犯罪だってし放題である。

「もしかして、わたしが試験中に時間を止めてると思ってるかしら？」

「いや、そんなこと……！」

「どこまでわたしの言葉を信じてくれるかわからないけど、試験中に時間を止めたことは一度もないわ。時間を止めて高得点を取っても虚むなしいだけだもの」

　普段から真面目に勉強しているから、藤ふじノの宮みやはそう言えるのだと思った。

『わたしも理不尽は嫌いだわ』

　屋上で告げられた言葉が甦よみがえる。

　彼女は本来、曲がったことが嫌いなのだ。泥棒する相手を『ゴミクズ』に限定するのもそのためだろう。彼女は真っ当に生きている人間からは時間を盗とらない。

　きっと藤ふじノの宮みやみたいな人間は少数派じゃないかと思う。

　人間はどうしてもズルをしたくなる。時を止められるなら、試験中に時間を止めてカンニングに走る奴が後を絶たないはずだ。

　だから、〈時〉の仕組みは隠されておいたほうがいい。現在の秩序を維持するには、時間は全員に平等に流れていなければならないのだ。

　俺は宿題に取りかかった。辺りには俺と藤ふじノの宮みやの勉強する音しかしない。

　まさしく二人だけの世界。

　青春のひとときみたいな時間はあっという間に流れ──

「オソザキイイィィィ────ッッック!!」

　突如、上履きの足が俺の胸へめり込んだ。

「ぐはああぁ────ッ!!」
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　不意打ちの跳び蹴りをまともに食らった俺はイスごと後方へ吹っ飛ばされる。後ろにあった長机やイスが巻き添えになり、やかましい音を立てた。なあ、ちょっとありえなくね？　俺、図書室で勉強してたんだよ？　なんで跳び蹴りしてくんの？

　いつの間にかロスタイムは終わっていたらしい。

　図書室の床で倒れる俺の目に、誰かの脚が映った。学校指定のジャージを辿たどって目線を上げると、今度はスカートにぶつかる。

　制服にジャージの下を穿はいた、ショートカットの女子が俺を見下ろしていた。サッカー選手のように細いヘッドバンドを巻いているが、色素の薄い癖っ毛は全然抑えられていない。ぴょん、とアホ毛が自己主張していた。

　そいつは小さな手で俺の胸倉をむんずと摑つかむ。

　プルプルと震えた唇と潤んだ瞳に、あっこれはマズいやつだと俺は直感した。本気でこいつは怒っている。

　サッカー少女がすうっと息を吸い、

「このバカハヤテ!!　なんで夏休み一度も連絡が取れないんだよっ！　スマホは圏外だし、家にもいないし、留守にするならあたしに一言あってもいいだろ!?　夏休み明けてからもずっと無断欠席してるし、おまえ、今までどこで何やってたんだよっ!!」

　耳がキーンとする。

　とんでもない早口でまくし立てられ、俺は頭をのけ反らせていた。そこでサッカー少女の目が細められる。

「……ん？　ハヤテ、おまえまた白髪増えたか？」

　他人が気にしてることを。じーっと観察してくるそいつを俺は押おし退のけた。

「まあ、待てって、マコト。これには深い事情があってだな……」

　と、「マコト？」と藤ふじノの宮みやが大きな声を上げた。

　外野の声にマコトが振り向く。

　藤ふじノの宮みやは俺とサッカー少女を見比べ、どこか動揺を隠せないようだった。

「颯はやてくん、もしかしてあなたの言ってた友達のマコトって……」

　何をそんなに驚いているのだろうか。そうか、俺とマコトのタイプが違うから友達なのが意外なんだな。

「ん？　こいつ──小お曽そ崎ざき真ま琴ことのことだけど」







　当然の帰結として、俺とマコトは図書室から追い出された。

「ったく、どうしてくれるんだよ。おまえのせいで俺まで図書室出禁になっちまったじゃねえか」

　廊下を歩きながら俺は右隣にいるマコトを見下ろす。

　俺とマコトの身長差は優に三十センチはある。これは俺の身長が高いんじゃなくてマコトが小さすぎるのだ。

　背の順では毎回ぶっちぎり一番前。おまけに童顔で胸はまな板だから、この前も男子小学生に間違えられて怒ってたっけ。ああ、この前って七月中の話な。二か月経たってもマコトは男子小学生だった。

　アホ毛をひょこひょこと揺らし、マコトは小さな拳を振り回している。

「元はといえばハヤテが悪いんだろ！　何も言わずに行方をくらましたんだからな」

「だからって、跳び蹴りはないだろ。俺は逃走中の指名手配犯か」

「ふん、夏休みから今の今まで捕まらなかったんだから同じようなもんだろ」

　口を尖とがらせたマコトは、ギロリと俺を睨にらみ上げる。

「それで、ハヤテは今までどこにいたんだ？」

　さて、何と答えるべきか──。俺が頭を巡らせたとき、

「ごめんねえ、小お曽そ崎ざきさん。颯はやてくんがずっと連絡できなかったのはわたしのせいなんだあ」

　左隣で愛あい嬌きようのある声がした。

　アイドル藤ふじノの宮みやだ。ふわふわのリボンが結ばれていてカワイイ。

　俺と勉強していた藤ふじノの宮みやも、必然的に図書室から出てきていた。マコトが首を伸ばして藤ふじノの宮みやを認め、驚いた顔になる。

「え、ハヤテと知り合い!?」

「いやいや、おまえ、それはねーだろ。図書室で俺の横にいたじゃん。俺たちが話してるの、おまえも見てたよな？」

「だって、ハヤテが女子と一緒なわけないだろ。しかも、校内でも人気ある藤ふじノの宮みやさんと。図書室で隣にいたのは、ハヤテが下心から傍そばに寄ってみただけじゃなかったのか？」

　おまえの中で俺の評価がどんなもんかよくわかったよ。

「小お曽そ崎ざきさんって三組だよね。話すの初めてだねえ」

　藤ふじノの宮みやは人懐っこい笑顔をマコトに向ける。マコトが気後れしたように頭をかいた。

「あーよくあたしのクラス知ってたな……」

「だって、小お曽そ崎ざきさん有名だよ？　女子サッカー部の新エースって言われてるでしょ。村田先輩が絶賛してたもん」

「そ、そうか……って、藤ふじノの宮みやさんも女バスですごいって知ってるぞ。うちのクラスの田中が騒いでた！　一年なのに、もうレギュラーなんだってな」

「ふふ、わたしより小お曽そ崎ざきさんのほうがすごいよお。男子サッカー部の紅白試合に助すけっ人とで呼ばれてるんでしょ？　マネージャーの中村さんからそう聞いたよ」

「あーうん、人数足りなかったから仕方なくな。村中部長に直々に頼まれてさー」

「それで中田先輩と田村先輩を抜くスーパープレイでしょ？　わたしも試合、少しだけ見たけど感動しちゃったなあ」

　村田、田中、中村、村中、中田、田村……もうわけわかんねえよ。おまえら、ほんとにそいつら全員、識別できてんの？

　交友関係が宇宙な陽キャたちについていけず、俺は女子二人の間の障壁物と化す。

　藤ふじノの宮みやに持ち上げられてマコトはすっかり気をよくしていた。アホ毛が犬の尻尾みたいにぶんぶん揺れている。

「いやあ、それほどでも。……それで、なんでハヤテの音信不通が藤ふじノの宮みやさんのせいなんだ？」

「実は、わたしが終業式の日に颯はやてくんをクルージングに誘ったの。急きゆう遽きよ、一緒に行く人の都合が悪くなってチケットが余っちゃって」

「へ、へえ……くるーじんぐ？」

「そうしたら、乗っていた客船が岩にぶつかって壊れちゃったんだよ。船は沈んじゃったの」

「ああ、タイタニックみたいなやつだな。それは大変だったな……」

「そうなの。でも、本当に大変だったのはここからで……わたしと颯はやてくんは海を流されてどこかの無人島に漂着したんだよ」

「無人島だって!?」

「スマホは濡ぬれて使えないし、誰にも連絡できない。ときどき海の向こうに通る船が見えるんだけど、わたしたちがいくら叫んでも船は気付かずに過ぎ去っちゃうの」

「ぞっとするほど絶望的だな！　で、どうやって二人は帰ってきたんだ？」

「わたしと颯はやてくんは協力してイカダを作ったの。島から脱出して、どこかの船に助けてもらおうと考えてね」

「おおっ、それで？」

「ある晴れた日、わたしたちは完成したイカダに乗って島を脱出したの。でも、簡単にはいかなかったんだよ。あまり大きすぎる船だとこっちを見つけてもらえないし、スクリューに巻き込まれる危険があるから近付けなくて」

「そうなのか。知らなかったぞ！」

「そうして海を彷徨さまよっているうちにわたしたちは力尽きて、気が付いたら二人とも、病院にいたの。運よく通りかかった漁船に助けてもらっていたみたい」

「うおおっ、よかった！　奇跡だ……！」

「颯はやてくんはわたしより衰弱がひどくて、わたしよりずっと遅くに目覚めたんだよ。当然だよねえ。だって、颯はやてくんは残り少ない食料や水を譲ってくれた上に、わたしが眠っている間にもイカダを漕こぎ続けてくれたんだもん。そういうわけだから、颯はやてくんは今まで音信不通だったんだ。責めないであげてほしいなあ」

　藤ふじノの宮みやがマコトにうるうるとした眼まな差ざしを注ぐ。マコトがはっとなった。

「そ、それはしょうがないよな！　連絡がないくらいで腹を立ててた自分がバカみたいだ。大変だったな、ハヤテ。無事に戻って来られて本当によかった！」

　涙ぐんだマコトにバンバンと背中を叩たたかれる。

「じゃあな、ハヤテの状況がわかったところであたしは部活へ行くぞ。今日の夜は家にいるんだよな？　一緒に夕飯食べような！」

　マコトは手を振り、俺の返事を待たずに走り去っていった。

　廊下には俺と藤ふじノの宮みやが残される。

「……藤ふじノの宮みや」

「何かしら」

　藤ふじノの宮みやは既にリボンを解ほどいていた。その口元に黒い微笑が浮かんでいる。

　しれっと壮大な噓うそをついた時間泥棒に俺は口を噤つぐんだ。

　マコトに関してはこれで丸く収まったのだから、もはや何も言うまい。マコトがちょっとアホな子でよかった。

　図書室を追い出された俺たちが行く場所は、自分たちの教室しかない。教室へ戻る途中、藤ふじノの宮みやが「一緒に夕飯、ねえ……」と呟つぶやくのが聞こえた。

「え？」と俺は横を見る。藤ふじノの宮みやは釈然としない表情で言った。

「颯はやてくんの友達が女子だなんて夢にも思わなかったわ」

　まったく、どいつもこいつも……。
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　下校時間まで藤ふじノの宮みやと宿題をした俺は、家に帰ってからもダイニングのテーブルで続きをしていた。今度は答えを丸写しできるやつだ。あえて二階の自室でやらないのは来客があるのを知っているからである。ピンポーン。ほら来た。

　ドアを開けると、両手に買い物袋を持ったマコトがいた。

「ハヤテ、喜べ！　今日はチーズハンバーグだぞ。って、おまえはまたなんつー恰かつ好こうで出てくんだよっ！」

　俺を見るなり、マコトは顔を赤くして目を怒らせる。

「人を変態みたいに言うなよ。ちゃんと穿はいてるじゃないか」

「パンツだけな！　おまえそれでいいってんなら、その恰かつ好こうで町内一周してこい」

「家ん中だし、いいだろ。どうせおまえしか見る奴いねーし」

「そのあたしが気になるから何か穿はけっつってんだろ！」

　ぷくーっと頰を膨らませるマコト。その視線が俺のトランクスをちらちらと掠かすめていた。

「わかった、わかった」

　俺は仕方なくジャージを求めて自室へ行く。

　戻ると、マコトは早速キッチンに立っていた。俺の家に置いてあるマイエプロンを装備している。マコトには似合わない白いフリル付きのだ。小学生がおままごとしてるみたいでちょっと笑える。以前そう言ったら蹴られたから二度と言わないけど。

　高校に入ってから、マコトはほぼ毎日、俺の家に夕飯を作りに来てくれる。それを二人で食べるのが一学期の日常だった。

「夏休み、うちの母さんもハヤテを心配していたんだぞ。今までこんなことなかったから。もしハヤテに何かあったらハヤテん家ちに申し訳が立たないって」

「いやいや、静しず流るおばさんが気にすることじゃないよ。俺の自己責任だって」

「そういうわけにはいくか。うちはハヤテの両親から直々にハヤテのことを任されてるんだからな」

　俺の両親が仕事の都合で海外へ行ってもう一年近くになる。

　元々、両親が共働きだった俺は、幼いときからよくマコトの家にお世話になっていた。俺だけ日本に残りたいという主張が認められたのも、家族同然に過ごしてきたマコトの一家が隣にいたからなのだ。

「それは静しず流るおばさんに悪いことしたなあ。あとで顔出したほうがいいのかな？」

「今日は夜勤だからいないぞ」

「そっか。じゃあ、後日だな」

　カリカリとシャーペンを走らせている俺の視界の端では、マコトがせわしなく動いている。料理をするときのこいつは、いつも無駄に素早いのだ。

「なあ……藤ふじノの宮みやさんとはいつから仲良いんだ？」

　マコトの口調に、わずかな躊ちゆう躇ちよを感じた。俺はノートに向かったまま返す。

「ん？　七月二十日」

「終業式の日じゃないか」

「そうだけど」

「それでそこからずっと二人っきりだったってわけか。……そりゃ仲良くなるはずだよな。しかも無人島だろ!?　ああ見えてハヤテはいざというとき頼れるタイプだし……」

「おーい、後半早口すぎて何言ってるのか全然聞き取れねーんだけど」

「独り言だから聞かなくていい！　なんで今日も藤ふじノの宮みやさんと一緒に勉強してたんだ？　放課後に勉強なんてハヤテらしくないぞ」

「夏休みの宿題だよ。終わってねーから藤ふじノの宮みやに手伝ってもらってんの」

「それくらいあたしでも手伝えるぞ。なんで藤ふじノの宮みやさんに頼むんだ!?」

「んー貸しがあるから、かな」

「貸しって何だよ!?」

「それは藤ふじノの宮みやの名誉のために言えない」

「っ！」

　はー青チャート終わる気しねえ。果てしなく続くアルファベットの羅列にうんざりしていると、タタタタンッ！　と凄すさまじい包丁の音がした。

　俺は顔を上げる。

　目を血走らせたマコトが親の仇かたきみたいにキャベツを刻んでいた。ヤベえ、マコトの腕が速すぎて視認できないぜ。

　マズいな、と思った俺は声をかける。

「おいマコト、そんなにしたら……」

「痛いって」

　唐突にマコトの手が止まった。ほら、言わんこっちゃない。

「切ったのか？」

　俺はテーブルを立った。マコトは千切りキャベツの前で指を押さえていた。こんがり日焼けした手に、ぷくりと鮮血の粒が浮かんでいる。

「ったく、しょうがねえなあ」

　俺がマコトの手を取った瞬間、小さな身体からだが震えた。

「ダメだ、ハヤテ！」

「何がダメなんだよ。何もしないほうがダメだ」

「大丈夫だから！　こんな傷くらいあたしは平気……！」

　マコトが必死に腕を引こうとするが、俺は離さなかった。蛇口を捻ひねる。血を洗い流して、手近にあった消毒液をかけて、絆ばん創そう膏こうを貼る。はい、終わり。

「……」

　マコトは狐きつねにつままれたような表情をしていた。

「何だ、俺の手当てじゃダメだったか？」

　ううん、とマコトは大人しく首を横に振る。俺は宿題に戻った。

　ハンバーグを焼くジュウウゥという音とデミグラスソースの食欲をそそる匂いがしてきたところで、俺は宿題を切り上げた。

　二人で協力して食器をテーブルに並べ、向かい合って座る。両手を揃そろえ、

「「いただきます」」

　合図もなしに、ぴたりと声が重なった。

　俺とマコトの視線がぶつかり、どちらともなく微わ笑らう。二か月離れていたくらいじゃ俺たちのタイミングはズレない。それに言いようのない安あん堵どを覚えた。

　箸を取った俺は、ハンバーグを口に運ぶ。

「あー久しぶりにこの味食ったな。ほっとする」

　ボヤくと、マコトの表情がぱっと輝いた。アホ毛がぶんぶんと揺れる。

「そ、そうか！　ハヤテにそう言われると嬉うれしいな……。この二か月、おまえがいなくて腕が落ちてないか心配だったんだ」

　俺は味み噌そ汁しるを一口飲んだ。マコトに親指を立ててみせる。マコトがふにゃふにゃと照れたように笑った。

「無人島じゃロクなもん食えなかっただろ」

「まあな。一回だけ至高のメニューみたいな弁当食った以外、まともに食ってなかったわ」

「至高のメニュー？」

「ああ、藤ふじノの宮みやの手作り弁当な。これが半端なくウマくてさ」

　白米を口に入れていたマコトの箸が止まる。

「機会があったらマジで一回食ってみるといいぞ。こんな絶品料理がこの世にあるのかって感動するから。いやあ、あれは俺史上に残る味……って、うおおおっ!?　なんで!?　なんで俺のハンバーグが光の速さで消えてるの!?」

　いつの間にか俺の皿は空っぽだ。

　俺の食いかけにかぶりつくマコトは剣けん吞のんな雰囲気を放っていた。ギロ、と俺を睨にらむ。

「そんなに藤ふじノの宮みやさんの料理がいいなら、夕食も藤ふじノの宮みやさんに作ってもらえばいいだろ。どうせあたしの料理には感動も何もないよ！」

「なっ、誰もそんなこと言ってないだろ!?　マコトの飯もウマいよ、ほんとだって！　ハンバーグ返せよ！」

「やだね！　美人な藤ふじノの宮みやさんに宿題見てもらったり、弁当を作ってもらえたりしてよかったじゃないか。あたしはもうハヤテなんて知らん！」

「はあ!?　宿題とか弁当とか、今日の夕飯とは何も関係がないだろ。どうして俺のおかずが食われていくの!?」

　取り返そうと伸ばした箸が見事に空くうを切る。マコトは皿をひょいと動かし、俺の箸を躱かわしていた。それを十回くらい繰り返して、ようやく俺はマコトの様子がおかしいのに気付く。

「……おまえ、何か怒ってる？　主に俺と藤ふじノの宮みやのことで」

「仕方ないだろっ！　無人島で男女が二人っきりだったんだから、何があったっておかしくないことくらい、あたしでもわかるぞ！」

　マコトは皿を頭上に掲げ、バン、と立ち上がった。

　その瞳がキラリと輝く。

　……こいつ、もしかしてちょっと涙目になってる？　俺は呆あつ気けに取とられて、はあ～～と息をついた。

「待った待った。おまえ、そんなこと想像してたわけ？　違うから。俺と藤ふじノの宮みやはそういう関係じゃねーよ」

「なっ、でも夏休みずっと藤ふじノの宮みやさんといたんだろ。今までぼっちだったハヤテが、学校で女子といるなんて……！」

「あのなあ、男女が一緒にいるイコール付き合ってるとかいう安直な考えを、おまえがするとは思わなかったわ。ちょっと落ち着いて考えてみろ。あの藤ふじノの宮みやだぞ？　才色兼備で男子から絶大な人気がある藤ふじノの宮みやだぞ？　俺なんかを相手にすると思うか？」

　マコトが黙り込んだ。皿は下ろしたが、まだ疑いの眼めを向けてくる。

　俺は自嘲気味に鼻を鳴らした。

「藤ふじノの宮みやにも面と向かってはっきり言われたよ。俺のことは嫌いだってな。ゴミとか、ぼっちは自業自得とか、マジで心折れるくらい罵倒されたんだぜ」

　マコトが眉をひそめた。

　俺は箸を伸ばしてハンバーグを奪還した。マコトの妨害はなかった。

「ま、そういうことだ。俺が藤ふじノの宮みやと付き合うとかありえねえよ。おまえが寂しがるのは早とちりってわけだ」

　ウマいウマいとハンバーグを食べる俺。マコトはそんな俺をじっと見つめていたが、やがて席についた。

「……そっか。そうだよな。ハヤテにあんな美人なカノジョができるわけないよな。あたし、早とちりしてた！」

「……なんか他人に言われるとムカつくな。喧けん嘩か売ってる？」

「あーあ、いつになったらハヤテはカノジョできるのかなー。夏休みが終わって、校内でもカップルが増えてきたのになー」

　さっきまでの涙目はどこへやら。マコトはニマニマと笑って俺を覗のぞき込んでくる。ちっ、と俺は千切りキャベツを頰張った。

「うるせえぞ。おまえこそカレシはできたのかよ」

「実はな」

　そこでマコトは言葉を止めた。

　俺は目を上げる。マコトの日焼けした顔が微かすかに赤らんでいた。一瞬、恋をした女の子みたいな表情に見えて、俺は焦る。

「……マジ？　おまえ、カレシできたの？」

　マコトは味み噌そ汁しるのお椀わんを両手で持ち上げ、口を付けた。そんな動作が妙にゆっくりと感じられる。

　固かた唾ずを吞のむ俺を見て、マコトはニカっと笑った。

「まだ募集中だぞ！　よかったな、ハヤテ！」

「なんだよ、ビビらせんな……」

　脱力した。はああ、マコトに先を越されたかと思ったぜ……。

　俺だってもしマコトにカレシができたら祝福はするが、一抹の寂しさは覚えるだろう。俺の親友が誰かの恋人になったら、こうして二人で夕食を囲むこともなくなるんだろうし、それはもっとずっと先の話であってほしいと自分勝手だが思う。

　マコトが俺と藤ふじノの宮みやの仲を誤解して取り乱したのも、この居心地のいい時間を失いたくなかったからなんだろう。

　すっかり機嫌を直したマコトは、俺の茶ちや碗わんにおかわりを入れてくれる。

「そういえばハヤテ、今週の土曜って空いてるか？　夏休み、一緒に遊べなかっただろ。あたし、レジャーランドのチケット持ってるんだけど」

　あー、と俺は曖昧な声を出して茶ちや碗わんを受け取った。

「悪いな、俺、今度の土曜は用事があるんだ」
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　九月最後の土曜日はまだ辛かろうじて暑かった。

　駅の改札を出ると、俺の目に見知った美少女の姿が飛び込んでくる。藤ふじノの宮みやだ。

　今日の彼女はスポーティな服装をしていた。大きめのダボついたトレーナーに、美脚が映えるぴっちりとした黒パンツを合わせている。髪はサイドに纏まとめていて、美人でスタイルがいいと何を着ても様になるんだなあ、と俺は純粋に感心する。

　現在時刻は待ち合わせの十分前。来るのが少し早かったか、と思ったが、杞き憂ゆうだったようだ。

「よお、早いな」

　俺が声をかけると、駅ナカのショーウィンドウで自分の恰かつ好こうを確認していた藤ふじノの宮みやがびくりとした。俺を認め、ブラック藤ふじノの宮みやは顔を明るくする。

「あら、そっちこそ早いじゃない」

「電車の乗り継ぎが上う手まくいってな。おまえはいつから来てたんだ？」

　首を傾かしげた俺に、藤ふじノの宮みやはたじろいだ。ふいと顔を背けて言う。

「わ、わたしはっ、たまたま早く目が覚めたのよ。窓の外で鳥がうるさかったから、起きてしまって……」

「……」

　いや、俺が訊きいたのは早く来た理由じゃないんだがな。

　何な故ぜか言い訳する藤ふじノの宮みやを不思議に思っていると、彼女は横目で俺の服装をチェックしていた。

「へえ……颯はやてくんにしたら及第点かしら」

「厳しいな、おい！　確かに全身ファストファッションのブランドだけどさ」

　これでも一式わざわざ揃そろえたのだ。センスに自信がなければ、マネキンが着てるものを全身買え。俺がラノベから学んだことだ。

「ふふっ、デートのために頑張ってきたのは認めてあげるわ。今日も本気を出してくれるのよね？」

「……その件なんだが、本当にいいのか？　時間盗とりゲーム第二弾をやって」

　藤ふじノの宮みやは先天性時間欠乏症だ。

　彼女には生まれつき、時間がない。俺の夏休みを盗とったのは、彼女のやむにやまれぬ事情があるからだった。

　それを知った今、俺は彼女に夏休みを返せと強く迫れないでいる。今日のゲームも藤ふじノの宮みやから誘ってきたのだ。夏休みを取り返すチャンスをあげる、とか言って。

「颯はやてくん。あなたが言ったのよ、理不尽だって」

　藤ふじノの宮みやの声のトーンが低くなり、俺は口を噤つぐんだ。

　彼女は腰に手を当て、強い眼まな差ざしを俺に注いでいる。ブラック藤ふじノの宮みやの本領発揮だ。

「あなたにとって夏休みを盗まれたのは理不尽。そうよね？　そこにわたしの事情は関係ないわ」

「それは、そうだが──」

「理不尽と非難されたからには引き下がれないわ。それはわたしがこの世で最も忌み嫌うものだもの。わたしは、自分の時間を奪った世界と同じ『理不尽』にはなりたくないのよ」

　わかってくれるかしら、と藤ふじノの宮みやは顔を寄せて囁ささやいた。

　彼女の凄すごみのある表情に耐えきれず、俺は目を落とす。

「……なら、いっそのことゲームなんかせずに夏休みを返してくれよ」

「バカなの。そしたらデートできないじゃない」

　──は？

　さらりと放たれた台詞せりふ。

　俺の頭が疑問符でいっぱいになった。

「へ？　ええーっと……？　デートできないって、それって……？」

　藤ふじノの宮みやは俺とデートしたいってこと？　え、でも藤ふじノの宮みやは俺のこと嫌いなんだよな？　どゆこと？

　俺が混乱していると、藤ふじノの宮みやがはっとした。

　失言に気付いたみたいに彼女はわたわたと両手を動かす。ブラック藤ふじノの宮みやにはまったく似つかわしくない慌てようだ。

「ち、違うわよ！　何勘違いしてるの!?　デートできないっていうのは……そう、時間盗とりゲームができないって意味よ！」

　ごほん、と咳せき払ばらいすると、藤ふじノの宮みやは人差し指を立てる。

「颯はやてくん以上のカモはいないんだから、時間泥棒としてはゲームを続けたいに決まっているじゃない」

　あーそういうことか……理解した。

　つまり、藤ふじノの宮みやは時間が欲しい。俺に夏休みをベットしたゲームをさせて、彼女はさらに俺の時間を奪おうとしているのだ。俺が合意して時間盗とりゲームに参加している以上、俺が敗北して時間を失うのは自己責任だ。

　俺が勝てば夏休みを返却しなければならないが、藤ふじノの宮みやが勝ち続ければ俺から正当に時間を奪える。……なんて抜け目がないんだ！

「あなたは夏休みを取り返したい。そのためだけに動けばいいわ。同情や憐れん憫びんは結構よ。わたしもわたしの目的のためだけに行動するもの」

　顎を上げて言った藤ふじノの宮みやは、それっきりそっぽを向いてしまう。

　頑かたくなな横顔に、俺は「……わかったよ」と言っていた。

　彼女の倫理観とプライド。それを両立させるには、ゲームをするのが一番なのだろう。

　もし俺が同情から彼女に時間を与えてしまえば、傷付くのはきっと藤ふじノの宮みやだ。彼女は決して同情に訴えなかった。俺が虫食い林檎ワーミーアツプルを目にするまで病気だとは明かさなかったのだ。その意思を、矜きよう持じを、尊重したいと思う。

「だが、前回と同じ轍てつを踏むのはごめんだぞ。俺が藤ふじノの宮みやを消しそうになるとか勘弁してくれ」

「その対策はバッチリよ。今日はこの人ア工ダ林ム檎ズを使ってもらうわ」

　藤ふじノの宮みやは空っぽの砂時計を差し出す。

「前回のと見分けがつかないんだが……？」

「そのアダムズに収容できる〈時〉のマックス値は三時間なの」

　俺は人ア工ダ林ム檎ズを受け取り、ひっくり返してみる。製造番号らしきものが見て取れた。

「どれだけドキドキしても、取れる時間は三時間が限界よ。夜までにゲームを終えれば、わたしが消えるのはありえないわ」

　藤ふじノの宮みやの〈知恵の実〉は二十四時間分しか〈時〉を溜ためられない。前回使った人ア工ダ林ム檎ズでは、藤ふじノの宮みやの時間を根こそぎ奪えるからマズかったのだ。

「なら、いいか。てか前回もこれで勝負していれば、あんなことにはならなかったんじゃ……？」

「一長一短ね。それは三時間しか取れない代わりに、反応も鈍いの。つまり、ちょっと心拍数に差があっただけじゃ、〈時〉を取れなくなってるわ。前回はまさか颯はやてくんがわたしから何十時間も取れるとは思わなかったから、あれを使ったのよね……」

「なるほど。前回なら逆に俺が誤ったときに使えば、おまえは大量の〈時〉が手に入るしな」

「そういうことよ。わかってるじゃない」

　黒く微笑ほほえんだ藤ふじノの宮みやに、俺は嘆息した。

「今回もゲームのルールは同じよ。颯はやてくんがわたしから時間を奪えたら勝ち。あと、一つ制限をつけましょう」

「制限？」

「その人ア工ダ林ム檎ズがいっぱいになったらゲームは終わり。三時間も取られたら十分でしょう？」

　藤ふじノの宮みやはじっと俺を窺うかがってくる。

「そうだな。俺もあまり藤ふじノの宮みやから時間を取りたくない」

「寝言は寝て言いなさい。わたしはあなたの時間を心配して言ってあげてるのよ、六十日と五時間を盗とられた颯はやてくん」

　くそおおお！　そうか、合計したらそんだけ盗とられてんのか俺！

「早く行きましょう。せっかく開場と同時に入れるように来たんだから、ここで時間を潰すのはもったいないわ」

「開場……？」

　ぐいぐいと腕を引く藤ふじノの宮みやに俺は訊きいた。

　藤ふじノの宮みやが行きたいところがあると言っていたので、デート場所は完全におまかせしたのだ。

　午前中の陽光を浴びた藤ふじノの宮みやがくすりと笑う。

「着いてからのお楽しみよ」







　数分後、俺は巨大なドーム型の建物の前にいた。

　浮き輪を抱えた家族連れや、いかにも陽キャな若者集団がそこに吸い込まれていく。ドームには大きな看板が掲げられていた。

『南国スパリゾート　マリンパーク』

　ヤシの木のイラストを両脇に飾ったそれを無表情で見つめることしばし、俺は叫んだ。

「待て。ここはプールじゃねえかっ！」

　藤ふじノの宮みやはわざとらしく小首を傾かしげる。

「プールなんてどこに書いているのかしら？」

「書いてなくたって看板の雰囲気でわかるだろうが！　これはあれだろ。いろんな種類のプールがある施設だろ」

「颯はやてくん、ここはスーパー銭湯よ。れっきとした温泉だわ」

　スーパー銭湯！　いつぞやのサイトが脳裏を掠かすめた。

「……おい藤ふじノの宮みや。言ったよな、俺がデートでプールに行くのはありえないって」

　幼少期に川で溺れたトラウマにより、俺は水が大の苦手である。俺は陸上生物としての誇りを胸に生きると決めたのだ。

「颯はやてくん……心配しなくてもここのプールは深くないわ。本格的に泳ぐ人もいないし、水遊びをする程度の深さよ」

「それでもだよ。デート場所なら他にもあるだろ。違うとこにしてくれ」

　俺はくるりと回れ右をするが、

「っ!?」

　藤ふじノの宮みやに後ろから抱きつかれていた。

「颯はやてくんはわたしの水着、見たくないのかしら──？」

　拗すねたような囁ささやきがした。彼女の両腕はしっかり俺の胴に回されていて、背中には二つの大きな膨らみが当たっている。

　──水着。

　想像力とは凄すさまじいもので、俺の脳内では一瞬のうちに何十パターンもの藤ふじノの宮みやの水着姿が流れていった。……見たい。見たいに決まってるだろ。プールに入らなければ大丈夫か？　そうだ、俺はプールサイドで藤ふじノの宮みやを見学していれば──

「って、待て待て！　それ俺に勝ち目ないだろ。これはゲームなんだよなあ？」

　藤ふじノの宮みやの腕を振りほどき、俺はツッコんだ。

　危ねえ、すっかりゲームだって忘れかけてたわ。

　水着姿の藤ふじノの宮みや相手に冷静になるとか無理ゲーだ。負ける未来しか見えない。

「ふうん、颯はやてくんはわたしの水着姿を見たら平常心を保てないと？」

「俺に限らず健全な男子高生なら全員そうだよ」

　指摘すると、藤ふじノの宮みやが少しつまらなさそうな顔になった。

「……颯はやてくん、こう考えたらどうかしら。勝敗、という枠組みを外すのよ。このゲームで颯はやてくんはわたしの水着が見られる。わたしは時間が手に入る。お互いメリットしかないわ」

「そんな詭き弁べんに騙だまされるかっ。その論理には、俺の時間が盗とられるデメリットが丸無視されてんだよ！」

　そのときだった。

「あれ、ユッキー？」

　爽やかな男の声がかかる。

　首を回すと、そこには随分なイケメン──早乙女さおとめ先輩がいた。柄物のＴシャツにカーキ色のパンツ。クラッチバッグなんか持ってて、明らかにオシャレ上級者だ。枯葉色の髪は無造作にセットしてあって、また顔がよくて長身だから何着ても似合うんだよなあ……。

　てか、ユッキーって誰？

「早乙女さおとめセンパイ！」

　やたらと明るい声が横からした。アイドル藤ふじノの宮みやが満開の笑顔になっている。

　そうか、白しら雪ゆきだからユッキーなのか……そういや俺にも最初は「ユキ」って呼んでとか言ってきてたなあ……。

　リボンをふわふわと揺らして藤ふじノの宮みやは早乙女さおとめ先輩に駆け寄る。

「奇遇だね。もしかして、ユッキーたちもマリンパークに遊びに来たの？」

「はい。え、センパイもですかあ？」

「うん、九月までの無料チケットを大量にもらってね。今日行けそうな人に声かけてさ」

「あ、そのチケットわたしも持ってます！　入場料無料なら行くしかないですよねえ」

　早乙女さおとめ先輩の後ろには総勢十五人くらいの高校生男女がいた。全員私服だからわからないけど、うちの高校なんだろう。男子の何人かが目め敏ざとく藤ふじノの宮みやを見つけて、「あ、藤ふじノの宮みやだ！」「私服初めて見た」とか騒いでいる。俺は二回目だぜ。羨ましいか？

　俺が置いてきぼりになっているのに気付き、アイドル藤ふじノの宮みやは言った。

「颯はやてくんは知らないよね。男子バスケ部の早乙女さおとめ先輩だよ。二年で、次期部長ですよねえ、センパイ？」

「はは、まあ、そうなりそうだよねえ。俺は部長って柄じゃないんだけど」

「えー謙遜ですかあ？　センパイが一番、適任ですって」

　藤ふじノの宮みやの上目遣いに早乙女さおとめ先輩は満更でもなさそうだ。それからイケメンは俺を見た。

「キミ……」

「どうも、加か嶋しまです。藤ふじノの宮みやと同じクラスです」

「ああ、この前は名前聞きそびれちゃったね。へえ、ユッキーとクラス同じだったんだ」

　早乙女さおとめ先輩は俺に穏やかな視線を注ぐ。

　……覚えてたのか。てっきり向こうは俺の特徴のない顔なんて忘れてるかと思ったのに。

　藤ふじノの宮みやが「この前？」と首を傾かしげる。

「裏庭で加か嶋しまくんと会ったんだよ。例の桜の樹きで」

　途端にぷっと藤ふじノの宮みやが噴き出す。

「センパイ、それ森先輩辺りが盛り上がっちゃうネタですよお」

「違うって、誤解！　森っちには絶対言わないで。それマジで笑えないから」

　親しげに笑い合う美男美女。

　どうやら藤ふじノの宮みやと早乙女さおとめ先輩はよく話す間柄らしい。二人の仲良しムードにあてられ、俺は居心地の悪さを覚えていた。

　と、

「あーっ、ハヤテーっ!?」

　マコトだった。集団の中から鉄砲玉みたいに飛び出してくる。おまえもいたのか。

「土曜は用事があるって言ってたじゃないか。なんでここにいるんだ？」

　ヘッドバンドをしたサッカー少女は俺の前まで来ると、ぷくーっと頰を膨らませた。いやだから、ここで用事だったんだよ……。

　マコトの目が一瞬だけ鋭く藤ふじノの宮みやを捉える。

「……まさか用事って、藤ふじノの宮みやさんと会うことだったのか？」

「そうだよ。まさかって何だよ」

「藤ふじノの宮みやさんとふ、二人きりでか？」

「ああ。……別におまえと二人で遊ぶことだってあるよな？」

「あ、あたしが誘ったときには断ったのに……！」

「藤ふじノの宮みやと先に約束してたんだよ。レジャーランドそんなに行きたかったのか？　ごめんな。今度行こうぜ」

　俺はマコトの頭をわしゃわしゃとかき回した。あちこちに跳ねた癖の強い髪を乱され、マコトは抗議の声を上げる。

「うあーやめろって、ハヤテー。これでもアイロン使ったんだぞー！」

「別にそのままでもいいだろ。おまえのトレードマークだろうが」

「むうぅう、あたしは気にしてんだー！」

　細い腕を振り回して抵抗するマコト。なんだか犬みたいで、俺も調子に乗ってしまう。

　ふと、寒気がした。

　俺はマコトの髪に手を埋めたまま、横を見る。

　藤ふじノの宮みやが絶対零度の目でこっちを見ていた。

　──ん？

　疑問に思った隙に、マコトは俺の手から抜け出す。両手で髪を直したマコトは「……バカハヤテ」と言って俺を軽く蹴りつけた。その顔が赤い。

「ユッキー、行こうか」

　早乙女さおとめ先輩に促された藤ふじノの宮みやは瞬時にアイドルに戻った。にっこりと笑ってイケメンを見上げる。

「そうですねえ、早く入りましょうか」

　いつの間にこの二人で遊びに来たみたいになってんだ。

　内心でツッコんだとき、ぐい、とシャツを引かれる。マコトが俺のシャツを摑つかんでいた。

「行くぞ、ハヤテ。今日のところはここで我慢してやる」

　あれ？　そうなるの？

「待て、俺には陸上生物としての誇りが……！」と抵抗を試みるものの、マコトは決して俺を逃がしてはくれなかった。







　チケット売り場でレンタル水着を借りて、俺たちは男女に分かれた。更衣室の向こうにある水着ゾーンで女子たちと待ち合わせをする。

　脱いだシャツをロッカーに入れ、はあ、と一人で大きなため息をついていると、

「俺らと一緒になって悪かったね、加か嶋しまくん」

　気を遣ったのか、早乙女さおとめ先輩が話しかけてきた。こういうところ大人だと思う。コミュ力のない俺には絶対に真ま似ねできない。

　早乙女さおとめ先輩は俺の近くのロッカーを確保して、カバンを入れている。金色のペンダントを外すのが見えた。

「あーまあ、気にしないでください。今日はもう、いろいろ諦めてますんで……」

　言いながら俺はそっと人ア工ダ林ム檎ズをズボンから水着のポケットへ移す。時間盗とりゲームができるのかは謎だが、一応だ。

　早乙女さおとめ先輩の視線を感じた。

「ユッキーとデートは何回目？」

「……二回目、ですね」

　もしかしてこの人、藤ふじノの宮みやのこと狙ってるのかな、と思った。

　バスケ部なだけあって早乙女さおとめ先輩は脱ぐとしっかり筋肉があった。俺の貧相な身体からだとは雲泥の差である。

「二回目でプールなら、十分進展してると思うけどなあ。何も諦めることなくない？」

「あ、いや、諦めてるってのはそうじゃなくて……俺、泳げないんですよ」

「へえ、まったく？」

「幼少期のトラウマで、水の中で足がつかないって思うとパニックになるんですよね。だから絶対プールは嫌だったんですけど、藤ふじノの宮みやが強引で……」

　今頃、時間泥棒はしてやったり、という顔をしているんだろう。プールに連れ込んでしまえば、俺をドキドキさせることなど造作もない。

　はあ、と二度目のため息をつく俺に、早乙女さおとめ先輩は言った。

「じゃあさ、帰れば？」

　え、と俺は首を回す。

　早乙女さおとめ先輩は水着に着替えながら口を開いた。

「トラウマなら仕方ないじゃん。ユッキーには俺から言っとくよ。加か嶋しまくんは体調が悪くて帰ったって」

　意地悪も他意も感じられない。本気で俺を気遣っているとしか思えない口調に心が揺れた。じゃあ、お言葉に甘えて、と言おうか迷っていると、早乙女さおとめ先輩がこっちを見た。ふっと口元を緩める。

「それがいいよ。俺もユッキーの水着姿をキミに見せたくないし」

　──は？

　空気が凍りついた気がした。

　早乙女さおとめ先輩は優しい表情で俺を見下ろしている。だけど、ずっと笑顔だと思っていた先輩の目は少しも笑っていなかった。俺の背に嫌な汗が滲にじむ。え、この人、善良そうに見えて実は腹黒なの……？

　早乙女さおとめ先輩はロッカーを施錠した。硬直している俺を置き、他の男子に朗らかな声をかけていく。

　俺は慌てて水着に着替えると、彼らの後を追った。







　施設のムサい更衣室を抜けるとそこは南国だった。

　白い砂浜をイメージした床、至るところに置かれたヤシの木を模したオブジェ、壁は目にも鮮やかなマリンブルーで塗られ、中央には巨大な正方形のプールがある。

　屋外にはウォータースライダーや波のプールまであるみたいだ。

　小学生がわーきゃー言っているプールを渋面で見つめ、やはり来るべきではなかったか……と俺は深い悔恨に浸る。

　水着ゾーンの入り口では、早乙女さおとめ先輩率いる陽キャ男子たちがそわそわしていた。何を待っているのか？　もちろん、水着の女子たちである。

　陽キャに混じれない俺は、早乙女さおとめ先輩たちから離れたところでぽつんと佇たたずむ。やがて、「お待たせー」という女子の声と男子の興奮が伝わってきた。

　俺は集団に目を遣やる。

　あー眩まぶしいな……。藤ふじノの宮みやはビキニ姿だった。メリハリのある白い肢体を惜しげもなく晒さらしている。想像以上にボリューミーな胸に、くびれた腰……。男子どもの視線がそこに注がれていて、俺はなんだか面白くない。

「みんなー、あっちにウォータースライダーあるから行こうよ」

　早乙女さおとめ先輩の一言で男子たちの視線が藤ふじノの宮みやから剝がれた。女子たちがキャイキャイと早乙女さおとめ先輩に寄り添い、そこに男子も混じってリア充集団は屋外のプールへ向かっていく。

　さて、俺はサウナにでも入ろうかな、と人のいないほうへ歩きかけ、

「どこ行くのかなあ、颯はやてくん」

「っ!?」

　腕を取られ、俺は息を吞のむ。

　俺を捕まえていたのはアイドル藤ふじノの宮みやだった。早乙女さおとめ先輩たちについて行かなかったのか……。

　横目で見れば、水着から零こぼれそうな双丘が間近にある。その白さに俺は頭の中まで塗り潰されそうだった。

　人懐っこい瞳で藤ふじノの宮みやは俺を覗のぞき込む。

「ゲームしないの？　それとも颯はやてくんは夏休みを諦めちゃうのかなあ？」

　あからさまに煽あおられた俺は、藤ふじノの宮みやの谷間から視線を引き剝がした。

「オーケー、ゲーム開始だ」




　～時間盗とりゲーム、開スタ始ート～




　俺たちはマリンパークの屋内ゾーン、様々な風呂がある区画へ入っていた。スーパー銭湯と言われるだけあって風呂のバリエーションも充実している。

「うわあ、お風呂がいっぱい！　どれから入ろっか？」

　藤ふじノの宮みやははしゃいだ様子でキョロキョロしている。頭を動かす度に、ふわふわとリボンが揺れていた。纏まとめた髪型もよく似合っている。

「あっちに洞窟があるぞ。行ってみようぜ」

　薄暗い洞窟に入ると、そこには乳白色の風呂があった。二十人は入れそうだが、開園直後の今は誰も入っていない。

「これ、入浴剤が入ってるのか？」

「牛乳が入ってるみたい。お肌にいいんだって」

　藤ふじノの宮みやが案内板を指さす。牛乳風呂だそうだ。

　俺は肌を気にしたことないが、女子の藤ふじノの宮みやは入りたいだろうな、と思う。浴槽に入ると、湯加減は少しぬるいが、その分、長く浸つかれそうだった。

　藤ふじノの宮みやも俺に続いて入ってくる。横並びで半透明のお湯に浸つかっていると、「ふうん」と藤ふじノの宮みやが俺をチラ見した。

「なんだよ」

「人ひと気けのない薄暗いところに連れてきたから、エッチなことでもするのかなあ、と思って」

　ぶふっ、と俺は噴き出した。

「すっ、するわけないだろ……！　人のいないとこに来たのは時間盗とりゲームをするからで──」

　そこまで言って気が付いた。

　──騙だまされるな。

　藤ふじノの宮みやが言った「エッチなこと」に反応し、俺は心拍数を上げていた。

　浴槽で綺き麗れいな肢体を伸ばした彼女は、俺の動揺を見てクスクスと笑っている。やられた、と俺は苦虫を嚙かみ潰した。

　藤ふじノの宮みやは調子づいたのか積極的に俺に寄ってくる。

「なーんだ、しないんだあ。残念だなあ」

「っ！」

　吐息が耳をくすぐっていた。俺の目に入るように水着の肩かた紐ひもを直していて、ああああくそ、あざとすぎるんだよ……！

　戦況は圧倒的劣勢。俺はせめてもの抵抗として背中を向けることしかできない。

　藤ふじノの宮みやは誘うように俺の背に触れた。背骨をなぞられ、ぞわっとする。

「せっかく二人だけなのにねえ。颯はやてくん、ガマンしなくていいんだよ？」

「おまえ、猫かぶるのやめろよ……！」

　思わず言っていた。白旗を振ったも同然である。

　藤ふじノの宮みやが小首を傾かしげる気配がした。

「猫って何のことかなあ」

「とぼけんな。今のおまえと、素のおまえとじゃ、キャラが全然違うじゃねえか！　よく学校でボロが出ないな」

「だって、みんな、こっちのほうが好きだよね」

　後ろで聞こえた声に胸を衝つかれた気がした。

　洞窟に水音が反響している。

　二人きりの浴槽。俺たちはすぐ傍そばにいるのに、互いに違うほうを向いていた。

「厳しいことを言うわたしより、優しいわたしのほうが好きだよね。悲観主義のわたしより、いつも明るいわたしのほうが好きだよね。棘とげがあるわたしより、丸いわたしのほうが好きだよね」

「藤ふじノの宮みや──」

　俺は振り返る。

　クラスのアイドルは、アイドルとして完璧な笑顔をしていた。

「颯はやてくんも今のわたしが告白したとき、オッケーしてくれたもんねえ。忘れてないよ？」

　彼女の顔が近い。

　人好きのする、何の後ろ暗さもない愛らしさ。

　でもそれは、彼女が皆に好かれるために作った仮面でしかなく──。

　俺は最初にとんでもない選択ミスをしてしまったんじゃないか。急速にそんな思いに駆られていた。

　気付けば口内はからからに渇いていた。苦心して声を出す。

「……いや、俺は、猫をかぶってない藤ふじノの宮みやでも……」

「んー？　どんなわたしでも好きだとか言っちゃうのかなあ？」

「や、好きっつーか、その……」

「ふふっ、颯はやてくん顔真っ赤！　わたしを喜ばせてドキドキさせる作戦、失敗だねえ」

「ちげーよ！　ゲームだから俺はそう言ってんじゃねえよ！」

「あはは、ムキになってる。颯はやてくん、わたしは騙だまされないよ」

　藤ふじノの宮みやの手が伸びた。

　ちょん、と鼻の頭をつつかれる。

「ゲームに勝とうとして颯はやてくんが噓うそをついてることくらい、わたしはお見通しだよ？」

　呆あつ気けに取とられた。

　アイドル藤ふじノの宮みやは得意げに笑っている。

　……何だそりゃ。あまりにも見当外れのお見通しに、俺は拳を握っていた。

「噓うそじゃないよ。ほんとに俺は、素のままの藤ふじノの宮みやも──」

「ダメダメ。そんなこと言っても、颯はやてくんの好きなわたしは崩してあげないからね♡」

「だから違うんだって……！」

　どうして伝わらないんだ！

　理由は単純明快。

　俺たちはゲームをしているからだ。

　心拍数を上げたら、本音を見破られたら負けだからだ。

　俺は脱力した。ここでいくら言葉を重ねたところで無駄なのだろう。俺が伝えたいことはきっと彼女に伝わらない。

　どうやら最初に告白に応じたことで、勘違いされてしまったようだ。俺が好きなのはブラック藤ふじノの宮みやではなく、アイドル藤ふじノの宮みやだけなのだと。

　だから彼女はゲーム中、頑かたくなにアイドルの仮面を外さない。俺をドキドキさせるために。

　……別に俺はブラック藤ふじノの宮みやも嫌いじゃないんだけどな。むしろ素を見せてくれて嬉うれしいくらいなのに……。

　俺はザバっと風呂から上がった。

「颯はやてくん、どうしたの？」

「……ちょっとのぼせたわ。水浴びてくる」

　噓うそだ。身体からだは全然温まってない。それでも無性に冷たい水をかぶりたかった。

　もどかしさを抱えたまま俺は洞窟を出る。彼女の視線を背中に感じていた。

　やがて藤ふじノの宮みやは苦しげに胸を押さえ、一人呟つぶやく。




「わたしの本性を知って、好きでいてくれるはずないじゃない。騙だまされないわよ」




　結果：俺の敗北？？？







　俺たちが次に向かったのは炭酸風呂だった。シュワシュワと泡がたくさん浮いている。

「おっ、意外に深いな……」

　足を入れてみると段差があって、座れるようになっている。藤ふじノの宮みやは泡だらけの浴槽に入ると、中央まで行って両腕を広げた。

「ほんとだ。ここなら泳げそうだねえ」

　藤ふじノの宮みやは俺に誘うような目を向けてくる。俺は腕を組んだ。

「俺は泳がないぞ。おまえが泳ぐなら止めないが」

　というか、彼女を泳がせればいいのでは？　と思った。

　心拍数は運動すれば上がる。藤ふじノの宮みやが泳げば、俺は人ア工ダ林ム檎ズを当てるだけでいい。

　水着のポケットにある砂時計の存在を確かめていると、藤ふじノの宮みやは戻ってきて俺の横に座ってしまった。俺の手の上に彼女の手が置かれる。

「水泳、教えたげよっか？」

　俺は隣を見た。

　結い上げた黒髪には可か愛わいらしいリボンが揺れている。なだらかな肩の曲線が綺き麗れいだ。彼女は剝むき出だしの肩越しに、優しい笑顔を見せる。

「わたしが颯はやてくんの手を引いてあげるよ。バタ足の練習してみよう？」

　……心が動いたのは否定しない。が、それ以前にこれはゲームなのだ。

　俺は彼女の下から自分の手を引き抜いた。

「やめとく。パニックになりそうだからな」

　あと、俺だけがドキドキしそうだからな。

　藤ふじノの宮みやが残念そうに眉を下げた。

「颯はやてくんのプール嫌いのトラウマって、何があったの？　訊きいたらダメかなあ？」

「別にいいけど。幼稚園のとき、マコトの家族とうちの家族で川にキャンプに行ったんだよ。そのとき──」

「あたしが立ち入り禁止の川で流されてな、それを助けるためにハヤテも川に飛び込んだんだ」

　不意に言葉を継がれて、俺は飛び上がった。

「マコト!?」

　振り仰ぐと、背後のプールサイドにマコトが立っていた。

　アホ毛を立てたサッカー少女はニッと歯を見せる。

「ハヤテのトラウマの話をするならあたしも必要だろ？」

　俺たちが固まっている隙に、マコトは風呂に入ってきた。俺と藤ふじノの宮みやの間にだ。なんでわざわざ俺を押しのけて入ってくんだよ……。

　マコトの水着はタンキニだった。タンクトップにショートパンツで、それが幼児体型にひどく似合っている。小さな身体からだにはサッカーユニフォームの日焼け跡がくっきり付いていた。

「それで、ハヤテは川に流されるあたしを捕まえて救出したんだけどな、今度は自分が溺れたってわけだ。とんでもない下流に流されてハヤテは死にそうになったんだぞ。……あたしを助けるために」

　マコトは藤ふじノの宮みやのほうに首を回す。その表情は俺には見えない。

　藤ふじノの宮みやが少したじろいだようだった。
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「マコト、俺の恥ずかしい話はしないでくれ」

　俺にとっては「カッコつけようとしてやらかした話」なのだ。決して美談ではない。

「何も恥ずかしくないだろ。ハヤテがあたしにしてくれたことは他にも──」

「あーあーあー、俺の暴露話はやめてー！」

　俺はマコトの口を塞ぐ。が、逆に手を取られてしまった。マコトは俺の手首を摑つかみ、小さな足の裏で俺の頰をグイグイ押し始める。「さっきあたしの髪を乱したお返しだ、オラオラオラー！」なんて身のこなしなんだよ、こいつ……。

　俺とマコトがバシャバシャと風呂でもつれ合っていると、

「ふーん。小お曽そ崎ざきさんは颯はやてくんをよく知っているんだねえ」

　どこか棒読みの大きな声でアイドル藤ふじノの宮みやが言った。

　マコトは俺の顔を足あし蹴げにしたまま、ニカッと笑う。

「あたしたちは幼稚園のときから一緒だからな。ハヤテのことなら何でも知ってるぞ」

「マコト、それは誇大広告だ」

「じゃあ、颯はやてくんって、いつから学校で案か山か子しをやっているのかなあ？」

「おい、案か山か子しって言うな」

「幼稚園の年長くらいからだな。その頃からハヤテはぼっちだったしな」

「おまえも案か山か子しで話わかったのか」

「へええ、颯はやてくんってやっぱり昔から友達いなかったんだあ」

「やっぱりって何だ、やっぱりって」

「そうだな。ハヤテは見た目こそ老けてるが、中身はほとんど成長してないからな」

「おまえらもう俺の話題禁止！」

　俺は炭酸風呂から立ち上がり、両腕で×印を作る。

　と、マコトに水着の紐ひもを強く引っ張られた。おうっ。

「つーわけなんだ、藤ふじノの宮みやさん。ハヤテの水泳の練習なら、あたしが責任持って毎年夏休みにやってるんだよ。ああ、今年はできてないけどな」

　座っている藤ふじノの宮みやの眉がぴくりと動いた。

　俺も少しびっくりする。おまえ、いつから俺たちの会話を聞いてたんだ？

　マコトは俺の水着の紐ひもを握り締めていた。小さい拳からは意地でも離さないという意志が感じられる。こいつ、俺が水泳と聞いて逃げ出すのを察してるな、くそ……。

　浴槽に浸つかっている藤ふじノの宮みやを見下ろし、マコトは妙に真面目な口調で言う。

「あたしたちは泳ぐ練習するから、藤ふじノの宮みやさんは早乙女さおとめ先輩たちと遊んできたらどうだ？　屋外プールにみんないたぞ」

「おい、俺の予定を勝手に──」

　決めるな、と言おうとしたときだった。

「ふふっ」と愉たのしげな笑い声がした。一瞬、ブラック藤ふじノの宮みやかと思うような威圧感だ。

　マコトの視線を受けて、藤ふじノの宮みやは炭酸風呂から立ち上がる。彼女の胸の谷間から零こぼれ落おちた泡がシュワ、と鳴った。

　優雅に腕を組んだ藤ふじノの宮みやはにっこりと微ほほ笑えむ。

「それならわたしは二人の水泳、見学してようかなあ。別にそれならいいよねえ？」

　マコトは表情を変えなかった。

「──ああ、そうだな。それは藤ふじノの宮みやさんの自由じゃないか」

　なあ、なんでこの場の空気がこんな刺とげ々とげしいの？

　藤ふじノの宮みやとマコトは対たい峙じし、先に目を逸そらしたほうが負けみたいに視線をぶつけ合っている。

　俺が口を挟めずにいると、マコトは俺の水着を引っ張った。

「プール行くぞ、ハヤテ」

「え、ヤダよ？」

「ヤダじゃない！　今日こそトラウマ克服させてやるからな！」

　げしげしと蹴りつけられ、俺はマコトに連行される。

「や、マジでプールは無理だって、マコト！　藤ふじノの宮みやも見てないで助けろよ！」

　助けを求めるが、藤ふじノの宮みやは小さく肩を竦すくめただけで何も言ってはくれなかった。

　結果：闖ちん入にゆう者しやによるゲーム中断。







「はあー、ひどい目に遭った……」

　マコトをなんとか追い払った俺は、げっそりしていた。

　そこにアイドル藤ふじノの宮みやが寄ってくる。

「お疲れさまっ、颯はやてくん。とっても清すが々すがしい溺れっぷりだったね」

「おまえ、それで労いたわってるつもりか……？」

　マコトに連れて行かれたプールで、俺はひたすら溺れた。そもそもマコトが水泳を教えようとするのが間違っているのだ。あいつは運動神経の塊で感覚人間である。うおーっと両手をかいて、足をガシガシ動かせばいいんだ！　なんて教え方だから本当に困る。

　そして、藤ふじノの宮みやはずっとプールサイドにいた。溺れる俺と、もつれるマコトをひたすら傍観していたというわけだ。

「小お曽そ崎ざきさんの指導は控えめに言って、サイアクかなあ。あれじゃあ、颯はやてくんが泳げるようになることはないと思うなあ」

「その所感には同感だが、なんかおまえ、アイドル藤ふじノの宮みやにしては辛辣じゃないか？」

　俺は藤ふじノの宮みやを横目で見る。彼女のリボンはきちんと結ばれているが、苛いら立だった雰囲気を隠しきれていない。俺とマコトが泳いでいる間、退屈だったからか？

「マコトの教え方が悪いってわかってたなら、なおさらなんで助けてくれなかったんだよ。薄情だな」

「うーん、ちょっとあれは、わたしには助けられなかったかなあ……」

　藤ふじノの宮みやは困ったように頰に手を当てる。

「小お曽そ崎ざきさんの邪魔したら大変そうだったし」

「俺が大変だったのはいいのか」

「颯はやてくんが溺れたらその分、ドキドキするかなあと思って」

「ああ、おまえはそういう奴だよなあ！」

　俺は諦めた。

「動いたら腹減ったわ。何か食べようぜ」

　屋外ゾーンにある売店の前には、白いパラソルが刺さった丸テーブルが並んでいた。

　陽光を浴びて輝くパラソルの群れは、いかにも南国リゾートっぽい。抜けるような青空には屋外プールで遊ぶ人々の歓声が響いている。

　俺たちはバルコニーみたいに張り出した場所の丸テーブルを一つ陣取った。売店で買ってきた軽食、山盛りフライドポテトを置く。二人でシェアして食べられるやつだ。

「はー、いただきまーす」

　空腹に耐えかねて、藤ふじノの宮みやがケチャップとかを出しているのを待たず、ポテトに手を伸ばしたときだった。

「オソザキィィッック！」と声がした。

　階下を見ると、マコトがトビウオのように水面から跳び、オーバーヘッドキックを決めていた。……あいつ、ほんとどんな運動神経してるの？

　下の屋外プールでは早乙女さおとめ先輩たちがボール遊びに興じていた。何でもありの水中バレーらしい。高く舞い上がるボールに男女が入り乱れてはしゃいでいる。

　中でもマコトは一際、活いき活いきとしていた。

　マコトを追い払えたのは、早乙女さおとめ先輩たちがボール遊びを始めたからだった。マコトは昔からこの手の遊びに参加したがる。俺は、早乙女さおとめ先輩たちのボール遊びをマコトに見せるだけでよかった。水泳の練習はまた後でな！　とマコトはあっさり俺を解放した。

「颯はやてくん、賭けをしない？」

「賭け？」と俺は顔を前に戻す。藤ふじノの宮みやはポテトを摘まみ、笑いかけた。

「下のバレー、どっちのチームが勝つと思う？」

　俺は再度、屋外プールに視線を投げた。どうやらきちんと試合形式でやっているらしい。俺は藤ふじノの宮みやを窺うかがう。

「何を企たくらんでいる……？」

「疑心暗鬼だなあ。何も企たくらんでないよ♡」

　そういうときが一番怪しいんだよ。

「どうせなら何か賭けてたほうが楽しいでしょ？」

「賭けるものは？」

「ダブルチョコアイス一個」

　ビシっと藤ふじノの宮みやは指をさす。そこには売店の大きな看板があった。シュガーコーンに二段重ねのチョコアイスが載っている。特大、とも書かれていた。

　ははあ、あれが狙いか。賭けに負けたら奢おごれと。それくらいだったらいいかと思う。

「颯はやてくんが勝ったら、他の食べ物でもいいよ？」

「俺、ラーメン食いたいわ」

「やったあ！　決まりだねえ」

　やたらと弾んだ声で言って、藤ふじノの宮みやは下のプールを見た。

「颯はやてくんは小お曽そ崎ざきさんのチームに賭けるでしょ？」

「え？　いや別に……」

「わたしは早乙女さおとめセンパイに賭けるから」

「俺の話聞いてねえな。まあ、いいけど」

　マコトの運動能力が半端じゃないのは俺が一番知っている。

　屋外プールでは、マコトチームと早乙女さおとめ先輩チームに分かれて試合をしていた。てか、早乙女さおとめ先輩も運動神経すげえな。サーブめっちゃ速いし、マコトの無茶苦茶な動きにも反応して、ボールを返している。これは試合の行方が読めないぞ。

「ふふ、そうと決まったら、わたしも動こうかなあ」

　動く？

　怪け訝げんに思った俺の前で、藤ふじノの宮みやは立ち上がった。バルコニーから身を乗り出し、下のプールに向かって大きく手を振る。

「キャー、早乙女さおとめセンパーイ、ガンバってーーー！」

　藤ふじノの宮みやの黄色い声援。

　早乙女さおとめ先輩が顔を上げ、藤ふじノの宮みやに笑顔で応えるのを見た。

　俺は目を逸そらす。丸テーブルに向かい、残っている冷めたポテトを口に押し込んだ。

　見なくてもプールでの興奮が伝わってきていた。藤ふじノの宮みやが観みてるということは、早乙女さおとめ先輩だけではなく、他の男子のモチベーションも上がるのだ。クラスのアイドル効果をナメちゃいけない。

　試合を観戦する藤ふじノの宮みやはキラキラと楽しそうに微ほほ笑えんでいた。その目は早乙女さおとめ先輩をずっと追っている。

　……そうだよな、と思った。

　早乙女さおとめ先輩だったら藤ふじノの宮みやと釣り合っている。どっちも陽キャで人気者で美男美女だ。誰が見てもお似合いで、二人の親密さはここに入る前に見た通りだ。

　──何をヘコんでるんだ、俺は。そもそもこれは、デートですらないのに。

　勘違いしそうになるが、忘れちゃいけない。

　これは本当の、好意を持つ男女がするようなデートではないのだ。

　俺の夏休みをかけた、時間泥棒とカモの単なるゲームでしかない。

「ふう……」

　大きく息を吐いて、俺は意識を切り替えた。

　そうだ、藤ふじノの宮みやが誰を好きかとか関係ない。

　むしろこれはゲームに勝つチャンスだろう。

　藤ふじノの宮みやが早乙女さおとめ先輩に想おもいを寄せているなら、そこを突けばきっとドキドキさせられる。好きな人の話をするとき、心拍数は上がるもんだ。

　戦闘態勢に入った俺はポケットにある人ア工ダ林ム檎ズを握り、問いかける。

「なあ、藤ふじノの宮みやって早乙女さおとめ先輩と仲いいのか？」

「んー部活のときに話すくらいだよ？」

　プールを見つめたまま普通に返す藤ふじノの宮みや。その横顔に期待していた変化はない。……もっと突っ込んで訊きく必要があるようだ。

「藤ふじノの宮みやは早乙女さおとめ先輩のこと、どう思っているんだ？」

「いい先輩だよねえ。優しいし、話してて楽しいし、リーダーシップもあるし。成績もいいって聞いたよ」

　……これはどうなんだ？

　藤ふじノの宮みやは相変わらずのポーカーフェイスだ。心拍数が上がっているのか、まったくわからない。こいつはこんなにわかりづらい奴だったか？

　俺は彼女を凝視するが、判断はできなかった。

　もう核心を突くしかない。俺は人ア工ダ林ム檎ズを構え、覚悟を決める。

「藤ふじノの宮みやは早乙女さおとめ先輩に告らないのか？」

　さあ、動揺しろ！

　顔を真っ赤にして「そ、それにはまだ勇気が……！」とか「い、言わないっ……！」とか恥じらったり怒ったり、恋する乙女的な反応を存分に──なんでしないの？

　藤ふじノの宮みやは至って平静な顔で、プールから俺に目を移した。

　一つ、瞬まばたきをする。

「なんでそんなこと訊きくの？」

　心底、不思議そうな彼女に、俺は口ごもった。

　なんでってそりゃ俺なりの藤ふじノの宮みやをドキドキさせるぜ作戦だったんですが、まったく通用しなかったんで忘れてください、はい。

　俺がうやむやにしようとしたときだった。藤ふじノの宮みやが閃ひらめいた顔になる。

「あ、もしかしてもしかしてえ」

　彼女はバルコニーの手すりから離れてやってくると、テーブルに手をついた。

　ぐっと俺に顔を寄せて囁ささやく。

「……嫉妬、しちゃった？」

　期待するような眼まな差ざし。悪いた戯ずらっぽく弧を描いた口元。ついでに胸元の谷間がばっちり強調されていて。

「っ──!?」

　俺はキョドってしまった。

　イエス、と言ったも同然である。俺はぶわっと赤面し、それを見た藤ふじノの宮みやは嬉うれしそうに笑った。

「そっかー、嫉妬かー。颯はやてくんも嫉妬するんだねえ」

「ちがっ、俺は……！」

　動どう悸きが激しい俺を置いて、藤ふじノの宮みやは水中バレーの応援に戻ってしまう。

　その後も藤ふじノの宮みやは早乙女さおとめ先輩に黄色いエールを送り続けた。賭けに負けた俺はダブルチョコアイスを奢おごらされた。

　結果：俺の敗北（ダブル）。







　腹ごしらえを終えた俺たちは再び風呂に向かった。

「うわ、何だこれ。黒っ」

　真っ黒い墨汁みたいな湯を前にして俺はドン引きする。浴槽に黒い湯が張ってあると異様な光景だ。

「コーヒー風呂だって。コーヒーのいい香りがするねえ」

　リボンを揺らし、藤ふじノの宮みやは鼻をヒクつかせている。

　黒い風呂に浸つかるのは少し抵抗があったが、俺は恐る恐る足を下ろした。温度は心地よいくらいだ。お湯に入ってすぐ足先が見えなくなる。

「これも結構、深いな……」

　深さは俺の胸まであった。手探りで段差を見つけて座る。

　藤ふじノの宮みやもそろそろと入ってきた。

「……なんだか怖いなあ。底なし沼みたい」

　ぼそっと呟つぶやいたのを俺は聞き逃さなかった。

　ふと藤ふじノの宮みやが怖がりなのを思い出す。もしかしたらこれはワンチャンあるかもしれない。

　強こわ張ばった表情の藤ふじノの宮みやに、俺は囁ささやいてみる。

「俺さ、霊感あるんだ」

「──え」

　藤ふじノの宮みやが凍りついた。

　効いてる効いてる。あ、霊感あるのは噓うそな。幽霊なんて見たことねえよ。

　俺は真面目くさった口調で続ける。

「でさ、さっきから気になってるんだけど」

「な、何……？」

「この風呂、いるよな？」

　顔面蒼そう白はく。藤ふじノの宮みやは一瞬にして顔色を失っていた。上ずった声を出す。

「いるって、何が……？」

「霊だよ。風呂の中に引きずり込む人間を捜してる」

「っ──」

　息を吞のんだ藤ふじノの宮みやはしばし俺を凝視して──強く首を振った。

「……騙だまされないわよ、颯はやてくん。そうやってわたしをドキドキさせる魂胆なのよね」

　低い声に険しい表情。リボンはいつの間に解ほどけたのだろうか。アイドルの仮面は剝がれ、ブラック藤ふじノの宮みやが顕現していた。

「おお、藤ふじノの宮みやが素になった」

「ふざけないでほしいわ。早くこのお風呂を出ましょう。気味が悪いわ」

　憤然と藤ふじノの宮みやが立とうとしたとき、俺は足を伸ばした。彼女の足とぶつかる。

「あっ、ごめんなさい」

「ん？　何がだ？」

「何がって、足がぶつかったじゃない」

「俺はぶつかってないぞ」

　藤ふじノの宮みやが硬直した。

　俺は気け取どられないようポケットを探り、人ア工ダ林ム檎ズを手にする。スタンバイ完了だ。

「……颯はやてくん、そんな噓うそをつかないで」

　彼女の声は怒気すら帯びていた。が、俺は「噓うそじゃないって」と大真面目に言いつつ、もう一度足を出す。藤ふじノの宮みやのふくらはぎをつつくと、面白いくらいに彼女の身体からだが跳ねた。

　藤ふじノの宮みやがばっとこっちを見る。

「今のも違うって言うの？」

「今のって何だ？」

　俺は不思議そうに首を傾かしげた。我ながら名演技だ。藤ふじノの宮みやはすっかり目をグルグルさせている。俺の言葉が本当かどうか迷っているようだ。

　よし、いける。これはいけるぞ！

「冗談はやめて！　ほんとに怒るわよ、颯はやてくん」

「藤ふじノの宮みや、何を怒るんだ？」

　俺は両脚を伸ばした。藤ふじノの宮みやの脚をキャッチするなり、引っ張る。

　瞬間、彼女の表情が崩れた。

「いやあああああああああああああ───っっ!!」

　絶叫する藤ふじノの宮みや。

　もらった！

　俺は人ア工ダ林ム檎ズを藤ふじノの宮みやに突き出すが、

　ふにょん、と。

　人ア工ダ林ム檎ズを持つ手が最高の柔らかさを認識し、俺は思考停止した。

「っっ!?」

　藤ふじノの宮みやは恐怖で我を失っているくせに、時間泥棒の自覚は手放していなかった。

　彼女は俺の手首を取り、自分の胸に誘導している。俺の手は現在、藤ふじノの宮みやの谷間に埋まっている状態だ。ナニコレ、こんなに柔らかいの……？

　藤ふじノの宮みやは完全に涙目だった。真っ赤に茹ゆだった顔。ぷるぷる震える唇。

　それでも負けず嫌いな彼女は俺を睨にらみつける。

「ダ、ダマされないんだからあ……！」

　──ドキドキが最高潮に達しました。

　あああああ、と俺は悔しげな声を上げていた。

　俺をバカにするようにぽわんと赤い林りん檎ごが現れる。俺の〈知恵の実〉だ。

　ここまで藤ふじノの宮みやを追い込んだのに、俺は最後の最後で心拍数を爆発させていた。今のは反則だろ！

　コーヒー風呂に浸つかっていて見えないが、俺は消えていってるはずだった。藤ふじノの宮みやはもう俺の手を離して、そっぽを向いている。

　そのとき視界の端に、やたら鍛えられている男の脚が映った。

「ユッキー、なんか大きな声したけど大丈夫？」

　早乙女さおとめ先輩だった。

　プールサイドから心配そうに俺たちを見下ろしている。

　マズい。

　はっと藤ふじノの宮みやが早乙女さおとめ先輩を見上げた。次いで切羽詰まった目を俺に向ける。

　俺は咄とつ嗟さに真っ黒い風呂に潜った。同時に、ゲームに負けた俺は世界から消えていた。







「……ぶはっ！」

　俺はコーヒー風呂から浮上した。

　え、待って。早乙女さおとめ先輩に時間泥棒がバレたんじゃないのか……？

　黒い水が滴る前髪を顔から払ったとき、

「おかえりなさい」

　早乙女さおとめ先輩のいた場所にはブラック藤ふじノの宮みやが立っていた。

　見上げると、すらりと長い脚が目につく。健康的な太ふと腿ももが眩まぶしかった。藤ふじノの宮みやはタピオカミルクティーを片手に、ストローを咥くわえている。チャレンジはしないのかな？

「三十分ね」

「タピオカチャレンジの持続時間？」

「颯はやてくんが失った時間よ」

　ジト目を向けられた。何言ってんだ俺、と思いつつ、意外と取られた時間が少ないな、と感じた。マックス三時間盗とられると思ってたのに。

　俺の所感はさておき、一番の気掛かりを問う。

「早乙女さおとめ先輩はどうした？」

「颯はやてくんが消えたのは、うまく誤魔化せたわ。お風呂に潜ってわたしを驚かそうとしていることにしたから。いかにも子供っぽい男子がやりそうなことでしょ？」

「俺、〈知恵の実〉を見られた気がするんだけど……」

「〈知恵の実〉は当事者にしか見えないわ。颯はやてくんの林りん檎ごは颯はやてくんと、盗んだわたしにしか見えてないのよ」

「そういうこと!?」

　言われてみれば、藤ふじノの宮みやがナンパ男三人の時間を奪ったときも彼らの〈知恵の実〉は俺には見えなかった。

　藤ふじノの宮みやは首を傾かしげる。

「わたしの泥棒がバレないか心配してくれたの？」

「そりゃ心配するだろう。だって──」

　その後は続けられなかった。

　藤ふじノの宮みやは時間泥棒だと他人に知られたくない。

　同時に俺も、これは二人だけの秘密にしておきたいのだ。

　今の俺たちの関係は、時間泥棒という秘密を共有したことで成り立っている。もしそれが他の人にも明らかになったら、俺たちの関わりはたちまち薄れて消えてしまうんじゃないか。そんなエゴに塗まみれた考えが頭に浮かんでいた。

　黙り込んだ俺に、藤ふじノの宮みやはふっと鼻で笑う。

「カモのくせに泥棒の心配をするなんて、どうしようもないお人ひと好よしだわ。そこが颯はやてくんのいいところだけれど」

「どうせ俺はカモだよ」

　俺はコーヒー風呂から上がる。

「これ以上、時間盗とりゲームを続けるのは危ないわね。また早乙女さおとめ先輩に見つかると、わたしも言い訳が苦しいわ」

「ああ、そうだな……」

　泥棒バレのリスクは取るべきではない。今回は一度、藤ふじノの宮みやに人ア工ダ林ム檎ズを当てられただけでも進歩だろう……と思っていたら、藤ふじノの宮みやがすごい勢いでタピオカミルクティーを空にしていた。ゴミ箱に容器を捨てて戻ってくる。

「ゲームも終わったことだし、次は露天風呂とかどうかしら。見晴らしがよくて、カップルに人気だってネットに書いてあったわ。あと、ジャグジーも雰囲気がいいらしいわよ。それから、波のプールで開かれている定時イベントがロマンチックで……」

　矢継ぎ早に提案してくる藤ふじノの宮みやに俺は眉を寄せた。

　なんでいかにもドキドキしそうな場所をゲームが終わった今、提案してくるんだ？　新手の策略か？

　じっと藤ふじノの宮みやを見つめていると、彼女は俺の視線にたじろいだように俯うつむいた。おずおずと俺の腕に手を伸ばす。

「颯はやてくんはどこに──」

「ていうかさ」

　彼女の指先が俺に届く寸前で、俺は言った。

「ゲームが終わりなら、ここにいる理由なくないか？」

　藤ふじノの宮みやの動きが止まった。

　手を中途半端に持ち上げ、彼女は一点を見つめたまま固まっている。

「……」

「や、だって、ここは藤ふじノの宮みやが俺の時間を盗とるために選んだ場所なんだろ？　ゲームが終わりなら、デートも終わりだし。なんで今、策略を仕掛けてくるんだ？」

「……」

「それに俺もプールの近くにはいたくないし、早く出たいっていうか……」

「……」

「あの、藤ふじノの宮みやさん……？」

　顔を伏せて沈黙する藤ふじノの宮みやを俺は窺うかがう。

　俺たちのすぐ傍そばを、イチャついたカップルが駆けていく。彼らのキャッキャと楽しそうな声が遠ざかっていき、藤ふじノの宮みやは顔を上げた。

　今や彼女は紛まごうことなきブラックだった。ゴゴゴゴという効果音がぴったりな漆黒のオーラを纏まとっている。

「ふ、ふふっ……よ、よくわたしの策略を見抜いたわね、颯はやてくん。その通りよ……」

　頰をピクピクさせて藤ふじノの宮みやは言った。俺に思惑を見破られてよほど悔しいのか、微かすかに瞳が潤んでいる。

「こ、今後の時間盗とりゲームに備えて颯はやてくんを骨抜きにしておこうと思ってたけど、それはまた別の機会にしておくわっ。命拾いしたわね……っ」

　勢いよく黒髪を翻した藤ふじノの宮みやは、ずんずんと更衣室へ向かっていく。周囲の客が思わず避よけてしまうほどだ。俺は恐きよう々きようと彼女の後を追った。

　男女で分かれるところで藤ふじノの宮みやは立ち止まる。彼女は振り返って俺を見た。未練たっぷりの表情だ。俺に何か言ってほしいみたいである。

「えーっと、じゃ、更衣室出たとこで待ち合わせな」

　藤ふじノの宮みやの口がさらに尖とがった。

「バカっ」

　ふん、と藤ふじノの宮みやは女子更衣室に消えた。

　俺は頭をかく。なんでここで罵倒されなきゃならないんだ？




　総合結果：俺の敗北（三十分損失）。
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　アップテンポのＢＧＭが大音量で流れている。

　目が悪くなりそうな真白い光に照らされるのはクレーンゲームの筐きよう体たいだ。そこに群がる制服を着崩した女子高生たち。マイクを持ったお姉さんが「おめでとうございま～す！」と言っている。

　完全にアウェイな場所を前に、俺は虚無の表情で立ち尽くした。

　十月になって冬服のブレザーを着たブラック藤ふじノの宮みやが、俺の袖を引く。

「もうっ、そんなとこで案か山か子しにならないで」

「別に案か山か子しになっちゃいないが」

「通路が狭いから、ヒョロヒョロのあなたでも通行の邪魔になっているのよ」

　言われている傍そばから、他校の女子高生にカバンを当てられた。当てられたのは俺なのに舌打ちをされる。こえーよ、ゲーセン……。

　マリンパークで俺が藤ふじノの宮みやに敗北した日から一週間ほどが経たっていた。

　その間、俺たちはまったく接触がなかった。

　何もおかしな話ではない。藤ふじノの宮みやと俺はクラスカーストの極地同士なのだ。それは俺が藤ふじノの宮みやの正体を知っていても変わらない。教室では互いに声もかけず、不干渉を貫くのがごく自然な状態である。

　だが、今日になって俺は藤ふじノの宮みやに誘われた。放課後に付き合うよう、彼女からラインが来たのだ。

　そうして現在、俺と藤ふじノの宮みやは高校から数駅離れたゲーセンにいる。

「なあ、これは時間盗とりゲームじゃないんだよな？」

　ＢＧＭに負けないよう声を張り上げた俺に、藤ふじノの宮みやは胡う乱ろんげだ。

「ええ、そうよ。ゲームだなんてわたしは一言も言っていないはずだけど？」

「だったら、どうして俺たち、放課後一緒にいるんだ？」

「クラスメートが放課後、同じ時間を過ごすという極めて普通の事象に、何な故ぜ、颯はやてくんは疑問を抱いているのかしら。理由は颯はやてくんが究極のぼっちだからね。放課後は一人寂しく真まっ直すぐ帰るのが彼のセオリーだったからなんだわ」

「自問自答は心の中でやってくれ……」

　ごみごみとしたゲーセンの通路。先導する藤ふじノの宮みやを俺は見つめる。

　だって、藤ふじノの宮みやが俺を誘うとしたら、時間を盗とるのが目的としか思えない。これまですべてそうだったのだ。こいつはもっと俺にしたことを顧みるべきだ。

　ポニーテールを揺らし、藤ふじノの宮みやは軽やかに他の客を躱かわす。

「わたしが時間盗とりゲーム以外で、あなたを誘ったら悪いのかしら？」

「や、悪くはないけど、びっくりするっていうか……で、マジでなんで今日……？」

「はあ、まだ言うのね。どうして今日なのかと問われたら、部活がないからよ。来週の中間試験に備えて、今日から部活は活動停止なのよね」

「あ、そっか。帰宅部だから気付かなかったわ。てことは、今日はマコトがうちに来るのも早いのかー」

　前を歩いていた藤ふじノの宮みやが不意に止まった。

　ぶつかりそうになって俺は「おぉう!?」と声を上げる。振り向きざまに藤ふじノの宮みやは俺のネクタイをぐい、と摑つかんだ。

「あなた、いくら隣人だからって、毎日小お曽そ崎ざきさんに夕食を甘えるのは図ずう々ずうしいと思うわ」

　藤ふじノの宮みやの顔が近い。刺すような眼まな差ざしが痛い。

　首元を摑つかまれているのもあって、凄すさまじい威圧感だった。

「……あ、はい……」

「仕方がないから、明日はわたしが夕食をご馳ち走そうしてあげるわ」

「はい……え!?」

「今日は用意ができていないから、小お曽そ崎ざきさんに譲ってあげるわよ」

　藤ふじノの宮みやはネクタイを放すと、再び歩き始める。俺は襟元を直しながらポニーテールを見つめた。マジ？　マジで言ってる？

「颯はやてくんを誘った理由は、これから買いに行くものが人ア工ダ林ム檎ズだからよ。何も知らないクラスメートを同行させるわけにはいかないでしょう？」

「人ア工ダ林ム檎ズを……？」

　確かに人ア工ダ林ム檎ズをどこから入手しているのか気になってはいた。

　ふと藤ふじノの宮みやの顔が横向く。彼女の目はプリクラの筐きよう体たいに据えられていた。

「そうだわ！　颯はやてくん、撮りましょう」

　名案とばかりに言われ、え、と俺は藤ふじノの宮みやと筐きよう体たいを見比べた。

「いや、俺はやめとくよ」

「わたしに一人でプリクラを撮らせる気？　いいからあなたも来るのよ」

　藤ふじノの宮みやが強引に俺の腕を引く。俺は筐きよう体たいの撮影コーナーに連れ込まれた。

　硬貨を入れている藤ふじノの宮みやに訊きく。

「おいおい、本当に撮るのか？　俺とプリクラを撮ってどうするんだ？」

「大丈夫よ、悪用はしないわ」

「されたら困るよ！　俺の平凡な顔を撮っても仕方ないだろ……」

「そう、平凡だからよ。たまに颯はやてくんの顔を忘れそうになるのよね。わたしの記憶に定着させるためにもあなたのプリクラが必要だわ」

「そこまでしないと覚えられないもん!?」

　すぐに撮影が始まる。

　筐きよう体たいに言われるままにポーズを取り、あっという間に撮影は終わる。俺たちは落書きコーナーに移動した。

　藤ふじノの宮みやは鼻唄を歌いながらタッチペンを操作している。やたらご機嫌だ。

　俺はプリクラをどう加工したらよいのかわからず、ペンを持ったまま手持ち無沙汰になる。

「それで、人ア工ダ林ム檎ズはどうなったんだ？」

　暇だから訊きいた。人ア工ダ林ム檎ズを買いに行くはずなのに、何な故ぜ、ゲーセンにいるのか。俺にはまださっぱり理解できていない。

　途端に藤ふじノの宮みやの表情が曇る。

　プリクラのトリミングを終えた藤ふじノの宮みやは「……わかってるわよ」と言った。

「心配しなくても人ア工ダ林ム檎ズは買いに行くわ」

　ため息をつくように続ける。

「この憂鬱が晴れたらね」







　果たして藤ふじノの宮みやにどんな憂鬱なことがあったのか思い返してみるが、同じ教室にいたくせに俺には何も思い当たらなかった。

　藤ふじノの宮みやの気が済むまでゲーセンで遊んだ俺たちは、夕方の町を歩き出す。

　そこは俺もよく知っている場所だった。駅の喧けん騒そうが届かない閑静な住宅街の奥に、山のような建物が見える。

『国際高度医療研究センター　磐いわ長なが病院』

　この辺りでは一番大きい病院だろう。救急もやっていて、俺も夜中に熱を出したときは連れて行かれたことがある。入院病棟や最新の設備が整っていて、地方からも患者がやってくるらしい。

　ザザザと街路樹がざわめく中、藤ふじノの宮みやとは今期のアニメは何が面白いかとかテスト勉強を全然やってないとか他愛もないことを話した。

　磐いわ長なが病院の正面にある薬局へ藤ふじノの宮みやは入る。

　薬局の自動ドアが開いたのを境に、それまで饒じよう舌ぜつだった藤ふじノの宮みやがぴたりと口を閉ざした。

　大人しくなった彼女は、薬剤師の人にカードを二枚渡す。一枚は保険証で、もう一枚は俺の知らないカードだった。薬剤師は慣れた様子で「お待ちくださいね」と奥へ引っ込む。

　藤ふじノの宮みやが待合席のソファーに座った。

　その表情を見て、俺は藤ふじノの宮みやの「憂鬱」がここに来ることだと悟っていた。

　俺は彼女の横に腰を下ろす。

「薬局で手に入るのか……」

「そうよ。意外だった？」

「医療用って言ってたもんな。だったら自然な話か」

　俺は周囲を見た。薬の処方を待っている人がちらほらいる。

「でも薬局なら、わざわざここまで来る必要なかったんじゃ？」

「アレを取り扱ってる薬局は全国でも数えるくらいしかないのよ」

　なるほど、と思ったところで、薬剤師の声がする。

「藤ふじノの宮みやさん」

　彼女が席を立った。

　薬剤師の説明を聞く藤ふじノの宮みやの横顔は、ゲーセンにいたときとは別人みたいに硬く強こわ張ばっていた。そんな彼女をじっと見つめるのもなんだか悪い気がして、俺は視線を落とす。

　カバンの中に入ったプリクラが目についた。

　ゲーセンで撮ったのを半分、藤ふじノの宮みやがくれたのだ。俺はそれを取り出す。

　プリクラの機械ってすげえな……。冴さえない俺の顔が、そこそこ見られるレベルになっている。藤ふじノの宮みやはブラックなのに黒いオーラが消えていた。これは素の藤ふじノの宮みやが写った貴重な一枚と言えるだろう。

　じっくりとそれを見ていた俺はドキリとした。

　カットの一つに、小さく真っ赤なハートのスタンプが押されていたのだ。それも、俺と藤ふじノの宮みやの間に。

　俺が押したんじゃないから、藤ふじノの宮みやが押したんだろう。男女の間に赤いハート。これじゃまるで──。

　そこまで考えて俺は首を振った。待て待て、そんなわけないだろ。落ち着け。藤ふじノの宮みやが俺をそんなわけあるか。赤いハート。これはあれだ。「いいね」だ！

「颯はやてくん」

　藤ふじノの宮みやに声をかけられて俺は飛び上がった。慌ててプリクラをカバンにしまう。

　俺を見下ろし、彼女は促した。

「行きましょう。用事は済んだわ」







　帰り道でも藤ふじノの宮みやの表情は晴れなかった。もうすぐ夜になる住宅街に物珍しいものは何もなく、俺たちは駅までの道をしばし無言で歩く。

「……つまらないことに付き合わせちゃったかしらね」

　やがて藤ふじノの宮みやがぽつりと言い、俺は首を回した。

　藤ふじノの宮みやの足取りは重かった。夕ゆう陽ひが彼女の頰を赤々と照らし、伏せた睫まつ毛げが影を作っている。俺は慌ててかぶりを振った。

「いや全然、俺はチョー楽しかったけど」

　藤ふじノの宮みやが目を細める。

「颯はやてくんは優しいわね」

　まったくブラック藤ふじノの宮みやらしくない。彼女の発言に俺は一つ身震いしていた。

「やめろ。おまえに手放しに褒められるとか裏がありそうで怖い」

「嫌だわ、わたしに裏なんかないのに」

「裏しかない奴が言うと、いっそ清すが々すがしいな……」

　微かすかな吐息が聞こえた。

　藤ふじノの宮みやは声を出さずに笑っているようだった。

「颯はやてくんと来てよかったわ。今回は気が楽だったもの」

「今回？」

「毎月、こうして人ア工ダ林ム檎ズを受け取っているのよ。それがないと、わたしは学校生活すらまともに送れなくなってしまう」

　ころん、と小石が藤ふじノの宮みやの爪先で跳ねて、側溝に転がり落ちていった。

「〈時〉を補充しなければ世界に存在できないのだと思い知らされるわ。どうしても気が滅め入いってしまうの。この感覚、颯はやてくんにはわからないかもしれないけど……」

　藤ふじノの宮みやは言いい淀よどむ。

　車道を勢いよく車が走り去り、排気ガス混じりの風が彼女のポニーテールを攫さらっていく。それを手で押さえ、彼女ははるか遠くを見た。

「普通の人は簡単に世界から消えたりしないでしょう？　でも、わたしは違う。まるで、世界がわたしの存在を認めてくれないみたいに感じるの」

「錯覚だろ。そんなの勘違いだ」

　断言した俺に、藤ふじノの宮みやは眉を下げた。

「……ええ、わかってるわ。これはわたしの感覚でしかないって──」

「ちげーよ。藤ふじノの宮みやはちゃんと認められてるだろ。世界に」

　俺は立ち止まって彼女を真まっ直すぐ見つめる。

「おまえの努力を認めない奴はいないよ。勉強でも部活でもおまえは皆に認められているじゃないか。……いいか。世界に認められてないってのは俺みたいな奴を言うんだ」

　藤ふじノの宮みやの双そう眸ぼうがたじろいでいた。

　俺は視線を外し、足早に坂道を登る。

「ま、俺は認められる努力なんて何もしてないしな。別に俺は誰かに認めてもらわなくたっていいんだ。世界や他人なんか知ったことか。俺が存在したいから存在する。それで、何か文句あるか？」

　俺は時間欠乏症じゃない。努力しなければ時間を得られない境遇になったこともない。同じ立場にない以上、彼女の心情すべてを量るのは不可能だ。

　だけど、俺の身勝手な意見は伝えられる。

「世界の承認はいらない。おまえ自身が望むなら、存在すればいい。それじゃダメなのか？」

　いつまでも藤ふじノの宮みやの足音が聞こえてこないから、俺は振り返った。

　夕ゆう陽ひに燃えた街路樹の下で、藤ふじノの宮みやは呆ぼう然ぜんと俺を見上げていた。大きな目を見開いたまま彼女は立ち尽くしている。黄たそ昏がれ色に染まった情景を涼しい風が吹き抜けて、彼女のプリーツスカートをはためかせていく。

「……そうね。その発想はなかったわ」

　胸を押さえて藤ふじノの宮みやは言った。

　俺は首を振る。

「誰にも認められてない俺がこれだけ堂々と存在してるんだ。おまえはもっと自信を持っていいだろ」

「あなたはどうしてもっと他人に認められる努力をしないのかしら。だからゴミと言われるのよ」

　冷静なツッコミをした彼女はいつもの藤ふじノの宮みやだった。

　カバンを肩にかけ直した藤ふじノの宮みやは小さく微ほほ笑えみ、坂道を上がってくる。その足取りは重いものではなく、俺はひっそりと安あん堵どを──。




　──騙だまされるな。




　藤ふじノの宮みやといるときは、常にこの言葉を胸に刻まなければならないのだと思う。

　何な故ぜなら彼女は時間泥棒で、目的のためなら噓うそをつくこともあって、彼女にしかわからない複雑な事情を抱えているからだ。

　駅で藤ふじノの宮みやと別れた俺は急いで元の道を引き返していた。

　どうして今まで気付かなかったのか。

　彼女は生まれたときに二十四時間の〈時〉を残して、すべてを失ったと言っていた。それで時間泥棒をして時間を得ている。

　だが、本当にそうか？　藤ふじノの宮みやに必要な時間は毎日、二十四時間だ。それだけの時間をいつ、どうやって盗んでいるのか。

　せいぜい二、三日と以前藤ふじノの宮みやは言った。

　彼女が一回に盗とる時間は通常、三日もないのだ。となると、一か月の被害者は最低でも十人。毎年百二十人以上が藤ふじノの宮みやの時間泥棒の被害に遭っていることになる。でももし、そんなに被害者がいるなら、彼女の犯行は世の中に明らかになっているはずで。

　薬局で泥棒道具が手に入るのも奇妙な話だ。それじゃまるで藤ふじノの宮みやの泥棒を促しているようなもんじゃないか。時間泥棒が推奨されてるわけじゃあるまい。

　俺が向かったのは巨大な建物、磐いわ長なが病院だった。

　自動ドアを潜る。広々とした待合席は会計待ちの人で埋まっていた。病院の受付時間は終わっているのだ。

　俺は人の流れと逆に歩いた。

　エレベーターに乗って内科のある階に着く。パジャマ姿の入院患者が目についた。

　その中、お医者さんごっこで白衣を着たみたいな子供が廊下を横切る。

「静しず流るおばさん！」

　俺が声を投げると、白衣が止まった。

　こっちを見た女の子が大きく目を見開く。

「ハーくん！」

　幼稚園のときから変わらない呼び方に俺は苦笑する。『小お曽そ崎ざき』と名札を付けた静しず流るおばさんはパタパタとサンダルを鳴らしてやってきた。

「心配したんだよー。夏休みずっと連絡つかないんだもん」

　マコトの母である静しず流るおばさんは、磐いわ長なが病院で医師をしている。マコトがガサツな男子小学生なら、静しず流るおばさんはおませな女子小学生だ。四十代には到底見えず、静しず流るおばさんとマコトと俺で歩いていたら、俺が二人の保護者と思われたことがある。切ない……。

「旅行に行くなら言っておいてよ。うちのマーちゃんなんか、ハーくんがいないって泣き喚わめいて家の壁破ったりして大変だったんだから」

「ほんと面目ないです……」

　壁破ったってマジかよ……。壁って破れるもんだっけ？

「ハーくんが病院来るなんて珍しいね。もしかして、どこか具合悪いの？」

　静しず流るおばさんが医師の顔になって俺を覗のぞいてくる。

「──静しず流るおばさん、時間科って何階ですか？」

　ぴく、と静しず流るおばさんの眉が動いた。

「時間科」。正しくはどんな名称か知らないが、賭けだった。時間泥棒に時間病院なら、時間科もありなんじゃないか。

「……ハーくん、診療科に時間科なんて──」

「おばさん、俺だって闇雲に言っているんじゃないです。時間病院はここですよね？」

　藤ふじノの宮みやが薬局で出した二枚のカード。保険証じゃないカードには『国際高度医療研究センター　磐いわ長なが病院』と記されていた。つまり、ここが藤ふじノの宮みやの言っていた時間病院なのだ。灯台下暗しである。俺が小さいときから使っていた磐いわ長なが病院は時間病院でもあった。

「時間科がないなら、時間にまつわる疾患を扱う診療科はどれですか？　意外と内科に入っていたりするんですか？」

「ハーくん、それは……」

　静しず流るおばさんが明らかに困っている。白衣の袖をいじり、言いい淀よどんでいた。それを見て申し訳ないと思うが、俺だって譲れないのだ。

　藤ふじノの宮みやの正体を知っているのは俺だけだ。噓うそつきな時間泥棒と関わるなら、彼女の疾患を正確に把握しておく必要がある。

「俺は時間について詳しい話を聞きたいんです。時間の──」

「あれ、加か嶋しまくん？」

　後ろから声をかけられ、俺は驚いて振り向いた。

　院内の広い廊下に、ただ一人。すらりとした長身が立っていた。

「早乙女さおとめ先輩──？」

　病院の無機質な蛍光灯を浴びて枯葉色の髪をしたイケメンはやってくる。いつの間にか入院患者の姿はなくなっていた。

　制服姿の早乙女さおとめ先輩は俺を見下ろし、目を細める。

「やあ、奇遇だね」




　　　　　　　＊＊＊




　病院近くのファミレスに俺と早乙女さおとめ先輩は入っていた。ソファー席で向かい合い、それぞれ無言でメニューを見ることしばし。

「加か嶋しまくん、何にするか決まった？」

「あ、はい」

「じゃあ、押すよー」

　ピンポーン。

「注文どうぞ」とやってきた不愛想なバイト店員に、俺は言った。

「豪州産タスマニアビーフ百パーセント自家製ハンバーグ～秋香る三種のキノコたっぷり和風ソース～のセット」

「和風ハンバーグセットっすね」

「……」

「秋さ刀ん魚ま焼き定食で」

「以上でよろしいっすか？」

　はい、と早乙女さおとめ先輩が頷うなずき、バイト店員は去っていく。タイトルに盛り込みたい気持ちはわかるが、どうにかならなかったのか、和風ハンバーグ……。

　俺はメニューを脇に置き、向かいを見た。

　早乙女さおとめ先輩に話しかけられた隙に、静しず流るおばさんには「勤務中だからごめんね」と逃げられてしまった。だが、そこで早乙女さおとめ先輩に訊きかれたのだ。

「キミは時間泥棒なのかい？」と。

　俺はなんとかトボけて、早乙女さおとめ先輩にファミレスに誘われて、今に至る。

　早乙女さおとめ先輩はテーブルに頰ほお杖づえをついて窓の外を眺めていた。ファミレスにはさっきからＪポップが結構な音量でループしていて、俺たちの間にある微妙な静寂を埋めてくれる。

「この辺りも大分、賑にぎやかになったよねえ」

　言われて窓に目を遣やるが、コンビニと個人経営のラーメン屋があるだけだ。車の通りはまばらだし、通行人はない。どこら辺が賑にぎやかなのか教えてほしい。

　俺の表情から思考を汲くんだのか、早乙女さおとめ先輩はちょっと笑う。

「以前はコンビニすらなかったんだよ。このファミレスもなくてさ、夜になると不気味なくらい真っ暗で」

「はあ」

　俺は周囲を見渡す。ファミレスは新しい店舗には見えなかった。ついでに客もほとんどいない。夕食時でこの客入りはマズいんじゃないかとこっちが不安になる。

「早乙女さおとめ先輩はこの辺りが地元なんですか？」

「ううん、ここにはよく来てたってだけ」

「誰かが磐いわ長なが病院に入院してるんですか？」

　早乙女さおとめ先輩は俺を見た。その目が一瞬、鋭く見えて俺はたじろぐ。

「加か嶋しまくんってさあ、意外と頭が回るタイプだよね」

「そう、ですかね」と俺は目を逸そらした。だって、外来患者の診療が終わった病院にいるって普通、入院患者か見舞い客の二択だろ。

「そこまで推測できるなら十分だよ」

「あの、俺の心の声と会話するのやめてくれませんか？」

「お待たせしましたー。和風ハンバーグセットと秋さ刀ん魚ま焼き定食っす」

　待ってねえ。さすが閑古鳥のファミレス、早いな。バイト店員が二人分のトレーを雑に置いていった。

　熱々のハンバーグを俺はフォークで割る。

「加か嶋しまくんは何を嗅ぎ回っているのかな」

　秋というより大根おろしの香りがするハンバーグを口に入れ、俺は目を上げた。早乙女さおとめ先輩はサンマを箸で上手に捌さばいている。

「さっき、先生に時間について訊きいてたよね？　加か嶋しまくんは〈時〉の仕組みをどこまで知ってるのかな？」

　俺に語りかける早乙女さおとめ先輩の顔は優しい。

　──〈時〉の仕組み、ときたか……。

　早乙女さおとめ先輩が時間にまつわる何かを知っているのは間違いないんだろう。俺の疑問が解消されるかもしれないから誘いに乗ったのだ。

　だが、俺はこの人を信用していない。校内では人気があるらしいが、どうもこの先輩は笑顔だけど笑っていない感じがするのだ。

「俺は静しず流るおばさんの帰ってくる時間を訊きいたんですよ。あ、静しず流るおばさんって俺の隣に住んでて、幼おさな馴な染じみのマコトの母親なんですけど。俺もよくお世話になってて」

「……加か嶋しまくん、それは無理がないかい？」

「何が無理なんです？　何時に帰ってくるか訊きいたって不思議じゃないでしょう」

「──」

「早乙女さおとめ先輩は俺を時間泥棒呼ばわりしてましたけど、俺は静しず流るおばさんの勤務時間を邪魔するつもりはないです。残業なく帰ってきてほしいですね」

　付け合わせのコーンを頰張ると、くく、と正面から含み笑いがした。早乙女さおとめ先輩が肩を震わせている。俺は気にせず黙々とフォークを動かした。

　笑いを収めた早乙女さおとめ先輩は、降参と言うように手を挙げてみせる。

「そう頑かたくなにならないでよ、加か嶋しまくん。見くびっていたのは謝るからさ」

「別に俺は、陽キャで人気者の早乙女さおとめ先輩に見くびられたところで何も感じませんが」

　本心だ。ここまで雲泥の差だと、やっかむ気にもなれない。

　俺の警戒心が鉄壁なのを悟ったのか、早乙女さおとめ先輩は折れた。

「じゃあ、まずは俺の話を聞いてよ。人間には時間を溜ためておく〈知恵の実〉という器官がある。それは三次元に生きる俺たちには、本来見えるものじゃない。だって、時間は三次元より上の、四次元の概念だからね。次元の話ってわかるかな？」

「一次元は一本の線。二次元は縦と横の平面。縦、横、高さで三次元の空間ですよね。それに時間の流れが加わったのが四次元、という認識で大丈夫ですか？」

「そうそう。だから〈知恵の実〉やそこに入っている〈時〉は第四次元物質と言われている。俺たちは第四次元物質を保持していないと、世界から消えてしまうんだよ」

「にわかには信じがたいですね」

「そうだね。〈時〉の仕組みは厳重に秘匿されている。知っているのは時間患者や時間能力者、それと時間機関に属する人たちくらいかな」

「つまり早乙女さおとめ先輩はそのどれかだと？」

　患者か、能力者か、機関に属する者か。

　先輩は俺の疑問に薄く微わ笑らっただけだった。

「時間能力者や時間機関って何？　って訊きかないんだね」

「早乙女さおとめ先輩が聞いてほしいなら聞きますけど」

「煽あおるなあ。時間能力者というのは、自分の意志で時間に干渉できる人のことだよ。いろいろな種類が確認されているけど、例えば時間跳躍者タイムリーパーというのがいる。その人は時間を跳んで任意の未来時間に行けるんだ」

「はあ、そうですか」

「興味ないって顔だね」

「他人に興味はないですから」

　一瞬、早乙女さおとめ先輩の目が冷たくなった気がした。

「時間機関の最もわかりやすい例は『時間警察』かな。彼らは〈時〉を悪用する者を取り締まっている。特に、他人から第四次元物質を盗む『時間泥棒』をね」

　それは聞き捨てならなかった。

　藤ふじノの宮みやは時間警察の存在を知っているのだろうか？

「時間警察は時間の不正を許さない。警察を名乗るだけあって、彼らは正義を遵守する。時間泥棒の被害に遭ったなら、時間警察に訴えれば解決に動いてくれるというわけさ」

　焼き魚を綺き麗れいに捌さばき、早乙女さおとめ先輩は俺をちら、と見た。聡そう明めいな瞳が俺の表情を窺うかがう。

「どうかな、加か嶋しまくんは俺に言いたいことない？　例えば、最近困っていることとか」

　俺はゆっくりとハンバーグを咀そ嚼しやくした。

　彼の狙いはおおよそ摑つかめた。おそらくこの人は時間警察なんだろう。俺は二回、早乙女さおとめ先輩に現場を見られている。

　一度目は桜の樹きの下で藤ふじノの宮みやを救ったとき。

　二度目はコーヒー風呂で藤ふじノの宮みやに勝負を挑んだとき。

　彼は俺が時間泥棒の被害者だと確信している。

　ここまで言えば、俺が時間泥棒を告発すると踏んでいるのだ。

　俺はフォークを一旦置いてお冷やを取った。言うべきことを言うため、氷の溶けきったぬるい水で口の中を流す。

　先輩は嫌味のない微笑を浮かべ、俺の言葉を待っていた。

　その善良な顔を真っ向から見据える。

「──正直、早乙女さおとめ先輩から中二病的設定を聞かされるとは思いませんでした」

　先輩の口元がぴくりと震えた。

　エリンギをいくら咀そ嚼しやくしても、俺は藤ふじノの宮みやを時間警察に突き出したいとは思わなかった。

　確かに俺は時間泥棒に夏休みを盗まれた。夏の四十二日をすっ飛ばしたわけだが、そのおかげで得たものがある。

　藤ふじノの宮みやとの関係だ。

　もし彼女が俺を標的にしなければ、俺と彼女に接点はなかった。同じクラスなのに言葉を交わすことなく、彼女の本性にも気付かずに高校生活を終えたんだろう。それはきっと、ものすごく残念な高校生活だ。

　俺は夏休みを盗まれたことで恩恵を受けている。それなのに被害者ぶって藤ふじノの宮みやを時間警察に売れるはずもなかった。

　俺はフォークを取り、真面目に続ける。

「面白い設定だと思います。早乙女さおとめ先輩でもそんなことを考えるんだとわかって、少し親近感が湧きました」

「……へえ、俺は距離感を覚えたけどね」

　早乙女さおとめ先輩の表情が強こわ張ばっていた。

「それなら加か嶋しまくん、先天性時間欠乏症って知ってる？」

　カチ、とフォークが皿にぶつかった。

　何な故ぜ、藤ふじノの宮みやの病名が出てくるのか。

　ライスを掬すくい損ねたのを気け取どられやしなかったか、と俺は不安になる。

「時間系の疾患の一つでさ、生まれつき〈知恵の実〉が悪いんだよ。〈知恵の実〉に保管できる第四次元物質が異常に少ないんだ。個人によるんだけど、ひどいと一日分しか時間を溜ためておけない」

　早乙女さおとめ先輩のことさら優しい視線が空恐ろしい。

　俺は一挙に口の中が渇いていくのを自覚していた。ライスを苦心して飲み込む。
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「時間欠乏症の患者は専門の医療機関から毎月、第四次元物質の入った人ア工ダ林ム檎ズの支給を受けている。それで〈知恵の実〉の不備を補完するんだよ」

「っ！」

　何な故ぜ、アダムズが『人じん工こう林りん檎ご』たるかを今、理解した。

　幻覚の林りん檎ご〈知恵の実〉の代替品だから人じん工こう林りん檎ごなのだ。アダムズは本来、時間を取るためのものではない。〈時〉を入れて、その時間を消費するための容器なのだ。

「でも、時間欠乏症患者に支給される第四次元物質は最大で三百六十時間分だけ。一日当たり、十二時間しかないんだ」

「それじゃ、他の人の半分……」

　思わず俺は口を挟む。

　一日は二十四時間なのに、十二時間なら半分だ。

「そう。時間欠乏症の患者は一日の短さに苦しめられることになる。よく一日が三十時間あればいい、なんて言う人がいるけど、彼らは逆に皆の半分しか時間がないんだからね」

「……その病気は治らないんですか？」

「現在、明確な治療法はないね。三次元に生きる人間には、四次元の〈知恵の実〉に触れることすら叶かなわないんだ。手の施しようもない」

「なら、その患者は一生、一日が十二時間のままで……!?」

「だから彼らは時間泥棒に走りやすい。時間犯罪に手を染める動機としては十分だろう？」

　俺は呆ぼう然ぜんとしていた。

　藤ふじノの宮みやが毎日、学校に来ているから錯覚していた。一日が十二時間しかないなら、学校に通うのも相当無理しないといけない。

『まるで世界がわたしの存在を認めてくれないみたいに感じるの』

　藤ふじノの宮みやの言葉がフラッシュバックする。

　彼女が吐き出した気持ちにやっと追いついた気がした。そりゃ、そうだろう。人生の半分を誰かから盗むことでしか生きられないのなら、自分の存在に懐疑的にもなる。

「……時間警察は、それでも時間泥棒を取り締まるんですか？」

　和風ハンバーグセットを完食し、俺はフォークを置いた。

　早乙女さおとめ先輩は首を傾かしげる。

「先天性時間欠乏症の事情を知っていながら、情状酌量の余地もなく、犯罪だからって時間泥棒を捕まえるんですか？」

　早乙女さおとめ先輩の設定として聞く作戦はとうに流れていた。

　先輩は愉たのしげに口角を持ち上げる。

「それが時間警察の仕事だからねえ」

「捕まった人はどうなるんです？」

「盗んだ回数にもよるけど、常習犯は消滅措置だね」

「消滅措置……？」

「〈知恵の実〉に〈時〉を入れさせないのさ。その人間は事実上、消滅する」

　ごくり、と喉を鳴らしていた。

　ファミレスには相変わらず客が入ってこない。俺たちのためだけにかけられた大音量のＪポップが空虚に響いていた。

「……俺、そろそろ帰らないと親がうるさいんで」

　俺はなんとかその一言を絞り出した。

　とりあえず俺の目的は達成した。藤ふじノの宮みやの人ア工ダ林ム檎ズの謎は解けた。これ以上、早乙女さおとめ先輩から聞き出すことはない。この人にどう対処すべきかは今ここで考えることじゃない。

　早乙女さおとめ先輩から逃げるため、俺は伝票を確認して、

「キミ、両親は海外赴任中だよね？」

　退路を断たれた。

　正面を見ると、早乙女さおとめ先輩の視線に絡め取られる。

「夫婦二人で海外の研究室に招かれるなんて、すごいよねえ。ご両親はよほど優秀な物理学者らしい。キミ自身の成績は振るわないようだけど」

「──」

　調べられている、と思った。

　時間警察の権限か何か知らないけど、俺の身辺は調査済みだった。

「加か嶋しまくん、これは警告だよ」

　低い声が俺の鼓膜を揺さぶる。

「ユッキーに近付くな。あの子はキミの手に余る。俺がこう言う理由、わかるよね？」

　呼吸が苦しくなった。思わず制服の胸元を摑つかむ。

　早乙女さおとめ先輩の鋭い眼光には殺気すら感じられた。俺は息をするのに精一杯で、反発とか抗議とか言いたいことは何も喉から出てこない。

「俺の用件はそれだけ。次、ユッキーといるとこ見つけたら容赦しない」

　先輩は千円札を二枚テーブルに置くと、席を立つ。

　枯葉色の長身がファミレスから出て行くまで、俺は喉元に見えない刃やいばを突きつけられたみたいに微動だにできなかった。
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　翌日、学校の昼休み。

　俺はラノベを読むことなく、自席でスマホをいじっていた。

　教室には学食を使わない生徒がそれぞれグループを作り、昼食を広げている。「見て見てー、今日のお弁当自分で作ったの。エラくない？」とか言っている女子たちの輪には、藤ふじノの宮みやの姿もある。今日も藤ふじノの宮みやは派手な女子グループといて、アイドルみたいなキラキラした笑顔を浮かべていた。

　俺はそれを確認して、ラインの画面を開く。

『もしかして、早乙女さおとめ先輩に病気のこと伝えたか？』

　藤ふじノの宮みやにメッセージを送信した。

　ファミレスでのやり取りで、早乙女さおとめ先輩が藤ふじノの宮みやの疾患を知っているのはわかった。それを藤ふじノの宮みや本人から聞いたのか、彼が藤ふじノの宮みやを身辺調査して知ったのとでは状況が違う。

　お弁当を食べていた藤ふじノの宮みやがラインに気付いたのかスマホを手にする。それからチラ、と俺を見た。

　俺はスマホを見下ろしたまま硬直していた。俺とアイコンタクトしてると藤ふじノの宮みやは知られたくないだろうからな。俺はクラスカーストの格差を理解しているつもりだ。

『先輩には何も教えてないけど。いきなりどうしたの？』

　状況は悪いほうだった。俺は返信する。

『昨日の帰り道、早乙女さおとめ先輩と会った。おまえの時間泥棒を知っているみたいだった』

　クラスメートと賑にぎやかにお弁当を食べていた藤ふじノの宮みやの動きが一瞬、止まった。

『それ、どういうこと？』

『そのままだよ。おそらく早乙女さおとめ先輩は時間警察だと思う。藤ふじノの宮みやを逮捕しようと狙ってる。あの先輩には近付かないほうがいい』

　それを送って、少し間があった。

　俺はスマホの画面をじっと見つめる。

『颯はやてくん……頭ダイジョーブ？』

　ピコン、と病院のスタンプまで送られてきて、俺は渋面になった。

『なんでそうなるんだよ！』

『だって、時間警察って……ありえないわ。そんなのが存在すると思う？』

『時間泥棒にだけは言われたくないぞ』

　そう送った後で、早乙女さおとめ先輩が時間警察である証拠がないのに俺は気付いた。思えば俺は先輩から警察手帳の一つも見せてもらっていない。もっとも時間警察手帳なんて見せられたところで、本物かどうか俺には判別できないんだが。

『〈知恵の実〉を知ってたってのは、先輩が時間警察である証拠にならないか？』

『本当に早乙女さおとめ先輩がそれを知ってたの？　ちょっと信じがたいわ』

　おそらく藤ふじノの宮みやも、他に〈時〉について知っている人と出会った経験がないんだろう。

『例えば、時間の仕組みなら、わたしのような時間疾患を抱えている人は知っているわよ。あと、時間能力者とか』

　藤ふじノの宮みやまで能力者を出すのか。

『もし先輩がわたしを時間泥棒と知ってるなら、もっと警戒すると思うわ。わたし、早乙女さおとめ先輩にいつも親切にしてもらってるもの。わたしの正体がバレているなんて考えられないわ』

　ユッキーに近付くな、という警告を思い出した。

　そういうことか？　つまり、早乙女さおとめ先輩は藤ふじノの宮みやをオトして時間泥棒の尻尾を摑つかむつもりだった。それが俺の介入で藤ふじノの宮みやに近付きづらくなっている。

　マリンパークでの早乙女さおとめ先輩と藤ふじノの宮みやの様子が脳裏に甦よみがえる。胸のモヤつきを払って俺は打った。

『これは嫉妬でも何でもない。早乙女さおとめ先輩だけはマジでやめとけ』

　送信ボタンを押そうとしたとき、俺の机がドン！　と音を立てた。

　顔を上げると、マコトがいた。

　珍しいこともあるもんだ。マコトがわざわざ俺の教室に来るなんて。

「ハヤテ、弁当だぞ！」

「へ。弁当？」

　俺の机には正月のお重みたいな弁当箱が置かれていた。

　マコトは口を尖とがらせて言う。

「昨日、夕飯食わなかっただろ。ハヤテの分まで作ってたんだからな！」

「あー悪い……」

　頭をかく俺。早乙女さおとめ先輩から情報を引き出すのを優先させてしまった。マコトは俺の前の席にあるイスを引く。

「もったいないから弁当にしてきてやったぞ。一緒に食おうぜ。まだ購買のシャケおにぎりは買ってきてないだろ」

「ん？　ああ……」

　なんで普段俺の教室にいないこいつまで俺の昼食を把握してるんだ、と思っている間に、マコトはお重を広げていく。てか、おまえもここで食うのか？

　ふと、俺は悪寒を覚えた。

　冷気の源を探すと、藤ふじノの宮みやが氷柱つららのような視線を投げていた。

「……」

「ハヤテー、何から食う？　このミートボールはあたしの自信作だぞ。味み噌そ汁しるも水筒にあるぞ」

「あ、ああ……」

　俺は藤ふじノの宮みやから目を逸そらした。それでも氷柱つららは俺の顔面にガンガンぶつかってくる。痛いんだけど。なんで俺、ブラック藤ふじノの宮みやの視線攻撃受けてんの？

　屈託ない笑顔で箸を差し出してくるマコトに、俺は訊きいた。

「おまえ……なんで俺と昼食べるんだ？　普段食ってる友達はいいのか？」

「たまにはいいだろ。別にあたしはクラスでの体裁なんか気にしないからな！」

　派手な女子グループにいる藤ふじノの宮みやがぴくりと動くのを見た。

　俺は箸を受け取る。

「悪かったな、クラス最底辺のぼっちで。……あ、マジだ。このミートボール、めっちゃウマい」

「だろー？」

　得意げに胸を張るマコト。アホ毛がぶんぶんと揺れている。

　そのとき、ブー、とスマホが震えた。

『ところで、今日の夕食ご馳ち走そうする話、まさか忘れてないわよね？』
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　忘れてた。

　というより、社交辞令か何かだと思っていたのだ。

　てっきりファミレスとかで奢おごってくれるのかと思いきや、藤ふじノの宮みやの家で藤ふじノの宮みやが食事を作ってくれるらしい。いよいよ信じられない。マジ？　時間盗とりゲームでもないのに、そんなことある？

「ほら、もうすぐ中間試験でしょ？　一学期は軒並み平均点以下だった颯はやてくんはわたしと勉強したほうがいいと思うのよね」

　藤ふじノの宮みやの物言いは相変わらず辛口だ。

　電車の車内放送は俺に馴な染じみのない駅名を告げている。俺と藤ふじノの宮みやの家は学校からだと反対方向なのだ。

「何な故ぜおまえが俺の点数を知っているのかはこの際、脇に置いておくとして……夕飯を食うついでに試験勉強もする、と？　なおさらファミレスのほうがよくないか？」

「……あんなに褒めてくれたのに、颯はやてくんはわたしの手料理を食べたくないのかしら……？」

「食べたい！　食べたいよ!?　だけど、そんなことに藤ふじノの宮みやの時間を使わせるのは──」

「以前あなたに言われた台詞せりふをそっくりそのまま返すわ」

　藤ふじノの宮みやは俺を遮り、漆黒の瞳を向けた。

「わたしの時間だもの。何に使ってもわたしの勝手でしょう？」

「──」

　俺は何も言えない。

　それは俺が十五日と十六時間を貸したときに言ったことだ。

　藤ふじノの宮みやはふっと不敵な笑みを浮かべる。

「あなたに時間の使い方を心配されるほど、わたしは時間を粗末にはしないわよ。気遣いは不要だわ」

　俺は彼女から視線を外した。

　一日十二時間しかないと俺が知っているのは黙ってたほうがいいんだろうな、と思った。

「それより、あなた、今日は夕食いらないと小お曽そ崎ざきさんには伝えたの？」

「ああ、それはラインしたぞ。藤ふじノの宮みやと食べるからいらないって」

「……少し火に油を注ぎすぎじゃないかしら」

「火？　いや、マコトから返信ないけど？　既読スルーされたな」

「それをスルーするところが颯はやてくんよね……」

　藤ふじノの宮みやが呆あきれた目になった。

　彼女に促されて電車を降りる。それから徒歩十分ほどで、俺は藤ふじノの宮みやの家に着いていた。

「ここよ」と示されたとき、俺は「おお……」と曖昧な声を洩もらしていた。

　古い。瓦屋根に木造だ。ベランダには障子も見える。両脇にあるカラフルな家々とは明らかに年季が違っていて、昭和な感じがする。今、令和だよ？

　藤ふじノの宮みやは鍵を開けて、摺すりガラスの引き戸を開ける。「ただいまー」と声を投げた。

　その際、家に表札にかかっている苗みよう字じが「藤ふじノの宮みや」じゃなくて俺は瞬またたく。

　廊下の奥からおばあちゃんが「おかえりなさい」と出てきた。おばあちゃんは俺を見るなり目を丸くした後、顔を綻ばせた。

「まあまあ、ユキちゃんが男の子を連れてくるなんてねえ」「ちょっと、おばあちゃん。誤解しないで！」「はいはい、おばあちゃんは奥の部屋に引っ込んでますからね」「本当に違うの！　彼はただのクラスメートで……！」

「あー、本当ですよ。俺は単なるクラスメートです」

　その瞬間、わたわたしていた藤ふじノの宮みやがすっと冷めた。真顔でこっちを凝視してくる。え、おばあちゃんが勘違いしないよう俺も口添えたんだけど、マズかった？

　俺たちが見つめ合っているうちに、おばあちゃんは去っていった。

　ブラック藤ふじノの宮みやが冷ややかに言う。

「どうぞ、上がって」

「お、おう……」

　何な故ぜ、機嫌を損ねたのかさっぱりわからなかったが、俺は玄関で靴を脱いだ。







「ここ、母方のおばあちゃん家ちなの」

「ああ、だから表札が違ったのか」

　藤ふじノの宮みやの部屋はちゃんと女の子らしかった。綺き麗れいに整理整頓されていて、どことなくいい匂いがする。ヤバいな、俺マジで藤ふじノの宮みやの部屋に来ちゃったんだ……。しかも、さっきのおばあちゃんの口ぶりだと、藤ふじノの宮みやが男子を家に呼んだのは初めてで。

　ピンク色のクッションに正座をした俺の前に、麦茶のグラスが置かれる。藤ふじノの宮みやが運んできたのだ。

「ありがとうございます」

「何畏かしこまってるのよ」

　藤ふじノの宮みやが怪け訝げんな目を向けてくる。

　この状況で緊張するなってほうが無理だろ。

　部屋はわずか六畳ほどだ。すぐ傍そばには藤ふじノの宮みやのベッドがあるし、部屋のドアは閉まっているので、二人っきりである。

　藤ふじノの宮みやは俺の向かいに座る。その拍子にプリーツスカートがわずかに持ち上がり、チラ、と白い太ふと腿ももが覗のぞいた。

「テスト勉強してから夕食にしましょう」

　彼女は横に置いたカバンから教科書やノートを出していく。藤ふじノの宮みやはブレザーを脱いで、上半身は白いブラウスになっていた。捻ひねった身体からだはラインがよくわかる。

「……颯はやてくん？」

　俺の視線に気付いた藤ふじノの宮みやが動きを止める。

　慌てて俺は自分のカバンを漁あさった。雑然としたカバンの中身を見下ろし、果たしてこの状況で俺は勉強できるのか、と不安になった。

「ロスタイムも使うわよ。二人で約二時間ずつ、四時間ね」

　藤ふじノの宮みやは人ア工ダ林ム檎ズに時の砂をセットしている。俺は訊きいた。

「その時間は……？」

「これはあなたの十五日と十六時間の一部よ。二人で使えばいいでしょう？」

「俺は別にいらないんだが……」

「へえ、颯はやてくんは追加の勉強時間がいらないほど、今度の試験に自信があるのね。試験結果が楽しみだわ。わたし、学年二位になったことないのよねえ」

「ああ俺が悪かったよ！　学年一位なんか取れるわけないだろ、バカなのか」

「バカはあなたよ、颯はやてくん。わかったなら、つべこべ言わずロスタイムで勉強しなさい」

　言い負かされた。

　俺は大人しく教科書とノートを開く。藤ふじノの宮みやは砂時計をコト、と卓袱ちやぶ台だいに置いた。瓢ひよう簞たん型の上部に入った砂が落ち始める。

　キラキラと〈時〉が流れ、煌きらめいた。

　すべての時計の針が止まった。

　遠くから響いてきていた小学生の甲高いはしゃぎ声がぴたりとなくなる。くたびれた青空では鳥が静止していた。

　時間の流れから切り離された世界で、俺たちは勉強を始める。

　シャーペンを走らせる音が妙に大きく感じた。

「ふうん」

　不意に声がして、俺は目を上げた。

　藤ふじノの宮みやは身を乗り出し、俺の手元を覗のぞき込んでいる。彼女の唇が綺き麗れいな弧を描いていた。

「二学期からはちゃんと授業のノートを取っているのね。感心だわ」

　俺は反射的にノートを教科書で隠す。

「何だよ、見るなよ……」

「わたしがあのとき非難したから？」

　あのとき──観覧車の前でだ。

　期待に満ちた目で藤ふじノの宮みやは俺の答えを待っている。

「……そうだよ。それ以外あるわけないだろ」

「最近、案か山か子しになってないわよね？　授業もきちんと聞いているみたいだし、ゴミにしては頑張ってると思うわよ」

「まったく褒められている気がしないのは、なんでだろうなあ」

「あなたの近頃の頑張りを評価して、特別にわたしのノートを全教科貸してあげるわ。九月前半の板書がないでしょ？」

　にっこりと微ほほ笑えんで、藤ふじノの宮みやはノートを差し出してくる。

　俺は気味悪そうに彼女を見た。

「……妙に親切じゃないか？　何を企たくらんでいる？」

「失礼ね。これはわたしなりの償いよ。わたしのために九月前半消えていた颯はやてくんにノートを貸してあげたくなっただけよ」

　ずい、と彼女はノートの束を俺に押しつける。板書がないのは実際、不便だったので、ありがたく借りることにした。

　俺は藤ふじノの宮みやのノートを開く。

　そうして、信じがたい文章を見た。

「……」

　俺は表情筋を動かさないよう最大限の努力をして、藤ふじノの宮みやをそっと窺うかがった。卓袱ちやぶ台だいを挟んで正面にいる彼女は、もう自分の試験勉強に励んでいる。俺の反応を意地悪く窺うかがったりはしていない。

　──これは策略か……？

　可能性はある。これを目にした俺が勘違いしてドキドキすると踏んでいるのなら、俺はまんまと策略に嵌はまっている。

　いかん。ちょっとこのノートは衝撃が強すぎた。完全に不意打ちだ。

　俺は平静を取り戻すため、藤ふじノの宮みやの部屋に視線を投げた。彼女の学習机には小難しそうな参考書が並んでいる。医学部志望って言ってたもんなあ……何だあれは？

　今度は藤ふじノの宮みやの机に信じがたいものを発見してしまった。これも策略か？　まさか俺は、周到に策略が張り巡らされた藤ふじノの宮みやの領域テリトリーに足を踏み入れてしまったのか!?

「……一つ、確認したいんだが」

　俺は声を絞り出す。藤ふじノの宮みやは顔を上げずに「ん」と言った。

「今日は時間盗とりゲームはしないんだよな？」

「もちろんよ。試験勉強をおいてゲームをする暇は颯はやてくんにはないはずだけど」

「だよな」と俺は返した。

　だったら、どれだけドキドキしても大丈夫だ。心置きなく確認してみよう。

「藤ふじノの宮みやの机に貼ってあるやつ、あれ、昨日撮ったプリクラだよな？」

　彼女の学習机の正面。おそらく座ったときに一番目につく場所に、見覚えのあるプリクラが貼られていた。俺と藤ふじノの宮みやと赤いハート。

「なんであんなとこに貼っ──」

「はははは颯はやてくんっ、女子の部屋をジロジロ見るのはどうかと思うわっ！」

　甲高い叫びがした。光速で藤ふじノの宮みやは机の参考書でプリクラを隠す。顔は真っ赤で黒髪は逆立っていた。

　彼女の過剰な反応に俺は呆あつ気けに取とられる。

「策略じゃないのか？」

「策略っ!?」と藤ふじノの宮みやは素っ頓狂な声を上げた。俺と見つめ合うこと数秒、彼女の表情が落ち着きを取り戻していく。

「……そ、そうよ。泥棒がカモの顔を忘れるわけにはいかないでしょう？　こうすることであなたの平凡な顔を忘れないようにしたのよ」

「ああ、なるほど」

　俺はノートに目を落とした。

「あと、このノートの余白に『はやてくん、あくびカワイイ』ってあるのは──」

「～～～～～～～っっっ!!　かっ勝手に見ないでっっ!!」

　ばっと藤ふじノの宮みやは俺の手からノートを奪い取る。

　いやおまえが貸したんだろ、というツッコミも忘れて俺は藤ふじノの宮みやを見た。

　ノートを胸に抱いた彼女は今度は真っ青だった。赤くなったり青くなったり忙しい。藤ふじノの宮みやはグルグルと目を回し、全身から湯気を出している。

　俺は首を傾かしげた。

「策略じゃないのか？」

「策略うぅっ!?」

　藤ふじノの宮みやはほとんど金切り声だった。

「それを俺に見せてドキドキさせる作戦じゃないのか……？」

　目を剝むいて藤ふじノの宮みやは俺を凝視する。やがて俺に見破られたのを観念したのか、彼女は虚うつろな表情になった。へなへなと座り込み、力なく言う。

「策略に決まっているじゃない……」

「だよなあ……」

　はあー、と二人して深々とため息をつく。

　結局、全部策略なんだよなあ……と俺は藤ふじノの宮みやを窺うかがった。

　彼女は卓袱ちやぶ台だいに向かって一心不乱に勉強を再開している。例のノートはもう見せてもらえないらしい。

　──藤ふじノの宮みやの好意が本心だったらよかったのに。

　ふと湧き上がってしまった思いを押し込めて、俺もテスト勉強に戻った。







「そろそろ休憩しましょうか」

　藤ふじノの宮みやがそう言ったのは二時間のロスタイムを終えたときだった。ああ、と応えた俺はシャーペンを置いて窓を見る。まだ空は青かった。

「なんかヘンな感じだな。勉強したのに時間が経たってないと」

「それは普段、時間が過ぎれば勉強した気になっているのよ」

「あーそれあるかも」

　静止から解放された世界では、近所にいる小学生たちの元気に遊ぶ声が響いてくる。藤ふじノの宮みやが空っぽになった砂時計を手にした。

「お腹なか空いたでしょ。わたし、ごはん作ってくるわよ」

「あ、悪い。……人ア工ダ林ム檎ズも持って行くのか？」

「颯はやてくんにとっては一瞬でごはんができるわよ」

　なるほど、と俺は思った。ロスタイムで藤ふじノの宮みやが食事を作れば、俺は時間経過することなく食事にありつける、と。

「待った。ロスタイムなんか使わず普通に作ってくれ。俺はいくらでも待つから」

「さっき盛大にお腹なか鳴らしてた人が何言ってるのよ」

「や、あれは……！」

　俺の弁解を聞かず、藤ふじノの宮みやは人ア工ダ林ム檎ズを持って立ち上がる。が、

「あっ」

「危な──！」

　藤ふじノの宮みやがフラつき、バランスを崩す。

　俺は彼女を抱き止めようとして、失敗して一緒に倒れていた。

　ボスッ。

　横にあるベッドのおかげで俺たちが怪け我がをすることはなかった。

　吐息が顔にかかる。

　至近距離に藤ふじノの宮みやがいた。

　ベッドで仰向けになった俺の上に藤ふじノの宮みやが乗っている。長い黒髪が俺の顔の横に垂れていた。藤ふじノの宮みやの体重と体温がダイレクトに感じられて、俺は思考力を失う。

「──っっ!?」

　息を吞のんだのは彼女だ。

　見つめ合った藤ふじノの宮みやの顔が茹ゆだる。逆光で恥じらう女の子っていいよな……なんて俺が頭の悪い感想を抱いたときだった。

　ぽわんと〈知恵の実〉が俺と藤ふじノの宮みやの間に出現する。え？

「あっ、アダムズが当たって……！」

　倒れた拍子に、藤ふじノの宮みやが持っていた人ア工ダ林ム檎ズが俺に触れていたのだ。

　慌てて藤ふじノの宮みやが俺から離れる。だが、俺の〈知恵の実〉は展開中だ。俺の身体からだは消えつつあって。

「い、今のはほんとにわざとじゃないの！　たまたま当たっちゃって……この時間は必ず返すから……！」

「ああ、わかってるって。今のは不慮の事故だろ」

　取り乱す藤ふじノの宮みやに俺は軽く返した。彼女は時間泥棒だが、自分の倫理観に反したことはしない。こんな騙だまし討うちをしないのはもうわかっている。

　さて、何時間取られるだろうか。藤ふじノの宮みやに押し倒されて密着していたわけだし、かなりドキドキしていた自覚はある。

　まあどうせ時間は返してもらえるしな、と俺は気負うことなく消えた。







　瞬まばたきをする。

　俺は消えなかった。

　いや、消えたのだが、目の前の情景が変わらなさすぎた。

「………あれ？」

　藤ふじノの宮みやは一瞬前とほとんど変わらない姿勢で床に座っていて、まだ青い空には鳥が飛んでいる。子供の遊ぶ声が響いてきていた。

　俺はベッドから身体からだを起こした。

　床に座っている藤ふじノの宮みやが言う。

「五分よ」

「レトルトカレーが温まるまで？」

「颯はやてくんが失った時間よ」

　そんなバカな。少なすぎる。

　俺は胸に手を当てた。動どう悸きはまだ速い、と思う。

「一応、確認するが、その人ア工ダ林ム檎ズのマックス値は……？」

「三時間よ」

　素っ気なく答えた藤ふじノの宮みやは、五分間の砂が入った人ア工ダ林ム檎ズを俺に押しつける。

「わたしは夕飯作ってくるわ」

　今度は慎重に立ち上がり、藤ふじノの宮みやは部屋を出て行った。

　パタン、と部屋のドアが閉まる。

　俺は返してもらった五分を手に、しばしキツネにつままれた状態になっていた。何だ、これは。俺はドキドキしていたのに、どうしてこんなに取られる時間が短いんだ？

　少し考えればわかる。俺と同じように藤ふじノの宮みやも心拍数を上げていたのだ。でなければ、こんなことにはならない。

　──俺と密着して藤ふじノの宮みやもドキドキしていた？

　例えば嫌いな人を押し倒したとして、胸が高鳴るだろうか。

　びっくりしたのかもしれないが、それは俺も同じだ。二人とも驚いたんだからそれは相殺されている。

　考えられるのはやはり、藤ふじノの宮みやも俺を意識していた、ということだ。

　でも、そんなことあるのだろうか。

　藤ふじノの宮みやは俺を嫌いだと言っていたのに。

　俺と藤ふじノの宮みやじゃ、まるで釣り合わないのに。

　彼女が俺を好きになるなんてあり得るのだろうか──。

　俺は頭を振った。思考を切り替えなければ、ずっとこのことを考えてしまいそうだった。

　手元の人ア工ダ林ム檎ズを見下ろす。五分を持っていても仕方ないので、砂時計をひっくり返す。

　ぴたりと音がなくなった。

　俺は立ち上がり、うーんと伸びをする。

　そのとき窓の外、静止した世界が目に入り──戦慄が走った。

　藤ふじノの宮みやの家から少し離れた電柱の陰。そこに枯葉色が覗のぞいていた。同じ制服の長身。間違いない。早乙女さおとめ先輩だ。

「っ──！」

　俺は砂の落ちる人ア工ダ林ム檎ズをひったくり、藤ふじノの宮みやの部屋を飛び出す。ドタドタと階段を降り、廊下を走って靴を突っかけ、引き戸を開けた。

「藤ふじノの宮みやの家まで来てストーカーですか？」と言ってやるつもりだった。時間警察だからって、やっていいことと悪いことがあるだろう。

　早乙女さおとめ先輩の「警告」が頭をよぎる。

　昨日の今日で警告を無視した俺は殴られるかもしれない。そのための〈時〉だ。殴られそうになったら時間を止めて逃げればいい。

　ファミレスでは言えなかったが、ふざけるなと思っていた。

　何の権利があって俺と藤ふじノの宮みやの関係に口を挟むのか。どうして俺が藤ふじノの宮みやと接するのを制限されなければならないのか。陽キャのイケメンだからって、陰キャを言いなりにできると思うなよ。

　静止した世界で俺は目的の電柱に向かい、そこで立ち尽くす。

　早乙女さおとめ先輩の姿は消えていた。

　藤ふじノの宮みやの部屋を見上げて確認するが、この電柱で間違いない。藤ふじノの宮みやの部屋から見えた早乙女さおとめ先輩はどこにもいなくなっていた。ロスタイムの俺以外は動けないはずの世界で。

　ブロロロ、と車のエンジン音がして、埃ほこりっぽい風が俺の頰を撫なでる。

　手持ちの五分は終わっていた。

　呆ぼう然ぜんとしていると、藤ふじノの宮みやが家から出てきて、「颯はやてくん……？」と声を投げる。

「どうしたの？　夕食できたわよ」

　ああ、と俺は頷うなずき、踵きびすを返かえす。最後にもう一度辺りを見渡すが、枯葉色はついぞ見つけられなかった。
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　中間試験の最終科目が終わったとき、俺は藤ふじノの宮みやを誘った。

『今週の土曜、このオータムフェスティバルに行きたいんだけど』

　公式ホームページのリンクを添付してラインを送る。

　試験が終わって解放感に浸っている教室では、クラスメートたちが早速遊びに行こうと騒いでいる。俺がひっそりとラノベを開く前に返信が来た。

『颯はやてくんから誘ってくれるなんて珍しいわね。いいわよ』

　よし、と俺が思ったところでメッセージが追加される。

『ところで、オータムフェスティバルって何かしら？』

　公式ページ見なかったのかよ……。

『夏祭りみたいなもんだよ。メインは花火大会だな』

　県内で毎年やっているイベントなのだが、どうやら藤ふじノの宮みやは知らないようだ。

『秋でも花火大会をやっているのね。夏限定かと思っていたわ』

『おかげで俺は、来年の花火を待たなくていいわけだ』

『よかったわ。夏が終わっても夏の風物詩を味わえるなら、わたしも罪悪感なく夏休みを盗めるというものよ』

『罪悪感は持てよ！』

　藤ふじノの宮みやのクスクスと笑う声が聞こえてきて、俺は目を遣った。藤ふじノの宮みやは教室で仲良しグループといるが、スマホを見て笑っていた。

『笑うなよ。次こそ夏休みは返してもらうからな』

『え？』

『え、じゃねーよ。ゲームに勝ったら夏休みを返す、というのは噓うそか？』

　返信までに少し間があった。

　俺は教室にいる藤ふじノの宮みやをそっと窺うかがう。彼女はスマホを見たまま口を尖とがらせていた。

『ふ～～～ん。つまり、颯はやてくんは時間盗とりゲームをしたくてわたしを誘ったのね。ふ～～～ん、へえ～～～』

　他に何があると思っていたんだろうか。俺たちが遊びに行くとしたら、ゲームに決まってるだろう。

　少し迷ったが、俺はそのメッセージを送信した。

『俺は次のゲームで最後にするつもりだ』

　ガタン、とイスの倒れる音がした。藤ふじノの宮みやがいきなり立ち上がったのだ。一緒に話していた女子たちが疑問符を浮かべている。

　俺はそれっきりラノベを開いた。メッセージが追おい縋すがってくる。

『そう……覚悟しておきなさい』




　　　　　　　＊＊＊




　そして迎えた運命の土曜日、午後四時。

　俺は硬直していた。

「どうしたの、颯はやてくん、ぽかんと口を開けて。今日はいつも以上にマヌケな顔になっているわよ」

　艶あでやかな浴衣姿の藤ふじノの宮みやが大人っぽく微笑ほほえんでいる。秋らしいショールを羽織った浴衣姿だ。大事なことなので二回言った。

　綺き麗れいに結い上げた黒髪には華やかなコサージュが挿さっている。足元は下げ駄たで、小物まで巾着だった。

「ふふっ、浴衣、そんなに驚いたかしら？」

　驚いた。

　十月だし、浴衣だとは思わなかったのだ。いや、そんなことに驚いたんじゃない。浴衣を着た藤ふじノの宮みやがあまりにも綺き麗れいで驚いたのだ。

　普段の制服姿もいいが、こういうイベントならではの恰かつ好こうをされると、やはり気分が盛り上がる。

「少し季節外れだけど、ショールがあれば寒くないし。何より、颯はやてくんに夏を味わってもらわないとね」

　藤ふじノの宮みやは悪いた戯ずらっぽい眼まな差ざしを向けてくる。

　ドキン、と胸が高鳴るのを自覚して、俺は慌てて目を逸そらした。

「じゃあ、いくか」

『オータムフェスティバル２０２１』とのぼりが立てられた遊歩道。その両脇には賑にぎやかな屋台が連なっている。俺はそこを見たまま藤ふじノの宮みやに手を出した。

　藤ふじノの宮みやが躊躇ためらう気配がした。

　だが、それはほんの一瞬のことで、すぐに俺の手には彼女の手が重なる。あまりにも自然に手を繫つながれて狼狽うろたえたのは俺だった。

「え？　いや、そうじゃなくて人ア工ダ林ム檎ズだよ！　それがないとゲームが始められないだろ」

　え？　と藤ふじノの宮みやも瞬まばたきをする。それから彼女は顔を赤らめた。

「紛らわしいわよ！　てっきり颯はやてくんが手を繫つなぎたいのかと思ったじゃない」

　藤ふじノの宮みやは俺の手を捨てるように放し、巾着から人ア工ダ林ム檎ズを出す。空っぽの砂時計を俺に押しつけた。

　俺は受け取った砂時計をポケットにしまい、藤ふじノの宮みやを窺うかがった。

　浴衣の彼女はそっぽを向いている。

　花火大会は十九時からだが、屋台は既に大盛況だった。遊歩道はめちゃくちゃ混雑していて、下手したらはぐれそうだなと思った。

　俺は藤ふじノの宮みやに手を出す。今度はそろそろと、だ。

　それに気付き、彼女は冷ややかに言う。

「今度は何かしら？　まさかお財布忘れたなんて言わないわよね？」

「……手を繫つなぎたいです」

　消え入りそうな声を出す俺。

　藤ふじノの宮みやが一瞬きょとんとして、ふっと鼻を鳴らした。

「バカっ」

　手が重なる。

　俺たちはカップルみたいに手を繫つなぎ、賑にぎやかな遊歩道へ向かった。







　時間盗とりゲームは敗者が消えてしまう特性上、人目のあるところではできない。

　人の往来が激しい遊歩道では必然的にゲームはお預けとなる。

　藤ふじノの宮みやもブラックのまま屋台を物珍しそうに見ていた。

「へえ、ここの花火大会、全国でも有名な部類に入るのね。知らなかったわ」

　屋台の至るところにはオータムフェスティバルのポスターが貼られていた。そこに微妙なランキングが載っている。『全国花火大会行ってよかったランキング　九位』。そんなランキングにどれだけ信しん憑ぴよう性せいがあるかはわからないが。

「ああ、最後三十分くらいのスターマインは見応えがあるぞ」

　屋台から漂ってくる食べ物たちの匂いに食欲を刺激されつつ、俺は返す。

　スターマインとは短時間に大量の花火を打ち上げる演出だ。花火大会の花形プログラムである。

　藤ふじノの宮みやが首を傾かしげた。

「なんで颯はやてくんはそんなこと知ってるのかしら？」

「去年見たからに決まってるだろ。一昨年も見たな」

「誰と？」

「マコトと」

　てか、マコト以外、一緒に見に行く奴いないしな……と思っていると、あれ、なんか左手が痛い。

「あのー藤ふじノの宮みやさん？」

「何かしら」

「俺の左手、握り潰してない？」

「気のせいよ」

「いやいや、絶対気のせいじゃないって。ギブギブ！」

　白旗を振ると、藤ふじノの宮みやは手を離してくれた。彼女は腕組みをして言う。

「颯はやてくん、今日の時間盗とりゲームも制限を設けましょう」

　ゲームの話になり、俺も真面目な顔になった。

「花火大会でスターマインが始まったら、ゲームはそこで終わりよ。いいわね？」

「何な故ぜだ？」

「あなたのためよ。せっかく今年初めての花火大会なのに、わたしに時間を奪われて観みられなくなったら可哀想かわいそうでしょう？」

　ふふん、と藤ふじノの宮みやはせせら笑う。自分の勝利を疑っていない顔だ。

「ところで、花火大会の席は取っているのかしら？」

「有料席は完売してるな。あれ、何か月も前に抽選なんだよ」

「なら、どこで見るつもりなの？」

「穴場を知ってるんだ。河か川せん敷じきにある古いビルなんだけど、あそこの屋上から──」

　言いながら俺は指をさす。が、俺の指の先にあったビルは廃はい墟きよになっていた。

「……あれ？」

　去年まで特等席だった古ビルは、どうやら取り壊しが決まったらしい。誰かが立ち入らないよう一階のシャッターは閉まり、脇の階段は厳重に封鎖されている。

「颯はやてくん？」

　とても優しい声が横からする。

　藤ふじノの宮みやはにっこりしていた。めっちゃ怖い。

「だ、大丈夫だって！　見る場所は他にも絶対あるから！」

　参ったな。時間盗とりゲームだけじゃなく、花火を観みる場所まで考えなければならなくなった。どうしよう……と思っていると、藤ふじノの宮みやに腕を引かれる。

「あっ、颯はやてくん。ボールすくいがあるわよ。やりましょう！」

　彼女は瞳を輝かせて屋台に向かう。それを拒否できるはずもなく、俺は彼女を追った。







「あー楽しかった。わたしのスーパープレイを見た感想はどうかしら？」

　藤ふじノの宮みやはえらくご満悦だ。鼻唄まで歌い出しそうである。

「そうだな、スーパーボールだけにスーパープレイだったな……」

「何それ、全然面白くないわ」

「楽しんでたのはおまえだけだよ」

　藤ふじノの宮みやはボールすくい屋台を一つ潰しかけた。子供用のプールに入ったスーパーボールを一人で全部掬すくったのだ。屋台のおじさんが顔を青くしていた。

　掬すくった後で藤ふじノの宮みやはビニール袋（大）に入るだけもらい、残りは返却した。そして、そのビニール袋は今、俺が持っている。

　カラフルなボールたちを見下ろし、俺はボヤく。

「こんな大量のスーパーボール、どうするんだ……？」

「颯はやてくんにあげるわ」

　え、と俺は喉が潰れたヘンな声を出した。

「いらないのに取ったのか？」

「こういうのは取るのが楽しいのよ」

　藤ふじノの宮みやは悪びれる風でもない。俺は肩を落とした。正直いらない……。荷物になるだけだ。でも、彼女の上機嫌な顔が見られたからいいかな、と思ってしまう。

「そろそろ何か食べましょうよ。わたし、お腹なか空いたわ」

　ああ、と俺は同意した。さっきから俺もソースの匂いが気になってしょうがない。

「焼きそばか、たこ焼きか、どっちにする？」

「両方よ、両方。あとで綿あめもチョコバナナも食べるんだから」

「マジかー」

　俺たちはソースの匂いを追い──

　目の前に誰かが立った。

　渋い色をした男物の浴衣。藤ふじノの宮みやが「あ」と小さく声を洩もらす。

「早乙女さおとめセンパイ！」

　随分なイケメンが俺たちの行方を塞ぐように立っていた。目が合う。瞬間、俺の息が詰まった。嫌な汗が噴き出す。

　俺と先輩の視線が交差したのはコンマ一秒にも満たなかった。早乙女さおとめ先輩は優しい先輩の顔で藤ふじノの宮みやに微ほほ笑えみかける。

「ユッキーたちじゃないか。奇遇だね」

　この人は「奇遇」を「必然」と間違えて使っているんじゃないだろうか。

　俺が沈黙する横で、藤ふじノの宮みやはとうにアイドルになっていた。纏まとめた髪にはリボンが揺れている。

「センパイも来てたんですねえ。うわあ、センパイ和服似合いますね！」

「はは、ありがと。ユッキーの浴衣姿も可か愛わいいよ」

　俺は俯うつむいた。この場からいなくなりたかった。

　藤ふじノの宮みやがきょろきょろと辺りを見渡す。

「センパイは誰と来たんですかあ？」

「うん？　俺は一人だよ」

「え……」

「せっかくだから、俺もユッキーたちと一緒に回っていい？」

　アイドル藤ふじノの宮みやが顔を強こわ張ばらせた。横にいる俺をチラ、と見る。俺は黙したまま動かなかった。藤ふじノの宮みやが早乙女さおとめ先輩といたいならそれも仕方ないと思った。

　浴衣の袖をいじり、藤ふじノの宮みやが慎重な声を出す。

「えーっと……」

「冗談だって冗談。さすがに俺もそんな空気の読めないことしないよ」

　手を振って早乙女さおとめ先輩は朗らかに笑う。

「ユッキーたち、花火の有料席取ってないなら、この先の公園で早く場所取ったほうがいいよ。ちゃんと座って観みたいでしょ？」

　俺と藤ふじノの宮みやは顔を見合わせた。

「食べ物は加か嶋しまくん一人でも買えるだろうし」

　早乙女さおとめ先輩の言うことはもっともだ。俺の知っている穴場が使えないなら、遊歩道を抜けたところにある公園が最有力候補である。

「藤ふじノの宮みや……」

「うん、わかった。公園で場所取っておくね」

　頷うなずいて藤ふじノの宮みやはパタパタと人混みを駆けていく。それを見送り、俺はたこ焼きの屋台へ向かった。屋台のおじさんにお金を払い、型に生地が流し込まれる。

「残念だよ、加か嶋しまくん。俺の警告は無駄だったみたいだ」

　傍そばでイケメンな声がした。

　俺はたこが投入されていく様をじっと見つめていた。不吉な影のように早乙女さおとめ先輩は俺の横に並ぶ。

「藤ふじノの宮みやを尾つけるの、やめてくれませんか」

「人聞きが悪いことを言うなあ。偶然会っただけじゃん」

「この前、早乙女さおとめ先輩を藤ふじノの宮みやの家の近くで見ました」

「俺ん家ちとユッキーの家って近いんだよ。そう言う加か嶋しまくんはどうしてユッキーの家を知ってるの？」

　しらばっくれんなよ、と思った。先輩相手だから口には出さなかったけど。

「加か嶋しまくんこそ、しらばっくれないでほしいな。俺は言ったはずだよ。ユッキーに近付くなって」

「──先輩は何様ですか？」

　ジュウジュウとたこ焼きが焼ける音がしている。黒い鉄型からは湯気が立っていた。

「藤ふじノの宮みやと俺が合意の上で何をしようと勝手でしょう。先輩にとやかく言われる筋合いはないです」

　加か嶋しまくん、と先輩はため息混じりに首を振った。

「わかってないよ。キミは何もわかっていない」

「先輩は何がわかってるんです？」

「時間は、世界は、そんな生易しいものじゃないんだ」

　祭りの喧けん騒そうから距離を置くように早乙女さおとめ先輩が視線を投げる。河か川せん敷じきに連なるビルの群れが夕ゆう陽ひを反射し、ギラついていた。

「時の流れは大きな摂理で、ちっぽけな人間がいくら喚わめいてもどうにもできないんだよ。キミは例えるなら、生身でビルに体当たりしているようなものだ。相手は痛いたくも痒かゆくもないし、世界は何も変わらない。警備員がキミを排除して終わりだ」

　すべてを諦めた瞳で先輩は自嘲気味に続ける。

「時間犯罪がどれだけの罪なのか、キミは理解していない。キミたち個人の思いなんか世界は汲くんでくれないんだよ。世界は時間犯罪を許さない。摂理に反していたら無情に刈り取るだけなのさ」

「ああ、そうですか」と俺はぞんざいに言っていた。

「つまり、どんな事情があろうと時間警察は時間泥棒を許さないんですね」

　出来上がったたこ焼きのパックを受け取り、俺は先輩に向き合う。

　前髪を払い、イケメンを睨にらんだ。

「世界の代行者気取りの先輩には申し訳ないですけど、俺は世界なんかクソくらえなんで」

　先輩の物言いに無性にイラついていた。

　最初に藤ふじノの宮みやから時間を奪ったのは世界じゃないか。許さないはこっちの台詞せりふだ、馬鹿野郎。

　彼女を認めない世界なら、俺は願い下げだ。

「とにかく俺たちのデート、邪魔しないでもらえますか？」

「──」

　早乙女さおとめ先輩と俺は対たい峙じしたまま膠こう着ちやくする。

　先輩の浴衣の首元から金色のチェーンが覗のぞいていて、浴衣でもアクセ付けてるんだな、なんて場違いなことを俺は考えていた。

「キミの言い分はわかったよ、加か嶋しまくん」

　先輩の声音は穏やかだった。俺が緊張を緩めたとき、早乙女さおとめ先輩は顔を寄せる。

「──後悔するといい」

　激情を押し殺した低い声。俺はギョッとして後あと退ずさった。

　愚かな存在を憐あわれむ神みたいに、先輩は冷酷な眼まな差ざしで告げる。

「キミにはユッキーを守れない。それを今から思い知らせてあげるよ。自分の無力さを嘆き、打ちひしがれて、深い悔恨に浸るがいい。できれば永遠にね」

　俺は絶句する。

　と、先輩は思わせぶりにニヤリと嗤わらった。

「行かなくていいの？　今、ユッキー一人だけど」

「っ!?」

　心臓が縮まった。俺は弾はじかれたように駆け出す。背中で早乙女さおとめ先輩の嘲わ笑らう声がした。

　もつれた足で人にぶつかり、罵声を浴びせられる。だけど、俺はそれどころじゃなかった。

　走りながらスマホを出す。藤ふじノの宮みやの番号にかけた。

　コール音が鳴る。一回、二回、三回……。

　頼む、出てくれ。

　祈りが通じたのか、コール音は途切れた。藤ふじノの宮みやの声がする。

「颯はやてくん？　今、公園の奥の──」

「気を付けろ！」

　電話口で俺は叫んだ。え、とスマホの向こうで藤ふじノの宮みやが戸惑う。

「人目のあるところにいてくれ！　今、行くから……！」

　わけがわからない、と言う藤ふじノの宮みやにロクに説明もせず、俺は走った。彼女の怪け訝げんそうな声が聞こえてくることにひどく安あん堵どしていた。







「藤ふじノの宮みやが誰かに襲われるって早乙女さおとめ先輩が仄ほのめかしたんだ」

　公園で藤ふじノの宮みやと合流したとき、俺はそう説明した。

「後悔するといい。キミにはユッキーを守れない」その言葉が示すのはそういうことだろう。

　両手を膝につき、ぜえはあと息を荒くする俺。ビニール袋に詰まったスーパーボールとたこ焼きはなんとか死守していた。

　てっきり俺の懸念は一笑に付されるかと思いきや、藤ふじノの宮みやは神妙な顔になっていた。

「……そうね。早乙女さおとめ先輩には不審な点があるわ」

　ブラック藤ふじノの宮みやは鋭い目で顎に手を当てている。

「早乙女さおとめ先輩、浴衣だったのよねえ」

「それがどうしたんだよ」

　呼吸が落ち着いた俺は顔を上げる。カッコよかった、なんて感想が飛び出さないことを切に願った。藤ふじノの宮みやは俺に指を突きつける。

「よく考えてみなさい。男子がわざわざ浴衣で花火大会に行くときって、どんなとき？」

「……タンスの肥やしになった浴衣を発見したとき」

「論外！」と藤ふじノの宮みやは俺の解答を斬り捨てた。

「正解は、一緒に観みに行く女子が浴衣のときよ」

　ほう、と思った。

「男の人が浴衣を着るのって、普通、カノジョが浴衣だからでしょ。でも、早乙女さおとめ先輩は誰とも待ち合わせしてないみたいだったわ。一人で花火を観みに行くのに、浴衣を着るかしら？」

「……おまえに合わせたんじゃないか」

　え、と藤ふじノの宮みやがたじろいだ。

「なんでわたし……!?　わたし今日、浴衣を着るなんて誰にも言ってないわよ」

「おまえが家から出たのを見て着替えたんだろ。男なら着替えにさほど時間もかからない」

「偶然見かけられたってことかしら……？」

　藤ふじノの宮みやの不思議そうな表情を見て、俺は打ち明ける決心をした。

「テスト期間中、俺がおまえん家ちに行ったろ。あのとき、早乙女さおとめ先輩がおまえの家を見張ってた」

　藤ふじノの宮みやが大きく目を見開く。

「あと、マリンパーク。おまえ、あの無料チケットどうやって入手したんだ？」

「あれは、女バスの友達が二枚余ったからって……」

「バスケ部か。そりゃ完全に早乙女さおとめ先輩の手の内だな。九月が有効期限のチケットを最終週の前に渡せば、土日のどっちかで使うのは確実だ」

「待って。噓うそでしょう……？」

　藤ふじノの宮みやは血相を変えていた。

「噓うそじゃない。俺たちは誘導されている。早乙女さおとめ先輩の思惑通りに」

　俺がマークされたのは、おそらく裏庭の桜の樹きで先輩と遭遇したときだろう。

　なら、藤ふじノの宮みやがマークされたのはいつだ？　早乙女さおとめ先輩と藤ふじノの宮みやが同じバスケ部なのは、果たして偶然か？

「思い出してみろ。おまえが早乙女さおとめ先輩と接触するようになったのはいつからだ？」

「……早乙女さおとめ先輩って今年の五月に編入してきたのよ。それでバスケ部に入ってきて……予備校でもたまに会うんだけど……」

「早乙女さおとめ先輩と『偶然』会ったときは『必然』だと思ったほうがいい。あの人はおまえを逮捕して、世界から消そうとしている」

　藤ふじノの宮みやの表情に翳かげが落ちたのを俺は見逃さなかった。親しくしていた先輩が自分の存在を認めないと知ったのだ。暗い気持ちにもなる。

　花火を待つ人々のざわめきの中、俺は俯うつむいた。

「ごめん。藤ふじノの宮みやを落ち込ませたくはなかったんだけど──」

「いいわ」

　清すが々すがしい声がした。

　顔を上げた俺の目に、藤ふじノの宮みやの微笑が飛び込む。

「わたしだけじゃ気付けなかったもの。颯はやてくんが一緒にいてくれてよかったわ」

　真まっ直すぐに見つめられ、俺は狼狽うろたえた。頰が熱くなったのを自覚する。急いで目を逸そらした。藤ふじノの宮みやも顔を横向ける。

　夕暮れの風が吹き抜けて、川辺の湿気と雑多な匂いを運んでいった。藤ふじノの宮みやの目が俺の手元に落ちる。

「たこ焼き、食べましょ」

「ああ」







　結果的に俺たちは公園の場所取りに失敗していた。

　俺が慌てて藤ふじノの宮みやに電話したことで、彼女は取っていた場所から離れたのだ。有料席を取れる人はごく一部で、観客の多くは花火の見物場所に飢えている。人々はあっという間に公園のスペースを占拠し、俺たちは敗残兵のごとく公園を後にした。

　暗くなった道を歩いて花火を観みられそうな場所を探すが、簡単には見つからない。とりあえず小さな神社で俺たちは腰を落ち着けた。誰もいない石段に横並びで座る。俺はスーパーボールのビニール袋を足元に置いた。

　座って空を見るとよくわかる。ここからでは花火はほとんど観みえないだろう。花火を観みるには移動する必要があるな、と思った。

　パラパラという輪ゴムの音がして首を回すと、藤ふじノの宮みやがたこ焼きのパックを開けている。それから「あれ？」と言った。

　愛あい嬌きようのある声音でわかる。隣にいるのはアイドル藤ふじノの宮みやだ。

　人目がないから時間盗とりゲームが可能と判断したのだろう。それで瞬時にキャラを変えてくる辺り、藤ふじノの宮みやはやはり時間泥棒だった。

「割り箸が一膳しか入ってない……？」

　あー、と俺は曖昧な声を洩もらす。一人で買ったから一膳しか入れてくれなかったのだ。

「もらってくるか」

「ううん、いいよ。手間だし」

　パキ、と箸を割って、藤ふじノの宮みやはたこ焼きを摘まんだ。

「颯はやてくん、はい、あーん♡」

　リボンを飾った藤ふじノの宮みやは俺にたこ焼きを運び、可か愛わいらしく微ほほ笑えんでいる。

　時間泥棒の彼女は、いつ人ア工ダ林ム檎ズを当てられてもいいように俺をドキドキさせておかねばならない。それ故ゆえの積極的な行動だ。

「あーん」

　俺は素直にたこ焼きを食う。

　その際、人ア工ダ林ム檎ズを彼女の手に当てた。

「え？」

　藤ふじノの宮みやが驚く。自分が攻勢に出ているタイミングでアダムズを使われるとは思わなかったのだろう。

　俺だって藤ふじノの宮みやに「あーん」されてドキドキしている。

　結果、〈知恵の実〉が俺から現れた。俺の負け。でも、これは想定内で、勝ちに行くための負けである。

　瞬またたく藤ふじノの宮みやの前で、たこ焼きを咀そ嚼しやくする俺は消えた。




　～時間盗とりゲーム、開スタ始ート～




　モグモグモグモグ……。

　たこ焼きを食いながら世界に現れるなんて、俺も随分とこの状況に慣れたものだ。

　俺が世界から消えていたのに、藤ふじノの宮みやはまだたこ焼きを食べ終わっていなかった。六個入りのたこ焼きの残数は三。

　俺が腕時計を見る前に藤ふじノの宮みやは言う。

「……五分だよ」

「そうか。そんなもんだろうと思った」

「珍しいねえ、颯はやてくんが積極的にアダムズを使ってくるなんて……」

　藤ふじノの宮みやの戸惑いが隣から伝わってくる。

「言ったろ。時間盗とりゲームは今日で終わりだ」

　神社の草むらから控えめな虫の声が聞こえてくる。暗がりに浮かぶ藤ふじノの宮みやの白い顔が強こわ張ばっていた。

「……どうしてかなあ？」

「今日は俺が勝つからだ」

　ふふっ、と藤ふじノの宮みやはリボンを揺らして笑った。

「なーんだ、そんな理由？」

「十分な理由だろ。さっきので気付いたと思うが、おまえと俺の心拍数はさほど変わらない。そして、おまえがドキドキせずに、俺をドキドキさせるのも不可能だ」

　藤ふじノの宮みやの動きが一瞬、止まる。

　その隙に俺は藤ふじノの宮みやから箸を奪った。たこ焼きを自分で口に入れる。

「……颯はやてくん。不可能って、どういう意味かなあ？」

　リボンを確かめるように彼女は頭に手を当てる。

「最近、俺は教室でおまえを見ていた。おまえをドキドキさせられる手がかりがないかと思ってな。そこで気付いた」

　ぼっちの俺は誰にも邪魔されることなく教室内を観察できる。

　その成果がこれだ。

「藤ふじノの宮みやは実は男子慣れしてない！　おまえが教室で話しているのはいつも女子なんだよ。カレシもいたことないって言ってたしな」

　少し考えればわかることだ。一日が十二時間の藤ふじノの宮みやに余分な時間はない。

　学校と部活と予備校だけでキャパオーバーだ。必然的に友人と遊ぶ時間は少なくなる。休日に男子と遊びに行く機会もなかったはずなのだ。

「おまえの家で間違って人ア工ダ林ム檎ズが当たったときがあったろ。そのときだって五分しか取られなかった。おまえが俺に触れたとき、男子に慣れてないおまえも無意識にドキドキしてるんだよ」

　俺の考察に、藤ふじノの宮みやは「……ふうん、そういうことかあ」と返す。正解とも不正解ともつかない表情だ。

「俺はもう、その五分を縮めるだけでいい。藤ふじノの宮みや、そろそろ年貢の納め時じゃないのか？」

　ざわざわと神社の木々が鳴っていた。

　屋台の明かりが遠くで揺らめく。

　藤ふじノの宮みやはふう、と息をついた。

「颯はやてくん、取り引きしないかなあ」

　予想外の単語が出てきて俺は眉をひそめた。

「取り引き……？」

「そう。わたし、この前からずっと考えてたんだ。わたしたち二人とも満足するにはどうしたらいいかって」

　藤ふじノの宮みやは膝に置いた巾着をぎゅっと握り締める。

「結局、颯はやてくんは青春イベントがほしかったんだよねえ？」

　それは間違いなく俺が焦がれていたものだ。

　頷いた俺を、アイドル藤ふじノの宮みやは覗のぞき込む。

「だったら颯はやてくんの高一の夏休み、わたしにちょうだい。そうしたらわたし、お礼に颯はやてくんとこうしてデートしてあげるよ？」

「──」

「高校生活、あと二年以上あるじゃない？　夏休みもまだ二回残ってる。もし颯はやてくんが望むなら、高校卒業まであなたの青春イベントに付き合うって約束するよ。そうすれば、わたしは時間が手に入るし、颯はやてくんは青春が送れる」

　藤ふじノの宮みやの指先が俺の腕に触れた。

　星空の煌きらめきを宿した瞳が真しん摯しに俺を映す。

「どうかなあ？　これでわたしたち、どっちも──」

「却下だ」

　俺の強い声に、藤ふじノの宮みやが口を閉ざした。

　──騙だまされるな。

　俺はその言葉を奥歯で嚙かみ締しめる。

「ああ、おまえの言う条件は魅力的なんだろうよ。だがな、俺が求めているのはそんな青春イベントじゃないんだ」

　俺だってわかってる。藤ふじノの宮みやが俺には分不相応な高スペックだってことは。陰キャのぼっちがクラス一の美少女とデートできる。それだけでも贅ぜい沢たくな話なんだろう。

　けれど、彼女とゲームをしていて、俺はたまに歯は痒がゆくなるのだ。

　これがゲームでなければと、藤ふじノの宮みやが本当のカノジョだったらと思ってしまう。

　何をもって青春とするのか──？

　その答えはまだ俺にはわからない。だけど、ここで偽りの青春に妥協してしまったら、俺は絶対に後悔する。

「──とにかく俺の夏休みを返してくれ。話はそれからだ」

　泥棒とカモ。その関係性を清算しなければ、俺たちの関係はこれ以上先へ進めない。

　ゲームや対価なんて名目がついたデートでは、偽りのデートでは、俺はもう満足できないのだ。

「……そっかあ、残念だなあ。交渉決裂だね」

　藤ふじノの宮みやは哀かなしそうに目を細めていた。俯うつむいてショールをかき抱く。

「この条件を拒まれるとは思わなかったなあ。わたしとのデートじゃ、夏休みの対価にはならないかあ」

「ダメだな。待ち焦がれてきた分、俺の青春への理想は高いんだ」

「はは、そうだねえ。本当はわかってたんだ……颯はやてくんが求めているのは、わたしみたいな裏表のある女の子じゃないって……」

　深々と頭こうべを垂れた彼女の声は虫の音よりもささやかなボリュームで、後半は木々のざわめきにかき消されていた。

　それっきり沈黙してしまった彼女を俺は横目で窺うかがう。

「藤ふじノの宮みや……？」

　すん、と藤ふじノの宮みやの洟はなを啜すする気配がした。

　湿っぽい空気が辺りに漂っている。手元の巾着をいじくっていた彼女は、やがて顔を上向けた。

「はあ、これでわたしもゲームに負けられなくなっちゃったなあ」

　その声は底抜けに明るかった。

　アイドルに相応ふさわしい笑顔で藤ふじノの宮みやは俺を見る。

「颯はやてくん、取り引きを拒否した以上、降参は認めないよ？　どれだけ颯はやてくんが時間を盗とられて、ゲームはもうやめてほしい降参だってお願いしてきても、時間盗とりゲームには付き合ってもらうからね」

「おまえが降参してもいいんだぞ。もう俺の時間は盗とり飽きただろ」

「わたし、一いち途ずなんだよ？　ぜーんぜん飽きないなあ」

「ああ、そうかよ。一いち途ずな泥棒とか最悪じゃねえか」

　ふわり、と甘い香りがした。藤ふじノの宮みやだった。浴衣姿の彼女が俺に寄りかかっている。陽の落ちた神社で二人きり。隣にいる彼女の息遣いを感じた。

　これがゲームじゃなくデートだったなら、どれだけよかっただろうか。

　そう思うからこそ、俺は策を練ってきた。

　時間盗とりゲームに終止符を打つため、本物の青春を手にするため、俺はそれを出す。

「何それ、ポッキー？」

　国民的人気のあるチョコレート菓子だ。ここに来る前にあらかじめコンビニで買っておいたのだ。

「ああ。ゲームとか勝負事、藤ふじノの宮みやは好きだろ」

　俺は箱を開ける。袋を破って一本出し、藤ふじノの宮みやの口に突っ込んだ。

　細長い菓子を咥くわえて彼女は瞬またたく。

「ポッキーゲームだ。花火が本格的に始まるまでやろうぜ」







　ポッキーゲームとは、二人が向かい合って一本のポッキーの端を互いに食べ進んでいき、先に口を離したほうが負けとなるゲームである。ネットに書いてあった。

　サクサクサクサクサク。

　俺と藤ふじノの宮みやはポッキーの両端をそれぞれ食べ進んでいく。ポッキーの長さは十三・七センチ。両端を咥くわえただけでも、互いの顔は結構近い。それをさらに近付けていく。

　俺は藤ふじノの宮みやを見つめていた。

　伏せた長い睫まつ毛げ。闇に映える白い肌。突き出された艶つややかな唇。……これで心臓が高鳴らない奴がいたら見てみたいね。

「ん……っ！」

　唇まであと一センチと少し。そこで藤ふじノの宮みやが耐えきれなくなり、口を離した。

　瞬間、俺は彼女に人ア工ダ林ム檎ズを当てる。

「はい、俺の勝ち」

　ポッキーの残りを口に収めながら言うと、藤ふじノの宮みやはむっとした。大きな目で非難してくる。

「わたしの勝ちだよ？　颯はやてくん消えてってるよねえ」

「ポッキーゲームでは俺の勝ちだろ。これで十−〇な」

　うう、と藤ふじノの宮みやが唸うなった。

「別にそんなゲームに負けたところで、どうってことないもんねえ」

「その割には悔しそうだが」

「んーイジワル！」

　可か愛わいらしく睨にらんでくる藤ふじノの宮みやに俺は笑った。負けず嫌いな彼女にとって、たかがポッキーゲームでも負け続けるのはさぞかしストレスだろう。

　そこで俺は世界から消えた。

　再び俺が現れたのは一分後だった。

　たった一分である。ポッキーゲームを始めた当初は二十分以上取られたが、繰り返すごとに俺はタイムを縮めていた。

　時間盗とりゲームに勝つため、俺が立てた作戦はこうだった。ポッキーゲームをして、勝敗がついた瞬間に人ア工ダ林ム檎ズを当てる。それをひたすら繰り返すだけだ。

　人間は慣れる生き物である。

　現に藤ふじノの宮みやとのデートも三回目なので、ある程度慣れてきた。

　ドキドキしてたまらないポッキーゲームでも、何十回も繰り返せば絶対に慣れる。

　そして、俺が勝ち続けることで藤ふじノの宮みやはフラストレーションを溜ため、そのうち爆発するという算段だ。

　サクサクサクサクサク。

「んん……っ！」

「また俺の勝ちだな。十一−〇。あと一センチの壁が越えられないな」

　俺は人ア工ダ林ム檎ズを当てる。藤ふじノの宮みやは顔を背けていた。朧おぼろげな闇の中でも彼女の耳が赤くなっているのがわかる。

「だって、それ以上いったら……しちゃうじゃない……」

「人ア工ダ林ム檎ズを当ててる間はいいんじゃなかったのか？」

「あれはっ、あのときだけ。今はダメなの！」

　俺は三十秒消えた。

　サクサクサクサクサク。

「十二−〇。さっき俺、すげえ悔しかったことがあって」

「いきなり何かなあ？」

　ポッキーゲームに連敗中の藤ふじノの宮みやがつっけんどんに言う。負け続きで不機嫌を隠そうともしない。

　何度も〈知恵の実〉を出し、消えていく俺は視線を落とす。

「早乙女さおとめ先輩に対してなんだけど」

「何か言われたの……？」

　藤ふじノの宮みやが不安そうな目を向けてきた。

「言われたというより──」

　俺は十秒消えた。

　現れてすぐ、俺は藤ふじノの宮みやの口にポッキーを入れた。彼女を真まっ直すぐに見つめる。

「浴衣の藤ふじノの宮みや、マジで可か愛わいい。俺が最初に言いたかった」

　ポッキーを咥くわえた顔が瞬時に茹ゆで上あがった。

　俺はチョコレート菓子に食いつく。

　サクサクサクサクサク。

　鼓動が速いのを自覚していた。だけど、それはもう暴れ回っているような速さじゃない。

　ポッキーが残り一センチの壁を突破したとき、我に返った藤ふじノの宮みやは口を離す。俺は人ア工ダ林ム檎ズを当てた。

　互いの顔が至近距離にある。そのまま俺たちは硬直していた。

　……何も起こらなかった。

　俺も藤ふじノの宮みやも消えることなく世界に存在している。

　河か川せん敷じきから吹いてきた湿気のある風が彼女のリボンを揺らす。遠くのスピーカーから音声が聞こえた。これより花火の打ち上げを始めます、と言っていた。観客たちの浮き足立った歓声が響く。

　瞠どう目もくしたまま俺たちは見つめ合っていた。

「十三−〇。──やっと追いついたな」

　人ア工ダ林ム檎ズが反応しなかったということは、二人の心拍数がぴったり同じだったのだ。

　スピーカーから商工会の名前が読み上げられる。そして、花火が始まった。まずは一発目。ヒュ───と音が聞こえてきた。ドォンと大輪の花が咲くが、それは俺たちのいる場所からは見えない。わずかに空が明るくなるだけだ。

　新たなポッキーを出す俺に、藤ふじノの宮みやは慌てて口を開いた。

「は、颯はやてくん、花火よ！　花火大会が始まったわ！　見なくていいの!?」

　藤ふじノの宮みやは素になっていた。

　アイドルの仮面はなくなり、彼女の目はグルグルしている。いい兆候だ。彼女が感情を爆発させるのも近い。

「スターマインはまだじゃないか。花火が始まったといっても、序盤はぽつぽつ上がるだけだぞ」

　それより、と俺はチョコレート菓子の箱を示す。

「ポッキーはまだ一袋以上ある」

　藤ふじノの宮みやの唇が戦慄わなないた。

　その口にポッキーを滑り込ませる。

　俺もチョコレートのない部分を口に入れた。

　サクサクサクサクサク。

　藤ふじノの宮みやは動転しているのか、ポッキーを咥くわえているだけだった。それでも構わない。俺は一人で食い進めていく。

　サクサクサクサクサク。

　藤ふじノの宮みやの顔が近付く。残り一センチの壁を突破して、俺はヤバいなと思った。このままだとポッキーゲームは引き分けになる。その場合、時間盗とりゲームはどちらが勝つのか。

　俺はポッキーゲームに慣れただけで、キスするのに慣れたわけじゃない。

　残り五ミリで俺は英断した。人ア工ダ林ム檎ズを今、当てるのだ。そうすればたぶん勝てる。

　キスまで、あと五ミリ。俺は手にある人ア工ダ林ム檎ズを繰った。

　そのとき藤ふじノの宮みやがふっと目ま蓋ぶたを閉じる。口づけを待つ綺き麗れいな顔が俺の目前にあった。
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　くそ、卑ひ怯きようだ！　その手には乗らない。キスさせて時間盗とりゲームの勝敗をひっくり返すつもりだろうが、そんな手に乗ってたまるか！

　俺は断腸の思いで人ア工ダ林ム檎ズを藤ふじノの宮みやに──




「うっはー、マジ楽勝すぎ！」




　近くで軽薄な声がして、俺たちはビクリと離れた。

　俺たちが座る石段の下。数メートル離れたところにガラの悪い男たちがいる。ロン毛にピアスで、髪色が茶色、金色、赤色ってものすごく既視感があるんだけど。

　彼らは一つの財布を覗のぞき込んでいた。

「ラッキー、三万ゲット！」

　彼らは現金を抜き取った後、財布を道端の茂みに捨てた。誰かの財布をスったのだ、と気付き、俺は彼らから視線を逸そらした。見ているとバレたら、きっとロクな目に遭わない。藤ふじノの宮みやも身体からだを固くしていた。

「この調子で行こうぜ。盗とり放題だしなあ」

「浴衣のニーさんからもらったこれ、神だな」

「時間が入ってるって、最初は何言ってんだと思ったけどな。これはヤベーよ」

　そう言って茶髪が何かを掲げる。

　砂時計。

　彼の手にある人ア工ダ林ム檎ズを目にしたとき、「あ」と藤ふじノの宮みやが声を上げていた。

　瞬間、三人がこっちを見る。

　ヒュウウウと空が鳴り、ドンと花火が咲く。夜空がぱっと明るくなって俺たちの姿を照らし出した。

　光と音の余韻が次第に収まっていく。

　周囲が再び暗がりに沈んだとき、三つの足先が俺たちに向いた。

「おいおい、おまえらこの前の釣り合わねーカップルじゃないか」

　彼らの表情は驚きから獰どう猛もうなものに変わっていた。獲物を見つけた肉食獣のごとく視線は俺たちにロックオンされている。

「あのときはナメた真ま似ねしてくれたよなあ」

「おまえ、俺らの時間を奪っただろ。忘れてねえぞ」

　三人がじり、と近付くのを見て、俺は立ち上がった。藤ふじノの宮みやも腰を浮かしている。逃げなければと思った。藤ふじノの宮みやに時間を盗とられ、彼らは彼女を恨んでいる。

「逃げるぞ」

　俺は藤ふじノの宮みやを促し、石段を振り仰いだ。

　後ろで「待て！」と怒号がする。俺は咄とつ嗟さにスーパーボールの詰まった袋を蹴り倒した。石段に散らばり、転がり落ちる無数のボールたち。彼らが二の足を踏む。

　その隙に俺は藤ふじノの宮みやを追う。

「颯はやてくん、それ使って！」

　藤ふじノの宮みやがアダムズを指さしていた。

　そうか！　時間を止めて逃げればいいのか。俺は持っていた人ア工ダ林ム檎ズをひっくり返す。砂が入った人ア工ダ林ム檎ズのおかげで世界の時間は止まり──

「逃がすかよ！」

　男の声が響いた。

　俺は後ろを向く。

　すべてが静止した世界で、彼らが動いていた。その手には俺たちと同じ人ア工ダ林ム檎ズがある。奴らも余剰時間を使ったのだ。ロスタイムで優位に立つことはできない。

「藤ふじノの宮みや、こっちだ」

　石段を登りきり、俺たちは神社の裏手にある竹林を抜ける。渋滞でもないのに車が並んだ車道を横切って大きな道を選ぶと、屋台のある遊歩道にぶつかった。

　花火が始まっても通りにはたくさんの人がいた。

　夜空に咲いた花火はそのまま落ちてくる気配がない。スマホを空に向けている女子高生たちは固まり、焼き鳥の屋台では煙がたなびいたまま止まっていた。焼きそばを作っているおじさんはヘラで麵を持ち上げた姿で静止し、射的では男の子が撃った弾たまが宙で留とどまっている。

　その中を俺は藤ふじノの宮みやの手を引いて逃げた。

　蠟ろう人にん形ぎようのように固まった人々の隙間を縫う。男三人相手にまともに競走したんじゃ、俺たちはすぐに捕まってしまう。障害物で身を隠し、撒まくのが上策だ。

　自分の息遣いが無音の世界に響く。

　その後に続くのは藤ふじノの宮みやのパタパタという足音だ。

　後方では「どこ行った、あのガキどもー！」という怒声が聞こえてくる。上う手まく人混みに紛れたかと思った矢先、

「おい、あそこだ！」

　茶髪が屋台の商品をぶちまけてテーブルに載っていた。高い場所から俺たちを指さしている。

　ちっ、と俺はスピードを上げる。と、そこで手を強く引かれた。

　藤ふじノの宮みやだった。彼女は俺の腕を摑つかんで、顔を青くしている。

「悪い、藤ふじノの宮みや。大丈夫か？」

　帰宅部の運動音痴だが、一応、俺は男だ。藤ふじノの宮みやのほうが走れないに決まっている。

　藤ふじノの宮みやは屈かがみ、肩で息をしていた。

「ごめんなさい……足が痛くて……」

　履き慣れない下げ駄たで走るのはそもそも無理があった。

「藤ふじノの宮みや」

　俺は彼女に背を向けてしゃがむ。

「おんぶ、するか……？」

　女子をおぶさった経験などない俺はおずおずと訊きく。すぐに浴衣の袖が俺の視界に入った。藤ふじノの宮みやの柔らかさを背中で感じる。

「……うん。お願い……」

　囁ささやきが耳じ朶だを掠かすめた。

　俺は彼女を背負って走り出す。止まった花火に、止まった人々。まるで写真の風景に迷い込んだようだった。背に感じる彼女の体温まですべてが非現実的で、これは悪い夢なんじゃないかとすら思えてくる。

「颯はやてくん」

　藤ふじノの宮みやが呼ぶ。

「何だ？」

「時間がなくなりそう」

　藤ふじノの宮みやは両腕を俺の首に回している。その手には人ア工ダ林ム檎ズが握られていた。そこから〈時〉がキラキラと流れ出し、俺たちを取り巻いている。

「〈時〉は？　そこに入っているので全部か？」

　息荒く俺は訊きいた。

　こくん、と藤ふじノの宮みやは頷うなずく。

「さっき俺から盗とった時間があるだろう。それも含めてか？」

「むしろ、颯はやてくんから盗とった時間しかないのよ」

「なんで!?」

「なんでって、残りの時間は家に置いてきているわ。時間をわざわざ持ち歩かないでしょう」

　言われてみればそうだ。外で時間を補給する事態は普通、起きない。

　俺は今日、自分が盗とられたすべての時間を思い返す。ざっと四十分程度だ。それを二人で使っているから、二十分くらい。その間に三人組を撒まけなければ──。

　そこまで考えて、俺はすとんと腑ふに落ちていた。

　──ああ、これが『後悔するといい』か。

　三人組の話を思い出す。浴衣のニーさんからもらった。彼らはそう言った。浴衣のニーさんとは早乙女さおとめ先輩だろう。彼が三人に〈時〉入りの人ア工ダ林ム檎ズを渡したのだ。使い方や時間の仕組みまで教えて。

　あの三人が藤ふじノの宮みやの被害者だと早乙女さおとめ先輩は突き止めていた。それで、彼らが選ばれた。もし俺たちが三人組に見つかったら、報復を受けるはずだと先輩は確信していたのだ。

　──それが世界のやり口かよ。

　酸欠の脳内に早乙女さおとめ先輩の嘲笑がチラつく。

　時間警察は時間泥棒を認めない。あんな三人組を使ってまで藤ふじノの宮みやの存在を否定する。

　どれだけ走っただろうか。目の前にガードレールが現れて俺は立たち竦すくんだ。はっ、と息が洩もれる。

　行き止まりだ。その先には真っ黒い川かわ面もが広がっている。

　俺たちは河か川せん敷じきのビル群の前にいた。当初、花火を観みる予定だった古ビルが傍そばにある。

　夜空ではまだ花火が止まっている。だが、藤ふじノの宮みやの人ア工ダ林ム檎ズにある砂も残りわずかだった。

　俺は背負っていた彼女を下ろした。

「……藤ふじノの宮みや、俺の時間を盗め」

　みっともなく息を切らし、俺は言った。

「何を言い出すの……？」

「俺から時間を奪って、おまえだけでも逃げるんだ」

「バカなこと言わないで。あなたを置いて一人で逃げられるわけない」

「どっちがバカだ。あいつらは時間警察の差し金だ。狙われているのは俺じゃなくて、おまえなんだよ！」

　藤ふじノの宮みやが口を噤つぐんだ。

　世界の果てにも似た行き止まりで、彼女は立ち尽くす。俺は彼女の表情を見ていられずに目を逸そらした。

「俺の心配ならいらない。俺の時間は余ってるからな」

　パチパチと火花の散る音が上から聞こえてきた。

　はっと空を見る。花火が動いていた。俺たちのロスタイムが終わったのだ。

　夜風に紛れて「いたぞ！」と声がした。三色の頭が土手を挟んだ向こうに見えた。

　どうやら彼らのロスタイムも終わったらしい。なおさらチャンスだ。ここで藤ふじノの宮みやが俺の時間を奪えば、歩いてでも逃げられる。

　俺は安心させるように藤ふじノの宮みやに微ほほ笑えんだ。

「ほら、早く俺の時間を盗とれ」

「颯はやてくん……それはできないわ」

「できないはずないだろ。俺が遠慮はいらないって言ってるんだ」

　俺は藤ふじノの宮みやの手を見下ろした。そこには空っぽの人ア工ダ林ム檎ズがある。

「いいから。俺の時間を盗とるのに、今さら何を躊躇ためらう？　おまえは時間泥棒だろ？」

　さっきまで藤ふじノの宮みやを背負って走っていた俺の心臓はドクドク脈打っている。俺は人ア工ダ林ム檎ズのもう片方を自ら握った。

　ヒュウウウ、と花火が上がる。

　大きな音と共に空が昼間みたいに明るくなり、藤ふじノの宮みやの表情を照らした。

　彼女は切なげに目を細めている。漆黒の瞳に俺が映っていた。

「颯はやてくん」

　人ア工ダ林ム檎ズは二人の手の中にあった。だけど、どちらからも〈知恵の実〉は現れない。アダムズはもはや役に立たない空っぽの砂時計だった。

「だから言ったじゃない。無理なのよ」

　藤ふじノの宮みやが俺の手を取り、自らの胸に押し当てる。

　浴衣越しでもわかる柔らかさに俺の心臓は跳ねた。それなのに砂時計は相変わらず仕事をしない。

「わかる？　わたしの心臓もドキドキしてるの。あなたと一緒にいて、わたしの鼓動もどうしようもなく速くなってるのよ」

「藤ふじノの宮みや……？」

　彼女は泣き出しそうだった。

　潤んだ瞳がキラリと輝く。

「わたしがどうして時間盗とりゲームをスターマインが始まるまでにしたかわかる？　わたしが颯はやてくんと花火を見たかったからよ」

　胸を衝つかれた。

　俺は驚いて彼女を見つめる。

「マリンパークで制限を付けたのもそう。人ア工ダ林ム檎ズを一緒に買いに行ったのも。わたしはっ、あなたと普通にデートがしたくて……！」

　まさか、と思った。

　策略じゃなかったのか。藤ふじノの宮みやは俺を騙だましていたんじゃなかったのか。

　花火の音がして、辺りが明るくなる。彼女はその光から逃れるように俯うつむいた。真っ赤になった顔を隠すように。

　藤ふじノの宮みやの白い喉が上下する。

　火花の音が止やんだとき、彼女は決意を固めた表情をしていた。

「……颯はやてくん。わたし──」

「追い詰めたぞ、ガキども！　もう逃がさねえぞ」

　怒声が藤ふじノの宮みやの声を打ち消した。

　俺たちがいる一本道の先に三人がいた。ギラついた目で彼らは道を塞いでいた。俺たちは追い込まれた形だ。

　人ア工ダ林ム檎ズを掲げた茶髪が威勢よく叫ぶ。

「おまえら二人とも、毟むしれるだけ時間を取ってやるからな！　覚悟しろよ！」

　っ、と俺は息を吞のんだ。

　それはダメだ。それだけはダメだ！　藤ふじノの宮みやは時間を奪われたら、簡単に取り返しがつかなくなってしまうのだ。

　俺は三人に声を張り上げる。

「待ってくれ！　頼むから、取るなら俺の時間だけにしてくれ。藤ふじノの宮みやの時間は──！」

「バーカ。それで『はい、そうですか』なんて言うわけねえだろ。俺たちはその女に何十時間も盗とられたんだからなあ」

　剣けん吞のんな男たちはじりじりと距離を縮めてくる。

　どうしたらいい？　謝罪でもするか？　なおも俺が彼らに頼み込もうとしたとき、藤ふじノの宮みやが俺の腕を引いた。

「いいわ、颯はやてくん。こんなゴミクズに頭を下げるなんてやめてちょうだい。ゴミの品位が落ちるわ」

　ゴミの品位って何だ？

　ツッコもうとしたが、俺は藤ふじノの宮みやの表情を見て口を噤つぐんだ。

　普段、強気な彼女がひどく凪ないだ眼めをしていた。

「時間を取られる覚悟がなければ、時間泥棒はできないものよ。いつかはわたしの時間泥棒が裁かれるとわかってはいたの。それが今だったというだけよ」

「裁かれるって……！」

「もともとわたしは存在が認められてないの。本当は生まれてすぐ消えてしまうはずだったのに、こうして高校生まで生きられたわ。……自画自賛かもしれないけれど、わたしの人生、かなり幸せだったと思うのよ」

　藤ふじノの宮みやは諦めていた。

　自分の時間が奪われ、世界から永遠に消えるのを受け入れてしまっている。

　呆ぼう然ぜんとする俺を見て、藤ふじノの宮みやは世界で一番綺き麗れいに微ほほ笑えんだ。

「好きな人とのデートが最期の思い出だなんて、よくできた人生でしょう？」

「ふざけんなっ──!!」

　激げつ昂こうした俺に、藤ふじノの宮みやが固まる。

　俺は彼女の両肩を摑つかんだ。掌てのひらに藤ふじノの宮みやの存在を感じる。

「勝手に満足してんじゃねえ。おまえのは自画自賛じゃなくて、自己満足なんだよ……！」

　藤ふじノの宮みやの表情がぐらりと揺れた。

　赤く艶つややかな唇が震える。急速に潤み始めた目に、諦観以外の感情が浮かんだ。

　垣かい間ま見みえた未練。

「──おまえは絶対に消させない。俺の青春には藤ふじノの宮みやが必要なんだ」

「っ……！」

　言葉を詰まらせた藤ふじノの宮みやを置き、俺は奴らを見た。歩いてくる三人組。まともに喧けん嘩かしたら勝てる相手ではない。それは前回で学習済みだ。

　だから俺は本気でいく。

　取り壊しを待つばかりの古ビルに俺は一人走った。男たちが「逃がすな！」と声を上げるが、俺は逃げるつもりじゃない。

「ずっと毎日がつまらなかった。楽しい学校生活とは無縁で、こんな退屈な時間、早く過ぎればいいのにと切望していた」

　幼稚園のときからだ。とにかく人の輪に入るのが苦手だった。集団生活では常に疎外感を覚え、自分の殻に閉じこもった。

　今は退屈でも、いつかきっと俺の人生は面白いことにぶち当たるはずだ。そう思い込んで日々をやり過ごすことにした俺は、願った。

　どうかこの退屈な時間を早くすっ飛ばしてくれ、と。

　ある日、唐突に俺の願いは叶かなえられた。

　自分を含めた任意の範囲内で時間を早められるようになったのだ。ただし、発動者である俺は通常速度でしか動けない。

　つまらない時間を倍速で過ごせるようになった俺は能力を使いまくった。

　本を開いて自分の世界にこもる。周囲の時間は俺を置き去りにしてどんどん進み、教師や生徒の声もただの雑音にしか聞こえない。ふと気が付いて顔を上げればいつの間にか放課後で、俺はその段になって本を閉じて帰る。

　まさに早送りだ。

　そんな日々を高一の一学期まで続けた俺は藤ふじノの宮みやと出会い、時間を盗まれた。

「あいつに時間を奪われて初めて、俺は自分の愚かさに気付いたんだよ。早送りがさらなる退屈を生んでいたと教えられた。だから、早送りは二学期から封印してきたんだけどなあ！」

　古ビルに駆け寄り、俺は外壁に手をついた。十階建てのそれはボロボロで、かなり年季が入っている。

　奴らはあと数メートルの距離だ。俺は口角を持ち上げる。

　一分は六〇秒。

　一時間は一分×六十で三，六〇〇秒。

　一日は一時間×二十四で八六，四〇〇秒。

　一年は一日×三百六十五で三一，五三六，〇〇〇秒。

　百年もあればオンボロな建物はひとたまりもないだろ。見てろよ、世界。

　解を出した俺は範囲を指定し、唱える。




「三十一億五千三百六十万倍速、開スタ始ートッ──!!」




　俺が早送りをしたのは、たった一秒。

　その一秒の間に、三十一億五千三百六十万秒──百年という月日が古ビルの一階の柱だけに流れた。

　俺は掌てのひらの下で、瞬く間に柱が劣化するのを感じていた。俺の能力で百年経過したのは一階の一部だけ。十階をバランスよく支えられなくなった古ビルはどうなるか？

　倒壊である。

　ベキベキと不穏な音がして、走っていた三人組はビルを見上げた。十階建てのそれがコンクリートやガラスの破片を落とし、自分たちのほうへ倒れてくるのを目にして、彼らは悲鳴を上げる。慌てて男たちは方向転換した。

　俺はとっくに藤ふじノの宮みやの元へ全速力で戻っていた。

　背後で空気の圧がした。ドオォン！　と耳をつんざく地響きが轟とどろき、地面が跳ねる。同時に俺は藤ふじノの宮みやの足元へ転がり込んだ。藤ふじノの宮みやは口に手を当て、ガードレールの傍そばで目を見開いている。

「はは、やってやった……。ビルに体当たりしても何も変わらないだって？　ビルなら倒したぞ、ざまあみろ……！」

　呼吸が速い。清すが々すがしい達成感が胸を満たしていた。空には満開の花火が見える。道路に寝転がったまま、俺は息を整えながらくつくつと笑っていた。

　藤ふじノの宮みやがそっと洩もらす。

「あなた、やっぱりそうだったのね……」

　俺は白髪が増えたはずの髪を乱暴にかき上げ、苦笑した。

「やっぱりって、いつから俺が時間能力者だと気付いていた？」

「四月には勘付いていたわ。わたしの〈知恵の実〉から〈時〉が減るのが速いから、誰かが何かの能力を使ってるものと思ってた。一番怪しいのが、わたしが話しかけても反応すらしない颯はやてくんだった。だから、気になって観察していたのよ」

　それで俺はクラス一の美少女から注目されていたのだ。

　早送りしている間、俺は俺以外のすべてが速く動いていて何にも反応できない。早送りされている学校内で、発動者の俺だけは通常速度でしか動けないのだ。周囲の音もキュルキュルとした雑音にしか聞こえず、話しかけられてもまず気付かない。

　だから、「案か山か子し」だった。周りからしたら、能力使用中の俺はまったく動かない──動いてもものすごくノロい奴である。

「てめえら、ブッ殺してやるッ!!」

　男たちの安っぽい台詞せりふが響いた。彼らはビルの下敷きにはならずに済んだようだ。道路にできた瓦が礫れきの山の向こうから叫んでいる。

「しつこいな。まだ諦めないのか」

　俺は身体からだを起こした。彼らは道を塞ぐビルの残骸を乗り越えようとしていた。さらに得え物ものまで手にしている。壊れたビルの鉄材とかだ。余計に面倒なことになったなと思う。

「颯はやてくん……」

「大丈夫だ。心配いらない」

　俺は藤ふじノの宮みやを庇かばい、前へ出る。さて、今度は彼らの足場でも崩そうかと思ったとき、

「はいはい、キミたちはお役御免だよ」

　中空から声がかかった。

　夜闇に浴衣が舞う。どこからともなく現れたのは早乙女さおとめ先輩だった。その手には鈍にび色いろに輝く日本刀がある。

「あ、浴衣の──」

　声を上げた赤髪に早乙女さおとめ先輩は太刀を振るう。胴を一いつ閃せんされた赤髪は瓦が礫れきの山に叩たたき込まれた。返す刀で金髪を打ち据え、振り向きざまに茶髪の手首に刀を振り下ろす。茶髪の手から鉄材が落ちた。

　三人が困惑した声を上げる。

「な、なんで……!?」

「なんで？　それは胸に手を当てて考えればわかるんじゃないかなあ。キミたちのやったことは犯罪だからねえ」

　早乙女さおとめ先輩は悪い顔で笑っている。

　金髪と茶髪も鮮やかに斬り捨て、早乙女さおとめ先輩はあっという間に三人を無力化してしまった。男たちが瓦が礫れきで呻うめいているところを見ると、峰打ちなんだろう。

　急展開だった。

　俺は立ち尽くす。藤ふじノの宮みやも青ざめて早乙女さおとめ先輩を凝視していた。

　三人が動かなくなったのを確認し、先輩はこっちを見た。

　日本刀を担いだイケメンが俺を捉える。

　彼の瞳には明白な敵意が宿っていた。ラスボス登場、という言葉が頭に浮かぶ。俺の背に冷や汗が滲にじんだ。

「……早乙女さおとめ先輩、藤ふじノの宮みやは渡しませんよ」

　火花が散る空を背景に、先輩は可お笑かしそうに肩を揺らした。

「へえ、言ってくれるねえ、加か嶋しまくん」

　おもむろに早乙女さおとめ先輩は落ちていた鉄材を拾い、放った。ガランガランと俺の足元に鉄材が転がる。

「得え物ものを取りなよ。丸腰じゃ勝負にならないだろう？」

「ま、待ってください、センパイ……！」

　慌てた声を上げたのは藤ふじノの宮みやだった。

「颯はやてくんは──」

「ユッキーは口出し無用だよ。これは男同士の戦いだから。そうだよね、加か嶋しまくん？」

　藤ふじノの宮みやを遮り、先輩は俺だけを睨にらんでいた。

「……そう言われたら引き下がれないですね」

「颯はやてくん！」

　藤ふじノの宮みやが咎とがめる声を出すが、俺は鉄材を拾った。重いな、と思った。

「一ついいですか、早乙女さおとめ先輩」

　ヒュウウウと花火が上がる。大輪の花が咲いて、バチバチと火花が鳴った。

「先輩は剣道経験者かもしれませんけど、俺は竹刀を握ったことすらないんですよ。この勝負、フェアですかね？」

　ふっと早乙女さおとめ先輩は鼻を鳴らした。

「なら、俺は今から五分間、攻勢に出ないよ。加か嶋しまくんに何をされても反撃はしない。それでいいかな？」

　その言葉を示すように先輩は刀を鞘さやに収めた。空の両手を掲げてみせる。

「結構です。──怪け我がしても知りませんからね」

　言うなり、俺は駆けた。

　先手必勝だ。五分間、先輩が攻撃してこないうちに勝負を決めるしかない。

　夜空には花火が上がり、先輩の姿を照らし出す。距離が縮まっても先輩は身構えない。

　俺は先輩目掛け、思いきり鉄材を振った。

　ブン、と風切り音が鳴る。

　鉄材は無防備な早乙女さおとめ先輩の胴を直撃──しなかった。

「っ!?」

　俺は空振りしていた。

　早乙女さおとめ先輩がすぐ目の前にいるのにもかかわらず、だ。

　手応えがなくて愕がく然ぜんとする俺を、先輩は不敵に見下ろしている。

「加か嶋しまくん、当たってないよ」

「くっ……！」

　再び鉄材を振る。当たらないはずがないのだ。鉄材の間合いに早乙女さおとめ先輩はいるし、先輩は動いてもいない。

　だが、またしても鉄材は早乙女さおとめ先輩をすり抜けた。いや、違う。これはすり抜けたんじゃなくて──

「颯はやてくん、センパイは時間能力者よ！　瞬間的に時間を跳んでるわ！」

　藤ふじノの宮みやが叫んだ。

　俺も気付いた。鉄材が当たる寸前、先輩は消えているのだ。そして鉄材を躱かわしたところで現れる。

「そう、俺は時間跳躍者タイムリーパーだよ。継ぎはぎの時間を歩む者さ」

　種明かしをした早乙女さおとめ先輩は薄く笑う。

　正体がわかったところで俺にはどうしようもなかった。いくら必死で鉄材を振り回しても先輩には掠かすりもしない。

「加か嶋しまくんには時間跳躍者タイムリーパーの話を少ししたよねえ。他人に興味はないってキミは取り合わなかったけど」

　ダメだ。攻撃するのもバカらしくなるほど通じてない。

　俺は先輩の背後を取るべく走る。背中から不意打ちすれば、タイミングを合わせて時間を跳ぶのもできないはずだ。

　けれど、背後に回っても結果は同じだった。俺の動きを気配で察し、先輩は的確に消えてしまう。

「無駄だよ、加か嶋しまくん。俺の能力の特性を知らないキミに俺は倒せない。もしファミレスで時間跳躍者タイムリーパーについて突っ込んで聞いていたら、結果は違ったかもしれないけどね」

　先輩は断続的に時間を跳びつつ、悠々と言う。

「キミの敗因は他人に興味を持たないことだよ。キミの人生もそれで失敗してるところがあるんじゃない？　──さて、約束の時間だ」

　無抵抗の五分。

　それが終わり、早乙女さおとめ先輩は日本刀の柄つかに手をかけた。

　枯葉色の頭が振り返る。

「他人に無関心なら、キミはユッキーにも興味を持つべきじゃなかった。ユッキーに近付いたのが運の尽きさ」

「うるさ──っ!?」

　先輩が抜刀した──と思ったら、俺の手から鉄材が消失していた。夜空に放物線を描いて飛んだ鉄材が、一瞬遅れてガラン、とアスファルトに落ちる。

　あまりの速さに俺は何も反応できなかった。

　このスピードで攻撃されたら手も足も出ない。

　ぶわっ、と汗が噴出する。

　鈍にび色いろに輝く日本刀を最上段に構え、早乙女さおとめ先輩は冷徹な目になった。

「これで終しまいだ、加か嶋しまくん──」

　先輩が踏み込む。

　豪速の刃やいばが俺に振り下ろされたときだった。

「ダメえぇっ！」

　藤ふじノの宮みやの叫びがして、横から何かが飛来する。

　鉄材だ。藤ふじノの宮みやが先輩目掛けて鉄材を投げつけたのだ。

　早乙女さおとめ先輩が横目でそれを捉える。

「──っ！」

　刀を振り下ろしている早乙女さおとめ先輩に鉄材をキャッチする余裕はなく、時間跳躍して躱かわす。

　先輩の姿が世界から消え、一瞬の間隙が生まれた。

　その隙に俺は唱える。

「三十一億五千三百六十万倍速、開スタ始ート！」

　ガン、と肩に衝撃が走った。

　川辺から吹きつける風が火薬の匂いを運んでくる。空に上がっていた火花の余韻が消えていき、辺りは暗がりに包まれる。

　早乙女さおとめ先輩の刀は俺の肩で止まっていた。

「……先輩。俺は藤ふじノの宮みやと出会ってやっと青春が送れそうなんですよ」

　間近にいる先輩の目が俺を捉えた。

　刀を振り下ろしたまま、早乙女さおとめ先輩は静止している。

　案か山か子しに相応ふさわしい棒立ちで俺は続けた。

「運の尽きじゃないです。藤ふじノの宮みやと出会って俺は超ラッキーなんです。現にほら、早乙女さおとめ先輩の刀だっていつの間にか、なまくらになってるじゃないですか」

　俺の肩に当たっている日本刀は今や、赤い錆さびに覆われていた。鈍にび色いろはどこにもない。俺に触れた瞬間、刀の時間は一気に早送りされたのだ。

　百年、手入れされなかった日本刀は酸化し、使い物にならない。

　俺はボロボロの刀を肩から払った。

「先輩、まさかそんな刀で勝負を続けるなんて言いませんよね」

　花火の上がる音がする。

　やがて早乙女さおとめ先輩はくっと喉を鳴らした。面白いものでも見つけたみたいに彼は大声で笑い始める。

　ひとしきり笑った後、先輩は錆さびた刀を鞘さやに収めた。

「俺の負けだよ、加か嶋しまくん」

　清すが々すがしく負けを認め、先輩は瓦が礫れきに向かう。そこで伸びている三人を担ぎ上げた。

「彼らは回収していくよ。起きると厄介だからね。キミたちは花火を観みていくといいさ」

　藤ふじノの宮みやの逮捕は諦めたのか……？　と俺が思っていると、先輩は振り向いた。藤ふじノの宮みやに目を留める。

　びくりと藤ふじノの宮みやが身体からだを強こわ張ばらせるが、

「ユッキー、よかったね」

　そう言って早乙女さおとめ先輩はどこか寂しそうに微ほほ笑えんだ。

「……？」

　怪け訝げんな顔になった藤ふじノの宮みやにも構わず、早乙女さおとめ先輩は去っていく。浴衣の背中にはひどく哀愁が漂っていた。
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　早乙女さおとめ先輩たちが去ってから、俺と藤ふじノの宮みやは特等席で花火を観みた。倒壊したビルの瓦が礫れきの上で、だ。

「あーやっぱここが一番迫力あるなー」

　瓦が礫れきに胡坐あぐらをかき、俺は空を仰いだ。大きな音と共に打ち上がり、落ちてくる花火。手を伸ばせば火花に手が届きそうだ。

　俺は隣をチラと見る。

　ビルの残骸に淑しとやかに腰かけ、浴衣姿の藤ふじノの宮みやは瞳に花火を映していた。涼しい風が彼女の後れ毛を揺らしている。綺き麗れいだと思った。

「……なあ、さっきおまえが言ってたことなんだけど」

　おずおずと切り出すと、藤ふじノの宮みやが横目で俺を見た。

　視線を受けた俺は口ごもる。

「その、三人に襲われて絶体絶命みたいになったとき、言ったよな……？　好きな人とのデートが、とか……」

「颯はやてくん、花火で声がよく聞こえないわ」

「え、あ、いやだから！　好きな人とのデートが最期の思い出なら上出来とか、言ったよな？　それについてなんだけど！」

　花火がドンドンうるさい。

　なんで肝心なときに限ってこうなんだよ。ああ、スターマインが始まったのか。タイミング悪すぎだろ。世界はどこまで俺の青春を邪魔したいんだ。

「藤ふじノの宮みやが言ってた『好きな人』って、俺のこと──」

「ええ、好きよ。カモが好きじゃない泥棒がいるはずないでしょう？」

　──え？

　藤ふじノの宮みやはそっぽを向いて空を見ている。だけど、花火が上がっている方向はそっちじゃない。その理由を考えるよりも、藤ふじノの宮みやの言葉を咀そ嚼しやくするので俺は精一杯だった。

「えーっと……」

　俺は声を絞り出す。また俺はとんでもない勘違いをしたのでは、という思いに駆られていた。

「つまり、藤ふじノの宮みやは俺のこと……？」

「とっても優良なカモだと思ってるわ。カモのくせに泥棒を守るお人ひと好よしだもの」

　ドーン、と一際大きな花火が空に上がった。

　ですよね……。うん、知ってた。藤ふじノの宮みやが俺を好きなわけないって知ってたよ……。

　ふー、と俺は両手をついて空を見上げる。ああ、スターマインが目にしみるなー。花火と一緒に俺も散りたいぜ。

　と、俺の手に柔らかい感触が重なる。藤ふじノの宮みやの手だった。

　ドキリとした俺に、顔を背けたままの彼女は言う。

「だから、颯はやてくんにはずっとわたしのカモでいてもらわないと困るのよ。泥棒わたしがこうして世界にいられるのは、カモあなたのおかげなんだから」

　きゅっと手を握られた。

「──」

　藤ふじノの宮みやが何か言葉を続ける。それは花火の音にかき消されてきちんとは聞こえなかったけれど、「ありがとう」と言われた気がした。
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　翌月曜日の昼休み。

　俺は早乙女さおとめ先輩に裏庭に呼び出されていた。校内の告白スポットに男の俺を呼び出すのはどういうつもりなんだ……。すっぽかそうと思ったけど、教室にまで迎えに来られて俺は逃げる機会を失った。

　てっきり藤ふじノの宮みや関係でまたひと悶もん着ちやくあるのかと思いきや、早乙女さおとめ先輩は敵意ゼロの柔和な表情だった。

「オータムフェスティバルの事後処理を伝えておこうと思ってね。あの三人がどうなったか知りたいだろう？」

　いえ、知りたくないです。

「また街中で彼らに遭遇したら、と考えると怖いじゃないか。聞いておきなよ」

　だからなんで俺の心と会話してんだよ。

「彼らには〈時〉に関するすべてを綺き麗れいさっぱり忘れてもらったよ。ユッキーたちと会ったことも忘れてるから、安心していいよ。彼らとキミたちはもう初対面だ」

「人の記憶をいじれるなんて、恐ろしい組織ですね」

　はは、と早乙女さおとめ先輩は笑った。

「記憶をいじったんじゃないよ。彼らの意識に時間遡そ行こうをしてもらっただけさ。うちの組織にはそういう時間能力者もいてね」

「そっちも十分恐ろしいですよ」

　言ってからふと気付いた。

「いいんですか、俺にそんなこと言って。時間の仕組みは一般人には知られちゃいけないんでしょう？」

　早乙女さおとめ先輩が、ああ、と薄く笑った。

「ヘーキだよ。だって、キミは一般人じゃなくて時間能力者じゃないか」

　俺は空に視線を投げる。

　桜の葉の隙間から覗のぞく秋晴れはどこまでも青く、遠い。昼休みの喧けん騒そうが食堂から響いてきていた。

「……何のことだかわかりませんね」

「今さらトボけるかなあ。あの刀、なかなかの業わざ物ものだったんだよ」

「早乙女さおとめ先輩の手入れが悪かったんでしょう」

「キミを案か山か子しとはよく言ったもんだね。キミの能力、タイムスピーダーって命名したいんだけどいい？」

「勝手にヘンなあだ名付けないでください」

　特殊な能力というのは極論、疾患と同じだ。当事者以外、誰にも理解されない。それをわざわざ公言する趣味はない。

　俺はこれまで他人にバレないよう能力を使ってきた。

　例えば、学校全体を早送りさせて授業を早く終わらせたり、怪け我がをしたとき自分を早送りさせて治癒したり、藤ふじノの宮みやを驚かせるために裏庭のソメイヨシノを生長させたりだ。時間欠乏症の藤ふじノの宮みやにはバレていたみたいだが。

　早乙女さおとめ先輩は桜の樹きにもたれたまま微ほほ笑えむ。

「俺は今日、キミをスカウトに来たんだよ。オータムフェスティバルの一件で、うちの組織内でキミを評価する声が上がってね。まだどこの組織にも属していないなら、うちに入らない？　メリットとしては──」

「だから、俺は知らないと言っていますよね」

　早乙女さおとめ先輩の台詞せりふを遮った。

「俺は時間警察には入りません。あと、俺が勝ったんですから、藤ふじノの宮みやを逮捕するのは金こん輪りん際ざいやめてくれるんですよね？」

　先輩がきょとんと瞬またたいていた。

「加か嶋しまくん、うちの組織は時間警察じゃないよ」

　は？　となる俺の前で、先輩は首元からペンダントを出す。金色に輝くそれには林りん檎ごのモチーフが描かれていた。

「俺がいるのは秘密結社〈黄ヘ金スのペ林リ檎デ会ス〉。主に、時間の摂理から人類を守る機関だよ」

　呆あつ気けに取とられた俺を見て、早乙女さおとめ先輩はペンダントをしまう。

「時間警察だったらユッキーの時間泥棒は見逃せないよ。時間警察は妄信的に時間泥棒を取り締まる組織だからねえ」

「だったら、なんで藤ふじノの宮みやを尾つけて……!?」

「俺はユッキーの保護者だから」

　咄とつ嗟さに俺は返せなかった。保護者？　どういう意味だ？　複雑な表情になる俺に、早乙女さおとめ先輩は大人びた笑い方をする。

「悪いけど、加か嶋しまくんを試させてもらったんだ。一般人がユッキーと付き合ったっていいことないからね」

「……俺は一般人です」

　なんとか返したところでポケットが震えた。俺はスマホを確認する。

「あ、すみません。俺ちょっと呼び出されたんで」

　失礼します、と俺は裏庭から退散した。







　そういえば、三回目の時間盗とりゲームの総評をしていなかった。

　総合結果：引き分け、である。

　最後のゲームにするつもりで時間泥棒に挑んだのだが、見事なまでに引き分けに持ち込まれてしまった。

　結局、俺の夏休みは返されていない。

　夏休みの宿題もまだ半分以上終わっていない。

　今年の夏は戻らず、俺の高一の夏休みは空白のままだ。

　それでも悲観する気になれないのは、こんな青春らしいことがあるからだろう──。

　早乙女さおとめ先輩と裏庭で別れた後、俺はいつものように食堂でシャケおにぎりを買い、屋上へ向かった。重いドアを開けると、涼やかな風が俺の頰を撫なでる。

「颯はやてくん、こっちよ」

　いきなり声をかけられた。

　首を回すと、屋上の端に藤ふじノの宮みやがぽつんと一人で座っていた。ポニーテールにした艶つややかな黒髪をなびかせている。彼女の傍らには弁当箱があった。

　俺はスマホを掲げる。

「『昼食を持って屋上に来なさい』って、どうしたんだ？」

　呼び出しは藤ふじノの宮みやからだった。昼休みに彼女に呼び出されたのは初めてで、俺は戸惑いを隠せない。

　そんな俺に、ブラック藤ふじノの宮みやは大仰なため息をつく。

「はあ、相変わらずのぼっち精神ね。あなたには、誰かと一緒にお昼を食べるという概念はないのかしら」

「それくらいあるよ！　おまえはいつも教室で女子と食べてるだろうが」

　俺は憤然と屋上を横切り、彼女の横に腰を下ろす。

　それを見て藤ふじノの宮みやは微ほほ笑えんだ。

「今日は颯はやてくんと食べたかったのよ。誰にも邪魔されずにね」

　ドキン、と心臓が跳ねた。

　純粋に嬉うれしい。舞い上がってしまいそうだ。学校の屋上で女子と二人きりでお昼を食べる。まさしく青春じゃないか。

　そこまで考えた俺ははっとする。

　待て待て、落ち着け。また時間泥棒の策略じゃないのか？　絶対そうに決まってる！

「颯はやてくん、今日はあなたのために作ってきたものがあるのよ。食べない？」

　ほらやっぱり来たぞ、策略だ！

　藤ふじノの宮みやは二段になっている弁当箱を俺に差し出す。

　受け取った俺は、一つ深呼吸をする。それから慎重に蓋を開けた。

「っ……!?」

　どんな絶品料理でも驚かないぞ、と心に決めていたのに、それは一目で俺の心拍数を爆発させた。

　あったのはオムレツ。ケチャップのハート付きだ。

　硬直する俺を、藤ふじノの宮みやはチラチラと横目で窺うかがっている。

「どう、かしら……？　受け取ってくれる……？」

「あ、ああ……いただきます……」

　噓うそだろ!?　マジかよ！　藤ふじノの宮みやの手作り、しかもハート付き!?

　平静を装いつつも、俺の胸中ではハリケーンが吹き荒れていた。まさか藤ふじノの宮みやから愛妻弁当をもらうなんて……くそ、完全に策略に嵌はまっちまった。ドキドキが止まらねえよ！

「なあ、これは策略なんだろ？」

　涙が出そうなほど美お味いしいオムレツを食いながら俺は言った。

　え？　と藤ふじノの宮みやが目を瞬またたかせる。

「ハートの付いたオムレツなんて、俺をドキドキさせる策略だよな？」

　経験上、俺が策略と指摘すれば、彼女はそれを認めてくれる。

　俺は藤ふじノの宮みやの「よく見抜いたわね。策略に決まっているじゃない」という悔しげな台詞せりふを待った。しかし──

「……それは、わたしの気持ちよ。わたしがあなたに伝えられる、精一杯の気持ち」

　完全に顔を背け、藤ふじノの宮みやはそう言った。

　躊躇ためらいがちに紡がれた言葉に胸を打たれる。

　藤ふじノの宮みやの気持ち。

　まさかの返答に俺は呆ぼう然ぜんとしていた。なんだ？　じゃあ、これは策略じゃないのか？

　食べる手も止めて藤ふじノの宮みやのポニーテールを凝視していると、

「っ、颯はやてくん、それ二段目もあるのよ……！　そっちも早く見てほしいわ」

　耐えきれなくなったみたいに藤ふじノの宮みやは続ける。その首筋は真っ赤だ。

　なんてことだ。他にも藤ふじノの宮みやは俺に伝えたい気持ちがあるのか。俺はドキドキしながら弁当箱の二段目を開けた。

　入っていたのは、空っぽの人ア工ダ林ム檎ズ。

「…………これは？」

　虚無の表情になる俺に、藤ふじノの宮みやはやっとこっちを向く。

「決まっているでしょう。時間盗とりゲームにはこれからも付き合ってもらう約束よ」

　──ああ、また俺は騙だまされたのか。

　火ほ照てった顔を寄せて、藤ふじノの宮みやは不敵に微ほほ笑えむ。

「さあ颯はやてくん、わたしとゲームをしましょう。あなたの夏休みをかけて」
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　中学生から高校生に上がるとき、『青春』というものにひどく憧れていました。

　それが何なのかよくわからなくて、たぶん、過剰に期待していたのでしょう。

　いざ高校生になってみると、中学とほとんど変わらない日常がそこにあって、何か違う、こんなはずじゃない、と思いながら、日々は過ぎていきました。

　学生時代を後悔しているわけではありません。もう一度人生をやり直せるとしても、きっと自分はまた同じ選択をするでしょう。起きている間中、ほとんど小説に耽ふけっていた毎日に後悔なんてありません。

　でも、もしかしたら。もしかしたら自分は、普通の人が享受していたかもしれない普通のものを取りこぼしてきてしまったのでは？　とモヤることがたまにあります。

　それをこの作品に込めました。




　本作は第25回電撃小説大賞に応募した原稿を改稿したものです。

　この年は三作品応募した結果、別の作品で受賞し、デビューさせていただいたのですが、こっちを拾い上げたいという編集者さんがいらっしゃったおかげで、本作も世に出ることとなりました。とてもありがたいことです。

　実は応募原稿の段階から二〇二一年設定でした。曜日の関係上、どうしても二〇二一年が都合がよかったわけです。

　原稿を公募に出したのは二〇一八年なので、そのときはまあ三年後設定でも仕方ないか……と思っていました。それがまさか、二〇二一年を目前に出版されることになるとは。巡り合わせみたいなものを感じます。

　謝辞です。本作の出版に携わってくださったすべての方々に、厚く御礼申し上げます。

　担当編集の小こ原ばらさん、黒くろ川かわさん。大幅改稿に根気よくお付き合いいただき、ありがとうございました。お二人のおかげで本作は見違えました。

　イラストレーターのうなさかさん。一癖も二癖もあるヒロインたちを可か愛わいらしく描いてくださり、感謝しかありません。キャラデザでイメージ通りの藤ふじノの宮みやが出てきたときには、「これだー！」と感動しました。

　いろいろと相談に乗ってくれた友人の羽は場ば先生。また飲みに行きましょう。

　最後に、この本を手に取ってくださったすべての方に最大級の感謝を。ありがとうございました。できれば二巻でお会いできますように……！
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